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訓
読
文
凡
例

一
、
本
訓
読
文
は
、
唐
招
提
寺
蔵
四
分
律
行
事
紗
巻
下
之
三
院
政
期
点
（
影
印
は
、
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
十
八
韓
に
掲
載
）
に
加
点
さ
れ
た
朱
点
に

従
っ
て
、
全
文
を
訓
読
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
墨
書
の
訓
点
に
つ
い
て
は
、
訓
読
注
に
掲
げ
た
。

「
原
本
の
仮
名
は
片
仮
名
で
、
ヲ
コ
ト
点
（
喜
多
院
点
）
は
平
仮
名
で
細
字
し
た
。
又
、
私
意
を
以
て
補
読
し
た
部
分
は
（
　
）
で
括
っ
て
示
し
た
。

一
、
原
本
の
破
損
等
に
よ
る
難
読
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
［
　
］
に
包
ん
で
、
推
読
し
た
箇
所
が
あ
る
。

一
、
原
本
の
割
書
き
部
分
は
、
《
　
》
を
付
し
て
こ
れ
を
示
し
、
割
書
き
内
の
改
行
は
、
「
／
」
で
示
し
た
所
が
あ
る
。

一
、
行
頭
の
漢
字
の
右
肩
に
▲
の
符
号
を
付
し
て
行
の
変
わ
り
目
を
示
し
た
。

一
、
原
本
の
漢
字
右
下
の
「
．
」
は
「
。
」
で
、
漢
字
中
央
下
の
「
・
」
は
「
・
」
で
、
漢
字
左
下
の
「
．
」
は
「
（
返
）
」
で
、
漢
字
左
中
央
の
「
．
」
は

「
（
待
）
」
で
翻
字
し
、
私
意
に
よ
っ
て
適
宜
「
、
」
点
を
加
え
た
。

一
、
本
文
に
二
種
以
上
の
訓
読
が
存
す
る
場
合
は
「
］
と
し
て
異
読
を
立
て
、
不
読
字
は
［
　
］
に
括
っ
て
示
し
た
。



一
、
再
読
字
に
つ
い
て
は
、
再
読
の
二
度
目
の
読
み
を
「
［
営
］
（
再
讃
）
」
「
［
須
］
（
再
譲
）
」
の
如
く
示
し
た
。

「
訓
読
文
に
つ
い
て
の
注
記
は
、
訓
読
文
本
文
の
該
当
の
文
字
の
肩
に
＊
印
を
付
し
、
訓
読
文
末
尾
に
纏
め
て
掲
げ
た
。

（
ヲ
コ
ト
点
図
）

ム
●

（
仮
名
字
体
表
［
朱
点
の
字
体
の
み
を
示
す
］
）
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▲
四
分
律
翻
繁
補
間
行
事
紗
巻
下
之
三
　
　
十
三

▲
頭
陀
行
儀
第
廿
一
　
僧
像
致
敬
第
廿
二
語
順

▲
訃
請
設
則
第
廿
三

▲
頭
陀
行
儀
篇
第
廿
一

ホ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ア

カ

　

ヌ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す

▲
夫
レ
報
力
の
増
上
ナ
ル
は
行
す
（
る
に
）
精
潔
（
返
）
に
成
る
、
故
に
能
ク
高
ク
衆
［
類
（
を
）
］
超
（
え
）
て
辣
リ
抜
ケ
テ
群
に
（
あ
ら
）
不

サ

カ

リ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

は

）

▲
是
を
以
（
て
）
繹
迦
一
化
に
は
盛
（
に
）
斯
の
徳
（
返
）
を
稀
（
せ
し
）
め
た
り
、
故
（
に
）
凡
そ
制
（
返
）
す
る
所
［
者
、
拉
（
に
）
多
食
（
を
）

ア

　

　

　

　

ツ

カ

レ

鳥
（
す
）
、
凡
（
そ
）
開
］
▲
教
の
中
に
は
先
つ
此
の
行
（
返
）
を
揚
ケ
た
り
、
疲
－
怠
（
る
）
［
之
］
客
（
返
）
を
進
め
て
［
禅
定
（
の
）
［
之
］
城
（
に
）
］

ヒ

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ

シ

　

　

　

ヰ

趣
け
使
（
待
）
（
め
む
）
と
は
欲
（
る
）
な
り
、
［
染
塵
（
の
）
］
▲
［
之
］
夫
（
返
）
を
［
策
（
し
て
）
］
戸
羅
（
の
）
［
之
］
陛
（
返
）
に
登
ル
、
此
レ
其

ホ
し

の
大
意
（
な
り
）
［
也
］
。
智
論
（
に
）
云
（
く
）
、
彿
意
、
弟
子
（
を
）
し
て
▲
道
（
返
）
に
［
随
（
ひ
）
］
、
行
し
て
世
の
欒
（
返
）
を
捨
（
せ
）
令
む
、

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヤ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す

　

　

一

　

　

二

故
に
十
二
の
頭
陀
（
返
）
を
讃
め
て
本
（
返
）
と
爵
タ
マ
フ
な
り
、
因
縁
（
返
）
有
（
り
）
て
己
（
返
）
ム
こ
と
得
（
待
）
へ
カ
ラ
不
、
而
も
▲
飴
の
事
（
返
）

ソ
ウ

を
轄
（
す
）
と
云
云
。
中
（
返
）
に
就
（
き
）
四
（
返
）
（
に
）
分
（
つ
）
、
一
（
に
は
）
惣
名
（
返
）
を
輝
し
、
二
（
に
は
）
敷
（
返
）
を
列
（
ね
）
憶
（
返
）

を
明
す
、
三
（
に
は
）
諸
部
の
異
行
を
い
ふ
。
▲
四
（
に
は
）
雑
（
り
）
て
諸
法
（
返
）
を
出
（
す
）
と
な
り
、
　
初
（
め
）
に
惣
名
（
返
）
を
繹
し

て
徳
（
返
）
を
顧
（
す
る
）
は
善
見
（
に
）
云
（
く
）
・
頭
陀
新
訂
に
▲
掛
彬
（
と
）
言
フ
。
謂
ク
煩
悩
（
返
）
を
科
探
し
、
諸
の
滞
着
（
返
）
を
船

ア

ケ

フ

ル

フ

ル
、
そ
、
聖
善
住
意
天
子
脛
に
云
（
く
）
。
頭
陀
▲
餐
貪
欲
暁
意
愚
痴
三
界
の
六
人
（
返
）
を
科
接
す
る
な
り
［
ィ
、
酔
ケ
枇
フ
］
、
二
に
別
（
に
）

論
（
せ
。
）
、
又
（
た
）
云
（
く
）
、
我
レ
説
ク
、
▲
此
の
人
、
竪
ロ
ク
掛
野
す
）
。
是
（
返
）
（
の
）
如
き
科
操
、
取
（
返
）
（
せ
）
不
、
捨
（
返
）
せ
不
、ソ

シ
リ

修
（
返
）
（
せ
）
不
、
着
（
返
）
（
せ
）
不
、
我
レ
説
く
、
此
の
▲
人
は
能
（
く
）
頭
陀
（
返
）
を
説
（
く
）
な
り
と
、
増
一
合
（
に
）
云
（
く
）
、
其
の
毀

有
（
ら
）
は
、
十
二
頭
陀
の
二
の
行
（
返
）
を
讃
（
待
）
す
る
都
は
。
▲
則
（
ち
）
［
於
］
我
（
返
）
を
［
ィ
、
我
禦
待
）
］
毀
讃
（
待
）
す
る
に
鳥
（
。
）
－

ぬ
、
我
（
れ
）
は
常
に
此
の
法
の
此
レ
世
（
返
）
に
住
（
待
）
す
る
に
由
（
る
か
）
故
（
に
）
我
（
か
）
法
も
久
（
し
）
ク
世
（
返
）
▲
於
l
（
待
）
住
す
る
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と
行
す
る
を
も
讃
（
す
〓
也
］
。
十
輪
（
に
）
云
（
く
）
、
禁
戒
（
返
）
を
毀
破
す
る
ハ
、
頭
陀
（
返
）
を
失
（
ふ
）
な
り
、
逆
（
返
）
を
以
－
造
す
（
る

を
）
も
て
（
の
）
故
な
り
。
我
か
減
に
非
す
、
↓
過
去
の
併
（
の
）
［
之
］
所
説
（
返
）
の
［
如
（
し
）
］
、
浮
戒
（
返
）
を
破
す
レ
者
［
ィ
、
破
（
す
る
）

ひ

と

　

ネ

　

　

　

　

　

　

　

　

す

者
］
衆
（
返
）
に
入
（
待
）
（
ら
）
不
、
華
手
経
（
に
）
云
（
く
）
。
迦
葉
は
▲
頭
陀
の
苦
行
（
返
）
を
行
（
待
）
せ
し
（
こ
と
を
）
以
（
て
）
の
故
（
に
）
。

僻
の
所
（
返
）
に
乗
1
至
セ
リ
シ
に
、
如
来
、
身
（
返
）
を
移
し
座
（
返
）
を
分
（
ち
）
て
与
（
へ
）
タ
マ
ヒ
き
、
迦
葉
、
瞥
賢
▲
受
（
返
）
（
け
）
不

（
み
）
　
モ
　
（
と
）

テ
ツ
カ

（
り
）
き
、
雑
含
中
に
は
、
彿
〈
訓
）
親
（
し
）
ク
［
ィ
、
掛
（
ら
）
］
命
し
て
半
座
（
返
）
を
以
て
手
ラ
僧
伽
梨
（
返
）
を
授
（
け
）
て
、
迦
葉
の
着
（
返
）

た
る
所
の
大
↓
衣
（
返
）
に
易
（
へ
）
タ
マ
フ
、
大
衆
（
の
）
中
（
返
）
於
し
て
頭
陀
の
大
行
（
返
）
を
稀
讃
（
し
）
タ
マ
ヒ
デ
、
四
分
に
は
彿
（
訓
）
三

月
静
（
訓
〉
（
か
）
に
坐
し
タ
マ
フ
に
。
唯
し
一
の
▲
供
養
人
（
返
）
を
除
き
タ
マ
ヘ
リ
、
時
に
六
十
の
頭
陀
（
退
）
有
（
り
）
て
僻
の
所
（
返
）
に
往
1
至

（
す
る
）
と
（
き
に
）
併
（
返
）
の
鳥
に
讃
歎
シ
て
備
（
返
）
を
供
養
し
タ
テ
マ
ツ
ル
▲
人
（
返
）
と
名
（
く
と
）
い
ふ
、
十
住
婆
抄
に
は
、
阿
練
若
の
比

丘
に
十
の
利
（
返
）
を
略
説
（
し
）
き
「
略
説
ス
］
、
形
（
返
）
を
遼
（
し
）
た
り
、
捨
（
返
）
（
つ
）
應
（
待
）
（
か
ら
）
不
（
と
）
い
ふ
、
一
は
、
自

↓
在
来
去
し
。
二
（
は
）
我
我
所
（
返
）
無
き
、
三
（
は
）
意
（
返
）
に
随
（
ひ
）
て
障
（
返
）
（
す
る
）
こ
と
無
き
、
四
（
は
）
心
に
空
（
返
）
を
欒
ヒ
ー

＊

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す

習
フ
虚
、
五
（
は
）
住
▲
虚
に
少
欲
少
事
す
る
な
り
、
六
（
は
）
身
命
（
返
）
を
惜
（
待
）
（
ま
）
不
し
て
功
徳
（
返
）
を
具
（
待
）
す
る
こ
と
（
を
）
鳥
る
、

サ

ハ

キ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぬ

七
（
は
）
遠
（
く
）
丙
語
（
返
）
を
離
（
る
）
る
こ
と
、
八
は
功
徳
（
返
）
を
▲
行
（
待
）
（
す
と
）
錐
と
も
報
恩
（
返
）
を
求
（
待
）
（
め
）
不
、
九
（
は
）
繹

ネ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ケ

定
（
返
）
に
随
順
し
て
二
心
（
返
）
（
を
）
得
（
待
）
易
き
、
十
に
は
空
虚
（
返
）
於
（
待
）
慶
し
て
無
擬
の
想
（
返
）
（
を
）
生
（
待
）
（
し
）
▲
易
（
き
）
な
り
、

’

若
（
し
）
因
縁
（
返
）
有
（
ら
）
は
塔
寺
（
返
）
も
入
（
待
）
（
る
）
こ
と
穂
す
、
通
（
返
）
有
り
、
局
（
返
）
有
り
、
外
▲
道
の
形
（
返
）
を
悉
（
し
）
た
る

す

空
虚
（
返
）
に
ア
ル
1
両
（
待
）
（
L
か
ら
）
不
、
虞
ク
説
（
く
）
こ
と
頭
陀
晶
の
中
（
返
）
に
イ
フ
（
か
）
如
し
、
頭
陀
の
名
は
衆
落
と
空
野
（
返
）
と

に
通
す
、
▲
蘭
若
は
家
問
と
は
定
め
て
城
邑
（
返
）
を
出
（
て
）
た
り
、
飴
（
の
〓
之
］
十
の
行
は
喧
（
し
）
き
に
「
密
静
な
る
に
も
通
し
て

す

行
す
へ
し
・
二
に
数
（
返
）
（
を
）
列
（
ぬ
）
▲
葛
は
）
位
を
分
（
ち
）
て
四
と
鳥
、
謂
（
く
）
衣
と
食
と
庭
と
［
及
］
威
儀
と
（
な
り
）
［
也
］
。
先

（
と
い
は
）

つ
出
（
て
）
て
次
第
（
返
）
を
相
（
ひ
）
生
す
る
、
後
に
は
二
一
に
行
（
返
）
を
列
（
ね
）
各
（
の
）
方
法
（
返
）
を
群
（
す
）
、
初
の
衣
服
中
に
者

唐
招
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カ

ル

（

か

ゆ

ゑ

）

衣
は
是
、
道
（
返
）
を
資
ケ
ル
「
資
ク
（
る
）
〓
之
］
緑
な
り
「
線
た
り
］
。
身
（
返
）
を
酎
フ
に
▲
最
要
な
り
、
故
　
（
に
）
先
つ
外
の
資
（
返
）

に
就
（
き
）
て
以
て
知
足
（
返
）
を
明
（
さ
）
む
、

サ

若
（
し
）
此
の
衣
（
返
）
に
於
て
取
（
る
）
に
。
方
（
返
）
を
得
（
待
）
不
ル
を
は
康
ク
▲
罪
累
（
返
）
を

（
ら
）

生
す
、
悪
業
（
返
）
の
鳥
に
纏
縛
（
返
）
（
せ
）
所
レ
て
三
有
（
返
）

故
（
に
）
諸
の
比
丘
（
返
）
に
▲
教
（
へ
）
て
彼
の
外
の
資
（
返
）

（
ま
）
カ

を
資
（
け
）
て
道
（
返
）
を
▲
長
す
る
こ
と
便
（
ち
）
罷
（
ら
）

（は）

衣
の
中
に
二
（
返
）
を
立
つ
、
一
者
納
衣
。
▲
二
撃
衰
な
り
。

に
在
（
り
）
て
出
道
（
返
）
を
障
擬
す
、
即
（
ち
）
頭
陀
（
返
）
に
は
非
す
、
是
（
の
）

ノ

リ

　

　

　

　

　

　

　

ワ

ツ

カ

に
於
て
少
欲
知
足
に
し
て
受
け
－
取
（
り
）
て
方
（
返
）
有
（
り
）
、
趣
こ
得
て
身
（
返
）

ム
「
罷
る
に
］
。
即
（
ち
）
是
レ
頭
陀
は
諸
の
貪
着
（
返
）
を
離
（
る
る
）
か
故
に
。

衣
（
返
）
を
得
て
以
て
身
（
返
）
を
障
（
待
）
（
し
）
た
り
（
と
）
錐
と
も
内
に
飢
虚
の
等

（
く
）
恥
堅
捌
盲
る
は
、
寧
（
ろ
）
業
（
返
）
に
進
（
む
）
に
堪
（
へ
）
む
や
、
▲
故
（
に
）
食
の
中
（
返
）
に
就
（
き
）
て
四
つ
の
頭
陀
（
返
）
を
立

（

は

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぬ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

タ

ン

っ
、
一
着
乞
食
す
る
「
乞
食
（
し
）
き
］
二
一
は
鎗
食
の
法
（
返
）
を
作
（
待
）
（
ら
）
不
、
三
に
は
一
坐
す
る
。
▲
四
（
に
は
）
一
掃
（
な
り
）
［
也
］
。

ソ

ナ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

サ

ハ

カ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ト

ラ

然
も
衣
と
食
と
乃
（
し
）
具
へ
て
道
（
返
）
を
修
す
る
、
義
立
ス
レ
ト
モ
若
（
し
）
虞
に
憤
丙
（
返
）
シ
ク
在
レ
は
、
心
に
▲
蕩
ケ
乱
（
返
）
（
る
る
）
こ

ツ

と
多
シ
、
必
（
す
）
静
（
か
）
な
る
緑
（
返
）
に
托
イ
て
始
（
め
）
て
正
節
（
返
）
を
成
す
、
是
を
ー
以
（
て
）
虚
（
返
）
に
於
て
五
の
頭
陀
（
返
）
を
立

っ
、
謂
（
く
）
蘭
若
と
▲
家
間
と
樹
下
と
露
坐
と
随
坐
と
（
な
り
）
、
上
乗
（
の
）
三
種
は
近
（
ひ
）
に
是
レ
助
す
（
る
）
緑
な
り
。
若
（
し
）
念
（
返
）

を
繋
（
け
）
て
▲
斬
「
野
－
纏
（
返
）
を
思
量
し
て
出
要
（
せ
）
者
、
坐
る
法
（
返
）
に
過
（
待
）
（
き
）
た
る
は
無
し
、
故
に
、
威
儀
（
返
）
に
於
て
一

ま

（
と
い
）
は

の
常
坐
（
返
）
を
立
（
て
）
た
り
、
二
に
▲
名
（
返
）
を
列
ネ
、
行
せ
る
髄
を
い
ふ
。
初
に
納
衣
者
　
四
分
（
に
）
云
（
く
）
、
檀
越
の
施
衣
（
返
）
を
捨
（
て
）

て
糞
掃
衣
（
返
）
を
著
す
と
、
十
住
▲
婆
抄
に
云
（
く
）
。
比
丘
、
具
足
し
て
戒
晶
（
返
）
を
行
－
持
（
せ
む
）
と
欲
（
ひ
）
、
二
種
の
衣
（
返
）
を
着
（
待
）
（
る
）

一

　

　

　

　

　

二

應
L
と
、
居
士
の
施
と
▲
糞
掃
得
と
謂
（
ふ
な
り
）
［
也
］
。
十
の
利
（
返
）
有
（
る
を
）
以
（
て
）
の
故
（
に
）
。
一
（
に
）
恵
慎
、
二
（
に
）
寒
熱
毒

虫
（
返
）
を
障
フ
る
、
三
（
に
）
▲
沙
門
の
儀
法
（
返
）
を
表
し
不
す
る
、
四
（
に
）
一
切
の
天
人
、
法
衣
（
返
）
を
見
て
尊
敬
す
る
こ
と
塔
（
返
）
の
如
し
、

し

卜

　

　

　

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

t

五
（
に
）
駅
離
心
の
者
は
▲
染
た
る
衣
を
し
て
好
（
返
）
き
を
貪
（
待
）
（
る
に
）
非
す
、
六
（
に
）
寂
滅
（
返
）
に
随
順
し
て
俄
然
の
煩
悩
（
返
）
の

爵
（
待
）
（
に
）
せ
（
む
）
に
は
非
す
、
七
（
に
）
法
衣
（
返
）
を
着
（
待
）
た
る
に
由
（
り
て
）
悪
（
返
）
▲
有
レ
は
、
見
（
返
）
易
し
、
八
（
に
）
更
に
飴



4
8
　
物
（
返
）
を
須
（
ち
）
て
荘
厳
（
返
）
（
せ
）
不
る
か
故
な
り
。
九
（
に
）
八
聖
道
（
返
）
に
随
（
ふ
）
か
故
（
な
り
）
。

す

道
（
返
）
を
行
し
て
染
汚
の
心
（
返
）
を
以
て
ス
ル
コ
ト
、
［
於
］
須
奥
の
間
（
返
）
も
（
あ
ら
）
不
（
と
）
い
ふ
な
り
、

4
9
弥
、
糞
掃
衣
（
返
）
を
▲
渥
ヒ
シ
に
、
諸
天
、
汁
（
返
）
を
取
（
り
）
て
自
（
ら
）
身
（
返
）
を
洗
ヒ
キ
、
二
（
に
） 十

（
に
）
我
、
▲
昔
に
精
進
し
て

5
0
　
諸
の
▲
長
衣
（
返
）
を
捨
（
て
）
て
三
衣
（
返
）
を
着
よ
と
い
は
、
論
（
に
）
云
（
く
）
、
但
（
た
）
三
衣
（
返
）
ノ
ミ
有

賛
梁
経
に
は
周
那
ト
イ
ヒ
シ
沙

（は）者
、
三
衣
を
イ
フ
、
四
分
に
は

（
り
）
て
更
に
飴
（
の
）
衣
（
返
）

5
1
を
畜
（
待
）
（
へ
）
雷
十
の
利
（
退
）
有
。
、
一
に
は
▲
三
衣
（
の
）
外
（
返
）
に
於
て
、
求
受
（
す
る
）
野
望
（
返
）
無
き
、
二
（
に
）
は
守
護
す

5
2
　
る
疲
苦
（
返
）
無
き
、
三
（
に
は
）
畜
（
返
）
（
ふ
る
）
所
の
物
少
（
な
）
き
。
四
に
（
は
）
唯
し
▲
身
に
着
（
返
）
（
る
）
所
を
の
み
足
（
返
）
（
り
）
ぬ
ト

す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヮ

ッ

ラ

ヒ

5
3
　
篤
る
、
五
（
に
は
）
細
－
戒
の
行
ア
ル
な
り
。
六
（
に
は
）
行
－
乗
に
累
　
（
返
）
無
き
、
七
（
に
は
）
身
鰭
軽
便
な
る
。
八
（
に
は
）
▲
阿
練
苦
慮
（
返
）

カ

ヘ

リ

ヲ

シ

に
随
（
ひ
）
て
住
す
る
。
九
（
に
は
）
慮
虚
に
住
す
る
に
顧
ミ
惜
（
返
）
ム
こ
と
無
き
、
十
（
に
）
は
道
行
（
返
）
に
随
順
す
る
な
り
、

5
4
5
5
▲
三
（
に
は
）
乞
食
の
法
を
い
ふ
、
善
見
（
に
）
云
（
く
）
、
三
乗
の
聖
人
、
悉
ク
皆
（
な
）
乞
食
す
。
薩
婆
多
に
乞
▲
食
の
法
（
返
）
を
受
（
け
）
む

ひ

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

フ

チ

5
6
　
者
は
、
一
に
は
衆
（
返
）
に
在
る
因
縁
（
返
）
を
以
（
て
）
の
故
に
は
。
諸
の
悩
害
（
返
）
多
し
、
二
に
は
僧
祇
の
人
▲
民
（
返
）
を
鞭
－
打
（
返
）
ス
ル
ヲ

以
（
て
）
共
に
相
ヒ
「
瞑
り
僻
マ
シ
、
諸
の
非
法
（
返
）
多
（
く
）
し
て
、
食
（
普
）
清
浄
（
返
）
ナ
ラ
空
三
（
に
）
は
他
の
意
（
返
）
を
観
（
待
）
（
す

5
7
る
）
を
以
て
色
心
、
安
（
返
）
（
か
ら
）
▲
ヤ
四
（
に
）
は
少
欲
知
足
に
し
て
四
－
聖
丁
種
（
返
）
を
修
す
る
な
り
、
檀
越
の
請
（
返
）
を
受
（
く
る
）
も
、

859506

1626

ア

ラ

　

は

　

　

コ

マ

カ

　

　

　

シ

ラ

亦
（
た
）
過
失
（
返
）
有
る
、
請
の
▲
因
縁
（
返
）
を
以
て
、
先
よ
り
鹿
き
者
更
に
細
（
返
）
に
精
け
令
め
、
若
（
し
）
少
（
き
）
を
は
多
（
返
）
ク
を
せ

よ
と
勧
め
、
若
（
し
）
味
（
退
）
を
兼
（
待
）
（
ね
）
た
る
こ
と
無
き
に
は
、
衆
の
僕
（
返
）
を
教
増
し
、
▲
心
に
希
望
（
返
）
有
（
る
）
そ
、
即
（
ち
）
少

イ

タ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

は

　

シ

ク

欲
の
聖
種
（
の
）
［
之
］
法
（
返
）
に
非
す
、
常
に
彼
レ
、
我
か
得
失
（
の
）
［
之
］
心
（
返
）
を
懐
け
り
、
若
（
し
）
▲
乞
食
す
る
に
者
、
粛
然
と
し
て

カ

ヽ

り
繋
（
返
）
無
ク
、
意
に
も
増
減
（
返
）
無
し
、
又
（
た
）
衆
食
は
轟
（
返
）
（
く
る
）
こ
と
有
り
、
乞
食
は
窮
（
る
）
こ
と
も
無
シ
、
▲
僻
、
教
（
へ
）
て
、

ま

弟
子
を
し
て
無
蓋
の
法
（
返
）
を
修
せ
し
め
タ
マ
フ
な
り
、
四
分
に
蘭
若
の
比
丘
、
村
（
返
）
に
入
（
り
）
て
乞
食
せ
む
に
者
、
清
且
に
▲
浮
ク
手
（
返
）

カ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヒ

を
洗
（
ひ
）
て
、
衣
柳
の
連
に
至
（
り
）
て
、
一
の
手
を
も
て
衣
（
返
）
を
畢
け
、
一
の
手
（
を
）
も
て
挽
キ
ー
取
（
り
）
て
、
科
辣
し
て
、
七
候
（
返
）

唐
招
提
寺
蔵
四
分
律
行
事
紗
巻
下
之
三
院
政
期
点
訓
読
文
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8
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鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

を
暫
巳
（
り
）
て
大
衣
（
返
）
を
群
ム
、
肩
匙
へ
若
（
し
）
は
嘉
の
嚢
の
中
（
返
）
に
着
け
、
露
（
返
）
を
打
つ
杖
（
返
）
を
執
（
。
）
て
道
（
返
）
に

ツ
ユ

在
（
り
）
て
行
（
ふ
に
）
は
常
に
善
法
（
返
）
を
▲
思
惟
（
せ
）
よ
、
若
（
し
）
人
（
返
）
を
見
（
る
）
に
は
、
先
つ
間
訊
し
て
善
乗
と
言
（
ふ
）
　
へ

ホ

ト

リ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

に

し
、
若
（
し
）
衆
（
去
）
落
（
返
）
に
近
（
く
）
は
。
便
（
ち
）
大
▲
衣
（
返
）
を
着
（
る
）
に
、
［
於
］
村
の
門
（
返
）
に
［
ィ
、
村
（
の
）
門
於
（
待
）
］
至

カ
ウ

（
り
）
て
は
、
巷
相
の
空
虚
の
相
。
第
一
の
門
の
相
、
第
七
の
門
の
相
（
返
）
を
看
（
待
）
（
る
）
應
し
、
右
の
▲
手
に
は
、
杖
（
返
）
を
捉
り
、
左
の
手
に

チ
マ
タ

姦
（
返
）
を
持
（
ち
）
て
道
の
側
よ
り
而
も
行
（
き
）
て
次
第
（
に
）
食
（
返
）
を
乞
へ
、
若
（
し
）
俗
人
、
食
（
返
）
を
送
ラ
は
、
迎
（
へ
）
て
取
（
返
）

し

　

　

　

　

　

　

　

　

ヨ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

（
る
）
こ
と
得
（
待
）
▲
不
、
来
（
返
）
レ
（
と
）
喚
フ
に
往
（
き
）
て
取
（
返
）
（
る
）
を
は
除
ク
、
強
（
ひ
）
て
乞
（
返
）
（
ふ
）
こ
と
を
得
（
待
）
不
、
昔

（

い

は

）

　

　

　

　

　

マ

に
得
（
返
）
［
昔
］
璃
）
L
と
知
（
待
）
（
る
）
鷹
し
（
と
）
者
立
（
ち
）
て
待
つ
（
に
）
▲
食
（
返
）
を
得
巳
（
り
）
て
は
作
－
念
し
て
言
（
ふ
）
へ
し
。
此

は
賊
（
返
）
の
篤
に
此
は
自
（
ら
）
食
せ
む
か
（
た
め
な
り
と
）
。
乃
至
村
（
返
）
を
出
（
て
）
て
、
姦
（
返
）
を
安
（
き
）
て
、
地
（
返
）
に
着
（
け
）
て
、

僧
▲
伽
梨
（
返
）
を
裸
（
み
）
て
、
前
の
進
不
（
返
）
（
の
）
如
き
、
蘭
苦
慮
（
返
）
に
至
（
り
）
て
方
に
共
に
之
（
返
）
を
食
（
す
）
へ
し
（
と
）
い
ふ
、
僧

祇
（
に
）
云
（
く
）
、
若
（
し
）
乞
（
は
）
む
時
に
は
語
（
り
）
て
我
に
食
（
返
）
を
与
（
ふ
る
）
ヒ
ト
大
富
を
得
む
と
云
（
ふ
）
こ
と
▲
得
不
、
皆

ア

ラ

ハ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

l

　

二

　

三

　

　

　

　

四

五

に
現
な
る
虚
（
返
）
に
在
（
り
）
て
黙
然
（
と
）
し
て
［
而
］
立
（
て
）
レ
と
、
十
諭
に
は
、
乞
食
に
は
三
重
の
門
（
返
）
に
入
（
待
）
（
る
）
こ
と
▲
得
、

二

ハ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

庭
の
中
（
返
）
に
至
（
り
）
て
は
三
ヒ
弾
指
せ
り
、
便
去
（
返
）
す
（
る
）
こ
と
得
（
待
）
不
、
食
の
時
に
は
先
つ
熟
せ
る
▲
者
（
返
）
を
嘲
（
ひ
）
て
後
（
に
）

ナ

マ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ミ

（

つ

か

）

生
シ
き
菜
栗
等
（
返
）
を
噸
（
ふ
）
へ
し
、
十
住
に
云
（
く
）
。
乞
食
に
十
の
利
あ
り
。
所
用
の
活
命
は
自
　
（
ら
）
屈
し
て
他
（
返
）
に
は
▲
属
（
待
）
（
せ
）

ぬ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヒ

ト

不
、
二
（
に
は
）
我
に
食
（
返
）
を
施
す
る
者
三
碧
（
返
）
に
住
（
待
）
（
せ
）
令
（
め
）
て
、
然
し
て
後
に
普
食
す
る
、
三
に
は
我
に
食
（
返
）
を
施
す
る

、

者
は
悲
心
（
返
）
を
▲
生
（
せ
む
）
と
（
す
）
普
し
、
四
（
に
は
）
沸
教
（
返
）
に
順
し
て
行
す
る
。
五
（
に
は
）
満
（
返
）
テ
易
ク
養
（
返
）
（
ひ
）
易

ヰ

き
、
六
（
に
は
）
情
慢
（
返
）
を
破
る
法
（
返
）
を
行
す
る
、
七
（
に
は
）
▲
無
見
預
の
善
根
ナ
ル
。
八
（
に
は
）
我
か
乞
食
（
返
）
す
る
を
見
て
飴
の
善

ヒ

ト

　

　

　

ナ

ラ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す

法
（
返
）
を
修
す
る
者
も
我
（
返
）
に
効
フ
、
九
（
に
）
は
▲
男
子
大
小
（
返
）
与
［
ィ
二
与
］
男
子
大
小
と
］
諸
の
緑
事
（
返
）
有
（
待
）
ラ
不
、
十
（
に
）
は

‘

次
第
に
乞
食
す
る
時
二
モ
衆
生
の
中
（
返
）
に
於
て
平
等
心
起
る
な
り
と
、
▲
善
見
に
云
（
く
）
、
分
衛
ト
イ
ハ
［
者
］
乞
食
す
る
［
也
］
。
僧
祇
に
は
、
迦
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ミ
（
つ
か
）

集
、
願
（
返
）
を
賛
し
て
乞
食
す
る
に
初
め
に
得
（
る
）
い
を
は
▲
僧
尼
（
返
）
に
施
与
し
て
後
（
に
）
得
む
者
を
は
自
　
（
ら
）
食
せ
よ
（
と
）
い
ふ
、

（

ゐ

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

め

智
論
に
は
、
僻
、
輝
子
（
返
）
を
婿
て
迦
毘
羅
城
（
返
）
を
去
（
る
）
こ
と
五
十
里
に
▲
住
（
せ
）
し
め
て
。
来
往
し
て
、
城
（
返
）
に
入
（
り
）
て
乞
食

ク

ル

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ネ

　

　

ホ

サ

　

　

　

　

　

　

ツ

カ

レ

　

　

　

　

　

　

　

ト

ホ

（
せ
）
し
め
タ
マ
フ
。
皆
（
な
）
、
泣
（
ひ
に
）
苦
（
返
）
ム
こ
と
告
け
き
、
園
（
り
）
て
森
（
返
）
不
レ
ハ
、
夜
長
き
。
疲
極
（
り
）
ヌ
レ
は
道
長
し
、

▲
愚
な
る
ハ
生
死
長
し
（
と
）
等
（
訓
）
イ
フ
法
（
返
）
を
説
（
き
）
タ
マ
ヒ
き
（
と
）
い
ふ
、
増
一
に
云
（
く
）
、
大
目
連
、
乞
食
と
し
て
梵
志
（
返
）

カ

コ

　

　

　

ホ

レ

の
鳥
に
圏
（
返
）
マ
所
て
瓦
石
も
㌢
打
（
た
）
レ
て
骨
肉
、
肺
レ
「
爛
レ
］
盛
（
き
）
き
、
往
業
（
返
）
の
鳥
の
故
な
り
、
達
て
舎
利
弗
（
返
）
に

（
璽
工
一
訂
（
ち
）
滅
度
（
返
）
に
入
（
ら
）
ム
ト
ス
ル
こ
、
舎
利
▲
弗
酎
（
つ
）
滅
度
〈
返
）
に
入
（
り
）
き
、
報
）
ぎ
返
）
き
鳥
の
故
な
。
三

（
い
）
た

界
の
諸
天
の
涙
（
返
）
ヲ
堕
（
す
）
こ
と
雨
（
返
）
の
如
し
（
と
い
）
ヘ
リ
、
故
に
知
る
、
業
は
▲
能
（
く
）
随
逐
し
て
聖
（
返
）
に
至
　
り
、
免
（
れ
）

ぬ

不
、
但
（
し
）
惣
－
報
－
悪
業
（
返
）
せ
む
を
断
（
ち
）
て
、
別
報
を
は
亡
（
返
）
（
す
る
）
　
マ
テ
（
せ
）
不
な
り
、

ぬ

　

ホ

▲
四
（
に
は
）
飴
の
食
法
（
返
）
を
作
（
待
）
（
ら
）
不
、
多
食
し
て
度
（
返
）
無
（
き
）
は
道
業
（
返
）
（
を
）
妨
（
待
）
（
く
）
る
（
に
）
由
（
る
）
か
「

多
食
（
し
て
）
度
無
（
き
に
）
由
（
り
）
て
道
業
（
を
）
妨
（
く
）
る
か
］
故
に
、
智
論
に
は
、
小
▲
食
中
食
後
食
（
返
）
を
求
（
待
）
（
む
）
る
に
由

（
り
）
て
則
（
ち
）
半
日
（
の
）
［
之
］
功
（
返
）
を
失
す
、
彿
法
は
道
（
返
）
を
行
（
待
）
（
す
る
）
か
鳥
の
故
な
り
。
▲
身
（
返
）
を
益
（
せ
む
）
か
霜
、

788898

（か）

馬
（
返
）
を
養
ヒ
猪
（
返
）
を
養
（
ふ
か
）
如
ク
に
は
（
あ
ら
）
不
（
さ
）
レ

三

　

　

　

カ

へ

　

　

　

ホ

ヽ

四

（

サ

）

っ
食
（
返
）
を
受
（
け
）
む
虚
に
▲
更
に
食
（
返
）
を
復
（
待
）
サ
不
　
レ
、
十

二

（
と
い
）
は

（
と
）
等
（
訓
）
い
ふ
、
　
五
（
に
）
一
坐
食
者
論
に
云
（
く
）
、
先

（
の
）
利
（
返
）
有
（
る
）
か
故
（
な
り
）
、
一
（
に
は
）
第
二
食
（
返
）
を

0919

求
（
む
）
る
疲
苦
（
返
）
有
（
待
）
（
る
）
こ
と
無
き
、
二
（
に
は
）
受
（
返
）
（
く
る
）
所
（
待
）
に
於
て
▲
軽
ク
少
き
二
二
（
に
は
）
用
（
返
）
す
る
所
に

疲
苦
（
返
）
有
（
待
）
（
る
）
こ
と
無
き
、
四
（
に
）
は
食
の
前
に
疲
苦
（
返
）
無
き
、
五
（
に
は
）
細
行
の
食
法
（
返
）
に
入
（
せ
）
ヨ
、
▲
六
（
に
は
）

ヽ

食
消
し
て
後
に
食
す
る
。
七
（
に
は
）
妨
け
患
（
返
）
（
ふ
）
こ
と
少
き
、
八
（
に
は
）
疾
病
（
返
）
少
き
、
九
（
に
は
）
身
－
髄
軽
便
な
る
。
十
（
に

は
）
身
、
快
▲
契
な
る
な
り
e
智
論
（
に
）
云
（
く
）
、
人
（
返
）
有
（
り
）
て
一
食
（
返
）
す
と
錐
と
も
［
而
］
貪
心
を
も
て
極
め
て
噸
（
は
は
）
鮮
（
訓
〉

瞥
気
〈
音
）
妨
（
返
）
軋
郵
し
道
（
返
）
を
▲
行
〈
待
）
す
る
こ
と
を
掛
メ
つ
、
故
に
節
量
食
（
返
）
を
受
（
く
）
へ
し
と
、
三
千
（
に
）
云
（
く
）
。
敢

唐
招
提
寺
蔵
四
分
律
行
事
紗
巻
下
之
三
院
政
期
点
訓
読
文



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

マ

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぬ

9
2
　
敢
食
（
返
）
す
る
こ
と
得
（
返
）
不
、
一
食
（
返
）
す
鷹
し
、
姪
と
▲
怒
と
癖
と
の
結
（
返
）
を
長
し
て
、
俗
人
（
返
）
に
異
（
ら
）
不
（
待
）
を
以
（
て
）

シ

ハ

／

＼

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ィ

9
3
　
な
り
、
六
（
に
は
）
一
掃
食
。
謂
（
く
）
数
　
受
け
益
す
る
（
か
）
故
に
。
貪
心
則
（
ち
）
▲
多
し
、
今
惣
て
嘉
の
中
（
返
）
に
受
け
内
レ
て
、
取
（
り
）

シ

ム

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぬ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ

ト

ワ

　

　

　

ネ

9
4
　
て
足
（
返
）
（
る
）
こ
と
（
を
）
掛
量
し
て
、
更
に
益
（
返
）
（
を
）
受
け
不
な
り
、
解
脱
道
論
に
は
、
節
量
▲
食
す
る
（
を
）
断
ル
コ
ト
、
食
（
返
）
に
於

ホ

シ

マ

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ネ

て
窓
　
（
な
る
）
か
故
な
り
。
廿
二
揺
（
返
）
（
を
）
轟
（
待
）
（
く
す
）
こ
と
を
取
レ
（
と
）
等
（
訓
）
い
ふ
な
り
。
彼
の
十
二
頭
陀
晶
の
中
に
虞
（
く
）

（
と
い
）
は
　
　
ホ

9
5
　
封
治
（
返
）
▲
有
（
待
）
る
か
如
し
、
智
論
に
は
節
量
－
食
者
　
能
ク
食
（
返
）
（
す
る
）
所
（
待
）
に
随
（
ひ
）
て
、
三
分
し
て
一
（
返
）
を
留
（
む
）
レ
は

ヤ
マ
ヒ

9
6
　
則
（
ち
）
身
軽
（
く
）
し
て
▲
安
隠
な
り
、
消
（
返
）
（
し
）
易
し
、
患
（
返
）
無
し
、
経
の
中
に
説
（
返
）
（
く
）
か
如
き
、
舎
利
弗
の
云
（
く
）
。
我
（
れ
）

タ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

サ

1

9
7
　
若
し
食
（
す
る
）
こ
と
五
口
六
口
し
て
、
▲
之
（
返
）
を
足
ス
、
水
（
返
）
を
以
（
て
）
し
て
、
則
（
ち
）
身
（
返
）
を
支
フ
る
に
も
足
す
と
、
秦
の
人
の

食
（
返
）
に
於
（
て
）
は
十
口
許
（
返
）
な
る
可
し
、

8
8
▲
七
（
に
）
阿
蘭
若
虚
者
。
智
論
（
に
）
、
遠
離
虚
（
返
）
と
名
（
つ
）
ク
、
最
も
近
（
き
）
は
三
里
な
。
。
能
ク
遠
（
き
）
、
輿
、
▲
善
し
。
飴
の
諸

（
と
い
）
　
は

001

1

0

1201301401

の
雑
行
は
第
六
十
八
番
の
中
（
返
）
の
如
し
、
四
分
の
中
に
云
（
く
）
。
空
静
の
虚
は
村
（
返
）
を
去
（
る
）
こ
と
▲
五
百
弓
に
、
弓
の
長
（
さ
）
四
肘

ツ
ム

な
り
。
中
肘
の
量
（
返
）
を
用
せ
り
［
也
］
。
則
（
ち
）
一
肘
は
、
長
（
さ
）
は
一
尺
八
寸
な
り
、
六
尺
を
も
て
▲
歩
と
し
て
之
（
返
）
を
積
て
、
便
（
ち
）

二

若
干
の
里
（
返
）
有
り
［
也
］
。
中
国
の
僧
－
寺
は
辻
（
ひ
）
に
城
の
外
（
返
）
に
在
り
、
尼
の
寺
は
城
の
内
に
あ
り
。
▲
十
諦
（
に
）
云
（
く
）
、
祇
桓
（
返
）

メ

ク

　

　

　

　

　

ホ

を
続
（
り
）
て
虎
吼
ユ
、
此
の
寺
は
舎
衛
城
の
南
（
返
）
を
去
（
る
）
こ
と
千
二
百
歩
な
り
。
薩
婆
▲
多
（
に
）
云
（
く
）
、
村
（
返
）
を
去
（
る
）
こ

サ
ト

と
「
弼
屡
舎
な
り
。
《
此
に
は
、
一
／
鼓
聾
（
返
）
と
云
（
ふ
）
》
謂
（
く
）
、
蘭
若
閑
静
の
底
（
昔
）
に
、
村
（
の
）
▲
中
の
鼓
の
聾
（
返
）
を
聞
（
か
）

501

ネ

す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ラ

ム

令
（
待
）
（
め
）
不
な
り
ぬ
、
諸
の
坐
禅
の
比
丘
（
返
）
を
乱
（
待
）
（
す
る
）
こ
と
を
恐
（
る
る
）
な
り
、
若
（
し
）し

明
（
返
）
（
せ
る
）
か
如
し
、
僧
▲
紙
に
は
阿
蘭
若
の
比
丘
は
衆
落
の
比
丘
（
返
）
を
軽
（
待
）
（
む
）
こ
と
得
（
待
）
不
、

0
6
0
7
の
中
に
住
し
て
▲
説
法
し
教
化
し
て
法
（
返
）
の
鳥
に
護
（
返
）
と
作
し
我
等
（
返
）
を
覆
－
蔭
と
す
應
し
、
其
（
の
）

l
l

80

1

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ク

ラ

を
軽
（
み
）
、
汝
も
名
利
（
返
）
を
希
望
し
て
禽
獣
（
返
）
与
同
塵
に
し
て
朝
（
返
）
従
り
日
（
返
）
を
尭
シ
ツ
、
、
正

僧
と
衣
と
の
二
種
の
蘭
若
は
前
に

言
（
返
）
（
を
）
讃
め
て
汝
、
衆
落

衆
落
の
都
も
練
▲
若
の
比
丘
（
返
）

ヰ

　

　

　

　

ヘ

（
し
）
ク
▲
歳
（
返
）
を
敢
（
ふ
）
可二
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ナ

ラ

ク

ノ

ミ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

サ

カ

カ
ラ
バ
云
（
ふ
）
こ
と
得
不
（
る
）
耳
。
讃
め
て
言
（
返
）
（
ふ
）
應
し
、
汝
、
衆
落
（
返
）
を
遠
ン
て
、
閑
静
の
虚
（
返
）
に
在
（
り
）
て
、
上
業
（
返
）

三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
五

タ
ム
ト

を
思
惟
（
す
）
へ
シ
「
思
惟
し
て
］
、
崇
（
返
）
ム
所
、
此
、
▲
乃
（
し
）
行
（
返
）
（
し
）
難
き
［
之
］
虚
な
り
。
能
ク
此
（
返
）
於
住
し
て
［
而
］
心

意
（
返
）
を
㌘
（
と
）
等
〈
訓
〉
イ
へ
。
八
（
に
）
家
間
坐
豪
）
㌦
十
住
論
に
謂
ク
、
死
人
の
間
（
返
）
に
在
（
り
）
て
住
す
る
に
都
、
駅
離
の

心
（
返
）
に
随
順
す
る
か
故
な
り
。
常
（
に
）
死
人
の
▲
間
（
返
）
に
止
宿
す
る
に
十
（
の
）
利
（
返
）
有
り
二
は
常
に
無
常
の
想
（
返
）
を
得
る
二
一

（
は
）
死
想
（
返
）
を
得
る
、
三
（
は
）
不
浄
の
憩
を
得
る
、
四
（
は
）
二
切
世
間
、
不
可
柴
の
想
ナ
ル
、
五
（
は
）
常
に
一
切
の
所
愛
の
人
（
返
）
を

遠
離
（
待
）
す
る
こ
と
得
（
る
）
、
六
（
は
）
常
に
悲
▲
心
（
返
）
を
得
る
、
七
（
は
）
戯
調
（
返
）
を
遠
離
す
る
、
八
（
は
）
心
常
に
獣
離
ナ
ル
。
九

（
は
）
勤
め
て
精
進
（
返
）
を
行
す
る
、
十
（
は
）
能
ク
怖
畏
（
返
）
を
除
す
る
な
り
、
▲
九
（
に
）
樹
下
坐
（
と
い
は
）
。
智
論
に
云
（
く
）
、
樹
下
に

（
と
）
き

し
て
思
惟
す
る
「
思
惟
す
］
僻
の
如
き
は
生
（
れ
）
タ
マ
フ
時
。
成
遷
し
、
法
（
返
）
を
持
（
し
）
、
滅
（
返
）
（
に
）
入
（
待
）
（
る
）
ま
て
は

511611711811

9

11

▲
皆
（
な
）
樹
の
下
（
返
）

て
）
覆
地
（
返
）
に
虚
（
待
）

こ
と
無
　
（
し
）
、
及
　
（
ひ
）

三

無
き
な
り
と
、
十
　
（
に
）

の
如
（
く
）
し
て
異
（
返
）

を
受
（
く
る
）
な
り
と
、

い

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

ね

）

カ

に
在
し
き
、
行
者
、
諸
俳
の
法
（
返
）
に
随
（
ひ
）
て
常
に
樹
の
下
（
返
）
に
虚
（
す
）
　
へ
し
と
、
論
に
云
（
く
）
、
柴
（
ひ

（
せ
）
不
に
十
（
の
）
利
（
返
）
▲
有
り
、
謂
（
返
）
（
は
）
所
（
る
）
房
合
と
臥
具
と
所
愛
と
受
用
と
の
疲
苦
（
返
）
有
（
る
）

四
俵
の
▲
法
（
返
）
に
随
（
ひ
）
て
得
易
ク
し
て
過
（
返
）

（
と
い
）
は

露
地
（
返
）
に
在
（
る
）
に
　
者
。
智
論
に
云

な
る
こ
と
無
し
、
蔭
－
覆
（
に
し
）
　
て
涼
（
し
）

°

日
－
光
に
遍
ク
照
し
て
。
空
－
中
（
訓
）
明
津
（
に
）

（く）。

き
柴

無
き
な
り
、
復

（
わ
）
　
レ

我
　
樹
下
（
返
）

あ
り
。
又
　
（
た
）

タ
ノ
シ
ミ

一

し
て
空
定
（
返
）
に
入
（
待
）

（
た
）
衆
の
覇
等
甜
盲
（
待
）
（
る
）
こ
と

を
▲
観
（
る
）
に
「
観
レ
は
］
半
合
（
返
）

愛
着
（
返
）
を
生
し
、
便
（
ち
）
露
▲
地
（
返
）

（
り
）
易
し
と
、
増
一
に
云
（
く
）
、
比
丘
、

チ
ノ
ミ
チ

漕
因
縁
和
▲
合
し
て
乃
（
ち
）
此
の
身
（
返
）
有
り
、
骨
、
六
百
六
十
有
り
。
毛
孔
、
九
萬
九
千
。
脈
五
百
（
返
）
有
り
、
▲
筋
亦
（
た
）
五
百
な
り
。

1
2
2
虫
、
八
萬
戸
な
り
。
昔
に
常
に
思
し
撃
（
返
）
は
（
し
む
）
［
普
］
（
再
讃
）
し
、
最
も
空
法
（
返
）
と
名
（
つ
く
）
、
善
兄
に
は
、
若
（
し
）
↓
上
（
音
）
頭

マ

　

　

　

　

　

　

　

　

マ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す

陀
の
法
（
返
）
を
受
（
け
）
は
、
樹
の
下
（
返
）
に
在
レ
、
若
（
し
）
空
地
に
在
レ
、
乃
至
袈
裟
（
返
）
を
以
て
屋
（
返
）
と
鳥
（
待
）
る
こ
と
得
（
待
）
不
レ
、

321

僧
の
臥
具
（
返
）
を
婿
て
外
（
返
）
に
在
（
り
）
て
受
用
（
返
）
す
る
こ
と
得
（
待
）
▲
不
レ
、
若
（
し
）
能
ク
愛
護
（
し
）
て
乃
至
袈
裟
ハ
カ
リ
と
い
へ

唐
招
提
寺
蔵
四
分
律
行
事
紗
巻
下
之
三
院
政
期
点
訓
読
文



42

「
⊥

521621721821921
031131231

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
六

は

り
、
覆
（
ひ
て
）
混
（
返
）
（
さ
）
令
（
待
）
（
め
）
▲
不
し
て
用
（
返
）
（
ゐ
る
）
こ
と
得
と
、
中
の
頭
陀
（
返
）
を
受
〈
せ
）
む
者
、
雨
（
返
）
無
き
時
に

ネ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヰ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＊

は
露
地
に
し
て
、
雨
の
時
に
は
屋
の
下
に
し
て
僧
の
臥
具
を
▲
用
（
待
）
す
る
こ
と
得
と
、
論
（
に
）
云
（
く
）
、
十
（
の
）
利
の
故
な
り
。
一
は
樹

ぬ

下
（
返
）
を
求
（
待
）
（
め
）
不
、
二
は
我
所
有
（
返
）
を
遠
離
す
、
三
は
詳
訟
（
返
）
有
（
待
）
（
る
）
こ
と
▲
無
き
、
四
は
若
（
し
）
飴
に
去
す
（
る
）
に

カ

ヘ

リ

ヲ

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

ノ

顧
ミ
惜
（
返
）
ム
こ
と
無
し
、
五
（
は
）
戯
調
（
返
）
少
き
、
六
（
は
）
能
ク
風
雨
、
▲
毒
虫
、
寒
熱
（
返
）
を
忍
フ
、
七
（
は
）
音
響
、
荊
蘇
（
返
）
の

サ

　

　

（

れ

）

　

ぬ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ス

鳥
に
刺
（
返
）
、
所
（
待
）
不
、
八
（
は
）
衆
生
を
し
て
眠
恨
（
返
）
（
せ
）
令
（
待
）
（
め
）
や
▲
九
は
自
（
ら
）
亦
（
た
）
愁
恨
（
返
）
（
す
る
）
こ
と

サ
ハ
カ

有
（
待
）
（
る
）
こ
と
無
き
、
十
（
は
）
衆
の
丙
シ
キ
［
ィ
、
丙
の
］
行
虚
〈
返
）
無
き
な
り
、
如
来
は
大
畏
林
（
返
）
に
依
（
り
）
て
、
風
雨
に
▲
交
－
流

ヒ

ル

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ァ

ラ

ハ

セ
シ
カ
ト
モ
、
童
は
林
の
中
（
返
）
に
入
（
り
）
、
夜
は
便
（
ち
）
露
に
坐
し
タ
マ
ヒ
て
、
或
と
き
（
は
）
村
の
人
、
木
の
枝
（
返
）
を
以
て
耳
鼻
の

中
（
返
）
に
着
け
、
或
（
と
き
）
は
尿
尿
及
－
以
（
ひ
）
土
室
（
返
）
を
▲
加
（
ふ
る
）
に
、
終
に
意
（
返
）
（
を
）
不
－
起
し
て
彼
（
返
）
に
向
（
ふ
）
云
云
。

す

十
一
に
随
坐
報
〉
は
▲
論
（
に
）
云
（
く
）
。
坐
虞
（
返
）
に
得
（
待
）
る
所
（
待
）
に
随
（
ひ
）
て
他
（
を
）
し
て
起
（
返
）
（
さ
）
令
（
待
）
（
め
）
不
と
い

ふ
こ
と
、
十
の
利
（
返
）
有
（
り
）
、
一
（
に
は
）
好
き
精
舎
（
返
）
（
を
）
求
（
し
）
て
▲
住
せ
む
（
と
）
イ
フ
疲
－
苦
（
返
）
有
（
待
）
（
る
）
こ
と
無
き
、

≡
に
）
は
好
き
臥
具
（
返
）
を
求
す
（
る
）
疲
苦
（
返
〉
無
（
き
）
、
三
（
に
は
）
上
座
（
返
）
敲
（
ま
）
緬
二
さ
）
不
、
四
（
に
は
）
下
座
を
（
し
て
）

ぬ

33

1431531

愁
－
悩

（
せ
）
令
（
待
）
（
め
）
や
▲
五
（
に
は
）
欲
（
返
）
少
き
、
六
（
に
は
）
事
（
返
）
少
き
、
七
（
に
は
）
趣
二
得
（
て
〓
而
］
用
（
ゐ
る
）
へ

ワ
ッ
カ

ッ
ト
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ラ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

631731831

し
。
八
（
に
は
）
用
（
返
）
少
き
（
と
き
）
ハ
則
（
ち
）
務
（
返
）
少
き
、
九

ぬ

用
（
返
）
を
奪
（
待
）
（
は
）
不
な
り
、
　
±
正
常
に
坐
し
て
臥
（
返
）
（
さ
）

ひ

と

　

　

　

　

　

　

ヰ

タ

ー

シ

者
は
格
に
心
（
返
）
を
正
ク
（
す
る
か
）
故
な
り
。
然
も
始
（
め
）
に
身
（
返
）

に
信
心
（
返
）
を
生
（
せ
）
し
む
（
る
）
か
故
な
り
。
三
▲
乗
の
人
は
址
に
皆

戒

（
に
は
）
報
り
▲
因
（
返
）
を
起
（
待
）
（
さ
）
不
、
十
（
に
は
）
他
の
所

ま

不
（
と
）
い
ふ
者
、
薩
婆
多
（
に
）
云
（
く
）
。
蜘
－
▲
昧
坐
せ
（
る
）

ネ
タ
ヽ
シ

を
正
　
ク
す
る

（
な
）
此
の
坐
（
返
）

（
こ
と
）
外
道
（
返
）
に
異
（
な
る
）
か
故
な
り
、
人

（
い
）
ほ

を
以
て
道
（
返
）
を
悟
す
、
解
脱
道
論
に
云
（
く
）
。

夜
は
常
に
臥
（
訓
）
（
さ
）
不
と
［
也
］
。
▲
決
定
王
経
の
中
（
返
）
の
如
（
く
）
、
四
の
法
（
返
）
有

ウ
ノ
ヒ
タ

（
り
）
、
一
（
に
は
）
　
乃
至
弾
指
の
頃
も
衆
生
の

ア
タ

中
（
返
）
に
於
て
心
（
返
）
を
▲
眠
す
（
る
こ
と
）
生
（
さ
）
不
、
二
（
に
は
）
、
一
時
の
頃
（
返
）
を
与
（
へ
）
て
、
睡
眠
し
て
心
（
返
）
を
覆
（
待
）
（
は
）
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使彿不
、 （待）

（返）

ぬ

（
む
）
應
（
待
）
（
か
ら
）
不
、
三
（
に
は
）
衆
生
（
返
）
を
引
導
し
て
阿
練
若
功
徳
（
返
）
を
▲
得
（
待
）
使
（
め
）

ぬ

を
離
（
待
）
（
れ
）
不
な
り
、
飴
は
論
に
説
（
返
）
（
く
）
か
如
し
　
針
論
に
▲
十
利
（
返
）
を
説
か
ク
、
一
（
に
は
）

よ
、
四
　
（
に
は
）
　
室
夜
に
念

ぬ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぬ

二
（
に
は
）
睡
眠
の
柴
（
返
）
を
貪
（
ら
）
不
、
三
（
に
は
）
臥
具
の
欒
（
返
）
を
食
（
待
）
（
ら
）
不
、
四
（
に
）

ヰ
シ
キ

を
席
（
返
）
に
著
す
（
る
）
苦
（
返
）
無
き
、
五
（
に
は
）
身
の
欲
（
返
）
に
随
（
待
）
（
は
）
不
、
六
（
に
は
）
坐
繹
（
返
）

は
）
経
（
返
）
を
謹
－
諦
（
待
）
（
し
）
易
し
、
▲
八
（
に
は
）
睡
眠
（
返
）
少
き
、
九
（
に
は
）
身
軽
（
く
）
し
て
起
（
返
）

身
の
欒
（
返
）

は
▲
臥
（
訓
）

（
を
）
得
（
待
）

（
き
）
　
易
き
、

を
貪
（
待
）
（
ら
）

（
せ
る
）
　
時
に
脇

易
き
、
七
　
（
に

十
　
（
に
）
　
は
坐

ウ

ス

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヤ

ス

ラ

カ

臥
具
衣
服
（
返
）
を
求
（
す
）
と
、
心
薄
き
な
り
、
四
分
の
中
に
は
、
▲
蘭
若
の
比
丘
、
好
き
臥
具
（
返
）
を
敷
き
安
　
に
眠
（
れ
）
は
、

僻
の
言
（
く
）

35145

1

す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

せ

布
（
返
）
（
る
）
應
（
待
〉
（
か
ら
）
不
、
初
夜
後
夜
に
は
、
意
（
返
）
を
▲
褒
メ
て
思
惟
（
返
）
す
鷹
し
、
鳥
（
返
）
る
所
の
出
家
は
出
要
（
返
）
を
存
（
待
）
す

る
か
鳥
な
り
、
親
行
の
法
は
後
に
説
（
返
）
（
く
）
か
如
し
、
智
論
に
▲
云
（
く
）
、
身
の
四
威
儀
は
坐
を
第
一
（
返
）
と
鳥
、
食
、
消
化
（
返
）
を
易
ク
し
、

ヒ

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ウ

カ

ヽ

気
も
心
調
和
な
り
。
道
（
返
）
を
求
（
む
）
る
者
▲
大
事
、
鯛
崩
こ
せ
）
未
レ
は
、
煩
悩
の
賊
い
常
に
其
の
便
（
退
）
を
伺
フ
、
宜
ク
安
に
臥
（
返
）
（
す
）

［
宜
］
肇
（
か
ら
）
不
、
若
（
し
）
睡
（
返
）
（
ら
む
）
と
欲
む
時
に
は
脇
を
席
（
返
）
に
著
（
待
）
（
け
）
▲
和
［
ィ
、
不
レ
］
、
三
（
に
は
）
諸
部

す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヰ
シ
キ

ヤ

　

　

　

す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

異
行
を
い
ふ
。
毘
尼
母
の
中
に
云
（
く
）
。
若
（
し
）
暁
－
心
、
止
（
返
）
マ
不
は
、
我
（
音
）
▲
則
（
ち
）
食
（
返
）
せ
不
、
暁
い
滅
（
返
）
す
る
を
待
（
ち
）

ノ

て
方
に
食
せ
む
と
。
智
論
に
は
中
後
に
は
渠
（
返
）
を
飲
（
待
）
マ
不
レ
、
此
の
緑
（
返
）
に
由
（
る
）
か
故
に
心
に
▲
欒
着
（
返
）
を
生
し
て
其
の
心
（
返
）

す

を
一
に
し
て
善
法
（
返
）
を
修
習
（
待
）
（
せ
）
不
と
、
碧
雲
経
に
、
四
－
分
に
は
［
之
二
を
食
せ
よ
、
凡
（
そ
）
食
（
返
）
を
乞
（
ひ
）
得
て
▲
分
（
ち
）

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

イ

て
四
分
（
返
）
に
鳥
て
一
分
は
同
－
梵
行
者
（
返
）
に
与
へ
、
第
二
の
分
を
は
窮
下
の
乞
弓
（
の
）
［
之
］
者
（
返
）
に
与
へ
、
▲
第
三
の
分
を
は
、
諸
の

ミ
（
つ
か
）

鬼
神
（
返
）
に
与
（
へ
）
よ
、
第
四
の
分
を
は
自
　
（
ら
）
の
身
（
返
）
に
供
し
て
食
せ
よ
。
但
（
し
）
道
（
返
）
を
修
（
待
）
せ
む
と
念
へ
、
食
の
▲
中
（
返
）

ミ
タ

掛
は
［
ィ
二
於
］
中
に
］
貪
染
の
心
（
返
）
を
生
（
待
）
（
せ
）
不
（
れ
）
、
若
（
し
）
乞
食
の
時
に
は
、
念
を
威
儀
（
返
）
に
繋
け
て
、
終
に
軽
ク
躁
（
返
）

す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

イ

ヌ

ラ
不
レ
、
諦
に
▲
目
の
前
（
返
）
を
視
、
一
尋
（
返
）
を
過
（
待
）
（
さ
）
不
、
次
第
（
に
）
之
（
返
）
を
乞
へ
、
悪
（
し
）
き
苛
と
、
悪
（
し
）
き
牛
と
、

サ

キ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

先
に
禁
戒
（
返
）
を
被
（
待
）
ラ
レ
タ
ラ
ム
（
を
）
除
け
、
随
（
ひ
）
て
人
畜
の
能
ク
擾
悩
（
返
）
す
る
（
こ
と
）
▲
有
（
ら
）
静
［
ィ
、
有
ラ
バ
［
者
］
〕
。

唐
招
提
寺
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四
分
律
行
事
紗
巻
下
之
三
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政
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点
訓
読
文
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一
七
八

ソ

シ

　

キ

ラ

皆
（
な
）
悉
ク
往
（
返
）
（
か
）
不
レ
、
謀
り
嫌
（
返
）
ハ
ル
可
（
か
ら
）
む
、
虚
に
も
亦
（
た
）
彼
（
返
）
に
往
（
待
）
（
か
）
不
（
れ
と
）
い
ふ
、
飴
は

セ
イ

1
5
5
1
5
6
彼
の
十
二
の
頭
陀
の
中
に
説
（
返
）
（
く
）
か
▲
如
（
し
）
、
十
住
婆
抄
に
は
、
轟
衣
（
返
）
を
着
（
待
）
（
る
）
こ
と
有
り
、
食
後
に
▲
非
時
の
飲
食
（
返
）
を

（

と

い

）

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ラ

ヰ

受
（
待
〉
（
け
）
和
・
に
［
ィ
、
不
ト
］
、
各
（
の
）
、
十
の
利
（
返
）
有
り
、
彼
に
説
（
返
）
（
く
）
か
如
（
し
）
、
《
轟
衣
者
即
（
ち
）
／
羊
の
毛
等
も
て
作

751851951061
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（
こ
ろ
）
も

レ
る
そ
》
解
脱
道
の
中
に
十
▲
三
の
頭
陀
（
返
）
有
り
、
衣
　
（
に
）
二
つ
。
食
に
五
（
つ
）
。
虚
に
五
（
つ
）
な
り
。
十
三
に
は
是
レ
常
坐
。
勇
猛
（
の
）

［
之
］
分
な
り
。
十
諦
（
に
は
）
多
（
か
ら
）
む
▲
雨
フ
レ
ラ
ム
国
土
に
も
、
四
月
は
露
地
（
返
）
に
在
レ
、
八
月
（
は
）
覆
虞
（
返
）
に
在
レ
、
雨
（
返
）

ア
メ

に
少
（
き
）
閲
に
は
前
（
返
）
を
反
せ
と
い
ふ
こ
と
い
ふ
、
上
に
▲
十
二
（
返
）
を
列
（
す
る
）
は
、
四
分
（
返
）
に
依
（
り
）
て
［
而
］
言
（
ふ
）
な
り
。

統
て
経
論
の
述
（
返
）
す
る
所
（
待
）
を
明
（
す
）
に
は
、
並
に
解
脱
道
論
（
返
）
に
は
及
（
待
）
（
は
）
牟
次
▲
第
、
輿
カ
に
萄
［
ィ
、
悉
（
音
）
二
に
し
）

ス
ヘ

コ

ト

／

＼

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す

　

　

　

　

　

　

　

ホ

て
、
正
行
既
に
成
り
、
定
憲
斯
　
ク
立
（
つ
）
。
彼
の
論
に
廣
ク
次
第
の
法
（
返
）
有
り
、
略
し
て
之
（
返
）
を
▲
述
（
待
）
せ
不
、
四
に
は
雑
法
門
（
を
）

ア
ラ

イ
フ
。
　
四
分
に
は
蘭
若
の
比
丘
、
乞
食
し
て
蘭
若
の
中
（
返
）
に
至
ラ
は
、
▲
常
の
食
虚
（
返
）
に
往
（
き
）
て
、
浮
ク
掃
ヒ
酒
ヒ
、
水
－
器
（
音
）
、

ホ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヨ

残
主
食
の
器
。
株
「
座
、
脚
（
返
）
を
洗
フ
石
、
水
（
返
）
を
盛
（
る
）
器
。
脚
（
返
）
を
▲
粧
フ
巾
（
返
）
を
具
せ
（
よ
）
、
若
（
し
）
餞
の
蘭
若
よ
り
束

一

　

二

　

　

　

　

　

ま

　

　

モ

（
返
）
（
る
）
を
兄
は
、
遠
ク
迎
（
へ
）
て
霜
に
声
道
）
を
取
り
、
衣
（
返
）
を
取
（
り
）
て
酢
へ
碗
ク
、
▲
汚
（
返
）
（
れ
）
た
る
有
ラ
考
拭
ヒ
、
揉
ミ
、

ノ
コ

ウ

　

フ

ル

　

　

　

　

　

ホ

科
チ
、
辣
ヒ
、
浣
ヒ
、
暴
ス
應
し
（
と
）
等
（
訓
）
い
ふ
。
其
を
し
て
坐
（
返
）
（
せ
）
令
（
め
）
詑
（
り
）
て
、
彼
の
水
の
器
及
（
ひ
）
水
。
足
（
返
）
（
を
）

と

　

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヒ

タ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ナ

▲
洗
フ
石
。
脚
（
返
）
を
拭
（
ふ
）
巾
（
返
）
与
草
履
（
返
）
（
と
を
）
持
（
ち
）
て
左
の
邁
（
返
）
を
安
け
、
水
に
漬
（
返
）
サ
令
（
待
）
（
む
る
）
こ
と
勿
、
彼

カ

レ
足
（
返
）
を
洗
（
ひ
）
巳
（
ら
）
は
足
（
返
）
を
▲
洗
フ
諸
の
器
物
を
は
、
本
の
虞
（
返
）
に
復
へ
せ
、
操
豆
（
退
）
を
賂
て
手
（
返
）
を
浮
メ
洗
へ
、
別

に
賊
の
食
（
返
）
（
を
）
留
め
て
、
便
（
ち
）
水
（
返
）
を
▲
授
（
け
）
て
彼
の
比
丘
（
返
）
に
与
へ
巳
（
り
）
ナ
は
。
次
に
食
（
返
）
を
授
（
け
）
よ
、
所

ア

フ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

す

）

須
た
る
苦
－
酒
、
塩
菜
等
（
返
）
を
供
給
す
る
、
若
（
し
）
▲
熱
（
し
）
た
る
は
、
扇
（
返
）
ク
應
し
、
若
（
し
）
日
1
時
過
（
返
）
（
き
む
と
）
欲
（
る
）

す

l

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ネ

を
は
供
に
食
（
返
）
（
す
）
鷹
し
、
布
（
返
）
（
ら
）
不
着
、
彼
か
食
し
巳
（
返
）
（
る
）
を
は
待
（
ち
）
て
姦
（
返
）
を
取
（
り
）
て
、
自
（
ら
）
▲
食
（
し
）

ま

巳
レ
。
飴
の
食
（
返
）
有
（
ら
）
者
、
人
（
返
）
に
与
（
待
）
（
ふ
）
應
し
、
若
（
し
）
人
（
返
）
に
非
す
は
、
若
（
し
）
揮
地
、
草
（
返
）
無
き
虚
。
虫
（
返
）
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カ
（
へ
）

無
き
▲
水
の
中
に
し
て
。
飴
の
諸
の
食
－
具
を
は
、
淳
ク
洗
（
ひ
）
て
、
本
の
虚
（
返
）
に
復
　
（
し
）
、
食
せ
む
地
（
返
）
を
は
、
浮
ク
掃
へ
、
賊
来
（
返
）

l

（
る
）
こ
と
有
ラ
考
▲
語
（
り
）
て
言
（
ふ
）
へ
し
。
此
（
は
）
是
レ
水
な
り
。
此
は
是
レ
食
な
り
。
汝
等
（
返
）
か
篤
の
故
に
、
別
に
浮
潔
（
返
）
を

ヲ
モ

留
（
め
）
た
り
、
若
（
し
）
食
（
返
）
せ
む
（
と
）
欲
ハ
1
、
便
（
ち
）
之
（
返
）
を
▲
食
（
せ
）
む
、
善
ク
夜
の
時
－
節
及
－
以
（
ひ
）
方
－
相
星
の

名
（
返
）
を
知
（
待
）
（
る
）
須
し
、
賊
－
来
（
り
て
）
問
答
せ
む
（
に
）
失
（
返
）
有
（
待
）
（
る
）
こ
と
（
を
）
恐
（
る
る
）
な
り
き
、
▲
十
諭
に
は
、
練

若
（
に
）
し
て
星
経
（
返
）
を
諌
（
待
）
（
む
）
こ
と
を
開
せ
り
、
若
（
し
）
入
来
（
返
）
（
る
）
と
兄
は
先
つ
共
に
語
（
り
）
て
顔
－
色
（
返
）
を
和
悦
せ

す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヒ

キ

リ

よ
、
頭
（
返
）
を
A
努
待
）
ル
應
（
待
）
（
か
ら
）
不
、
正
（
し
）
ク
憶
念
（
返
）
す
應
し
、
飴
は
四
分
（
返
）
の
如
し
、
四
分
（
に
は
）
鍾
「
木
（
返
）
（
を
）

用
（
ゐ
）
て
空
脚
二
を
）
出
（
待
）
（
す
）
こ
と
開
せ
り
、
屏
（
き
）
た
る
虚
（
返
）
に
在
（
り
）
て
、
▲
亦
（
た
）
火
珠
（
返
）
を
用
（
ゐ
る
）
こ
と

開
せ
り
、
善
兄
に
は
若
（
し
）
頭
陀
の
比
丘
は
寺
の
中
（
返
）
に
住
（
待
）
（
す
）
と
錐
と
も
僧
房
（
返
）
に
は
住
（
待
）
（
せ
）
中
「
住
（
せ
）
不
レ
］
、

（

み

つ

か

）

　

　

　

タ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す

衆
の
食
（
返
）
を
▲
食
（
待
）
（
せ
）
不
レ
、
旛
主
自
ラ
房
を
起
テ
し
か
鳥
に
、
僧
（
音
）
軒
ン
て
知
事
（
返
）
と
鳥
（
待
）
る
こ
と
得
（
待
）
不
レ
、
若
（
し
）

も

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す

比
丘
、
能
垂
有
（
り
て
）
、
▲
謹
諭
し
教
化
説
法
し
て
、
能
ク
僧
（
返
）
を
利
す
る
者
ア
リ
ト
モ
、
亦
（
た
）
差
（
し
）
て
知
事
（
返
）
と
鳥
る
こ
と

ヲ
モ

得
（
待
）
不
（
れ
）
、
好
き
房
含
、
衣
▲
友
皿
を
は
先
つ
之
（
返
）
を
与
へ
よ
、
飲
食
果
木
を
も
分
（
返
）
を
加
（
へ
）
て
与
（
返
）
（
ふ
る
）
こ
と
得
へ
し
（
と
）

い
ふ
、
五
分
（
に
は
）
、
若
（
し
）
十
二
頭
陀
の
法
（
返
）
を
捨
（
待
）
（
て
）
不
し
て
、
人
間
（
返
）
に
▲
在
（
り
）
て
、
請
（
返
）
を
受
（
せ
）
は
一
一

ヰ

　

　

　

　

　

タ

　

　

　

　

マ

シ

　

は

に
吉
羅
（
な
り
）
。
若
（
し
）
能
（
返
）
フ
不
ク
者
、
皆
（
な
）
、
頭
陀
の
法
（
返
）
を
捨
（
待
）
（
つ
）
應
し
（
と
）
、

▲
僧
と
像
と
に
敬
（
返
）
を
致
す
篇
第
廿
二
　
期
道
鏡

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

　

　

　

　

コ

、

　

t

　

　

　

　

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＿

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

▲
法
軌
を
時
（
返
）
に
被
ム
レ
は
、
景
仰
、
斯
に
立
つ
、
謙
恭
し
て
敬
（
返
）
を
欽
（
す
）
れ
は
俗
礼
章
（
返
）
に
命
せ
り
、
遇
興
儀
（
返
）
を
積
め
て
、

ヰ

コ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

ま

こ

と

）

▲
道
宗
麦
に
始
（
ま
）
る
。
豊
（
に
）
形
服
標
異
（
返
）
（
を
）
以
（
て
）
［
而
］
偲
慢
し
て
無
知
（
返
）
（
を
）
得
（
む
）
や
、
良
　
に
敬
（
返
）
を
致
（
す
）

（

か

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヰ

　

ホ

方
（
返
）
▲
有
（
待
）
（
る
）
に
由
（
り
）
て
、
故
れ
能
（
く
）
清
革
（
す
る
）
耳
。
故
（
に
）
増
一
（
に
）
云
（
く
）
、
恵
悦
二
法
（
返
）
有
（
る
を
）
も

ホ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヰ

コ

ノ

コ

ロ

て
世
（
返
）
に
住
（
し
）
て
則
（
ち
）
相
（
ひ
）
恭
▲
敬
す
。
是
（
の
）
故
に
、
比
丘
勤
（
め
）
て
共
に
撃
（
返
）
（
ふ
）
普
（
し
）
、
比
l
時
移
（
り
て
）

唐
招
提
寺
蔵
四
分
律
行
事
紗
巻
下
之
三
院
政
期
点
訓
読
文
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鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

コ

，

ヰ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

タ

チ

マ

チ

（
く
し
）
て
礼
義
云
こ
亡
（
す
）
。
都
未
（
の
）
［
之
］
▲
小
僧
、
妄
（
に
）
衆
首
（
返
）
に
参
り
、
眉
寿
（
の
）
［
之
］
大
徳
、
奄
　
二
下
行
（
返
）

＿

　

　

し

　

　

’

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

寸

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヰ

に
就
（
く
こ
と
）
、
武
力
を
智
▲
能
と
鳥
、
文
華
を
指
（
し
）
て
英
彦
と
篤
（
待
）
る
を
以
（
て
）
な
り
、
斯
（
く
の
）
如
（
き
）
冒
岡
、
熟
（
れ
か
）

言
（
返
）
（
ふ
）
可
け
む
墾
故
（
に
）
輸
（
ち
）
略
提
引
（
し
て
）
▲
永
（
く
）
明
誠
（
返
）
を
成
す
、
中
（
に
）
就
（
き
て
）
二
（
に
）
分
（
ち
て
）

題
（
の
）
如
（
く
）
明
（
返
）
（
す
）
所
、
裾
中
（
を
）
三
（
に
）
分
（
つ
）
、
一
（
は
）
相
敬
の
訂
（
返
）
を
制
す
、
二
（
は
）
敬
（
返
）
（
に
）
▲
封
（
し
）

緑
（
返
）
を
立
（
て
て
）
合
】
不
雨
の
群
を
い
ふ
、
三
（
は
）
敬
（
返
）
を
立
（
つ
）
る
儀
式
な
り
、
裾
中
（
は
）
智
論
（
に
）
云
（
く
）
。
諸
▲
僻

4

　

e

l

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

は
生
身
（
返
）
（
を
）
以
（
て
）
礼
敬
霜
不
［
也
］
。
若
（
し
）
法
身
（
返
）
〈
を
）
見
て
是
を
供
養
（
返
）
と
名
（
つ
く
）
、
併
（
の
）
如
（
く
に
）
悌
▲
利

ヽ

　

　

　

　

　

4

　

　

　

　

．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

天
従
（
り
）
下
（
り
し
）
ト
キ
、
須
菩
提
、
石
窟
中
（
に
）
在
（
り
）
て
、
無
常
空
（
返
）
（
を
）
観
（
す
る
）
故
（
に
）
。
先
つ
併
（
を
）
見
（
待
）
夕

し

テ
マ
ツ
ラ
（
む
）
と
篤
、
蓮
▲
華
色
尼
は
賛
階
に
し
て
、
先
つ
彿
（
返
）
（
を
）
礼
（
す
れ
）

’

慢
法
（
返
）
（
を
）
除
（
待
）
（
か
む
か
）
鳥
（
の
）
故
（
な
り
）
。
▲
四
分
（
の
）
中
（
に
は
）

に
）
由
（
る
）
か
故
（
な
り
）
。
僻
、
呵
責
（
し
）
巳
（
り
）
　
て
告
（
け
）
　
て
言
く
、
汝
、

礼
拝
e
恭
敬
・
間
訊
（
返
）
を
受
（
く
）
▲
應
L
と
酎
ふ
▲
墾
諸
比
丘
の
言
（
ふ
）
こ
と
各

e
は

と
も
之
（
を
）
受
（
け
）
不
、
相
敬
（
す
る
）
所
－
以
者

諸
比
丘
、
大
小
（
返
）
（
を
）
知
（
待
）
（
ら
）
不
（
待
）
（
る

誰
か
第
一
の
座
。
第
一
の
水
。
第
一
の
食
。
乃
至
起
迎
。

t

（
の
）
不
定
な
り
。
或
（
は
）
云
（
く
）
。
十
二
頭
陀
（
の
）

八
も
）者長
の

な
り
。
大
姓
な
り
。
多
聞
な
り
。
法
師
な
り
。
持
▲
律
な
り
。
渾
師
な
り
。
（
と
の
）
等
く
い
ふ
。
僻
、
言
く
、
汝
等
、
各
各
（
の
）
慢
（
返
）
（
を
）

°

（
す
る
か
）
故
（
な
り
）
。
是
（
の
）
語
（
返
）
（
を
）
作
（
し
て
）
虞
（
く
）
三
の
鳥
獣
の
▲
相
（
ひ
）
恭
敬
す
る
法
（
返
）
を
説
（
き
）
て
便
（
ち
）

偏
（
返
）
（
を
）
説
（
き
て
）
言
（
く
）
。
其
（
れ
）
長
老
（
返
）
（
を
）
敬
（
せ
）
は
［
者
］
。
是
の
人
、
能
（
く
）
法
（
返
）
（
を
）
護
（
り
）
現
世
に
は

’

滝
名
軒
（
返
）
▲
有
（
り
）
、
将
来
に
善
道
（
返
）
（
を
）
生
（
す
）
、
人
民
（
返
）
を
教
化
し
て
皆
（
な
）
法
訓
（
返
）
に
随
（
ふ
）
へ
し
、
汝
等
、
我
か
▲
法

991002102

律
（
の
）

中
（
返
）
に
於
て
出
家
し
て
更
（
に
）
彿
法
（
返
）
を
相
（
ひ
）
恭
敬
し
て
流
布
（
返
）
す
る
こ
と
得
（
待
）
可
（
し
）
、
自
今
己
去
は
徳
▲
長
幼
（
返
）

に
随
（
ひ
）
礼
拝
し
、
上
座
を
は
迎
送
し
間
訊
（
返
）
す
る
こ
と
恭
敬
（
せ
よ
）
、
大
悲
（
に
）
云
（
く
）
。
偶
、
過
去
時
に
若
（
し
）
▲
三
賓
。
舎
利
。

塔
像
。

師
僧
。
父
母
。
兄
弟
。
姉
妹
。
昔
年
。
善
友
。
外
道
。
▲
諸
仙
。
沙
門
。
婆
羅
門
等
（
返
）
を
見
タ
マ
ヒ
L
に
傾
側
し
謙
下
し
穏
敬
（
返
）
（
せ
）
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不
（
待
）
と
い
ふ
こ
と
無
（
か
り
）
き
、
是
（
の
）
報
（
返
）
（
を
）
以
（
て
の
）
故
（
な
り
）
。
成
▲
彿
己
来
。
山
林
も
人
畜
も
、
僻
の
行
（
返
）
を
見

’

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

’

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

4

　

に

（
る
）
時
に
、
傾
側
し
低
頭
（
し
）
礼
拝
（
返
）
（
せ
）
不
（
待
）
と
い
ふ
こ
と
無
（
か
り
）
き
、
増
▲
一
（
に
）
云
（
く
）
、
恭
敬
の
心
、
彿
於
（
待
）
無

ひ

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

き
者
は
。
普
（
に
）
龍
蛇
（
の
）
中
（
返
）
に
生
（
れ
）
て
過
去
に
も
中
（
返
）
従
（
り
）
来
（
返
）
る
を
以
て
今
▲
猶
（
ほ
）
敬
（
返
）
無
く
、
睡
（
返
）
多

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

t

し
（
と
の
）
等
く
い
へ
り
、
雑
含
（
に
）
云
（
く
）
。
諸
比
丘
（
返
）
（
に
）
告
（
け
た
ま
）
は
く
、
若
（
し
）
四
衆
（
返
）
を
見
て
諸
根
（
返
）
を
拓
つ
持

4

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

’

（
せ
）
ハ
▲
長
夜
に
安
楽
な
り
（
と
の
）
等
く
い
へ
り
。
智
論
（
に
）
云
（
く
）
。
外
道
は
是
他
の
法
な
る
か
故
に
彿
（
返
）
を
軽
む
、
併
（
の
）
所
（
返
）

一

　

　

　

　

　

　

　

　

t

に
来
至
し
て
白
衣
は
客
（
返
）
の
如
（
く
）
▲
自
坐
（
す
る
）
か
故
に
坐
（
返
）
せ
令
（
め
）
、
一
切
の
出
家
の
五
衆
は
身
心
、
併
（
返
）
（
に
）
属
（
せ
る
）

’

　

　

　

　

　

　

　

　

＿

か
故
に
立
て
り
。
▲
若
（
し
）
得
道
の
羅
漢
は
舎
利
弗
等
（
返
）
（
の
）
如
（
く
）
皆
（
な
）
坐
せ
り
、
三
－
道
己
下
は
泣
（
に
）
坐
（
返
）
（
す
る
）
こ

e

　

　

　

　

　

　

す

　

　

　

　

　

’

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＿

と
聴
（
待
）
（
さ
）
不
、
▲
以
（
て
）
所
作
、
排
（
返
）
（
せ
）
未
、
結
賊
、
破
（
返
）
（
せ
）
未
（
る
か
）
故
な
り
。
又
（
た
）
云
（
く
）
、
繹
迦
牟
尼
僻
に

ホ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と

い

へ

り

別
の
菩
薩
▲
僧
（
返
）
無
（
き
か
）
故
（
な
り
）
。
文
殊
師
利
。
弥
勒
等
、
聾
聞
僧
の
中
（
返
）
に
入
（
る
）
、
次
第
に
（
し
て
）
［
而
］
坐
す
云
云
、

ヰ▲
二
（
に
）
線
（
返
）
（
に
）
対
す
る
是
非
（
返
）
を
明
（
す
）
、
四
分
（
の
）
中
（
に
は
）
四
（
返
）
有
（
り
）
、
一
（
に
は
）
一
切
白
衣
及
（
ひ
）
女

▲
人
（
返
）
を
礼
（
す
）
應
（
か
ら
）
不
、
二
（
に
は
）
前
に
戒
（
返
）
を
受
（
け
）
た
る
人
は
後
（
に
）
戒
（
返
）
（
を
）
受
（
け
）
た
る
者
（
返
）
を
は

礼
（
す
）
應
（
か
ら
）
不
、
三
（
に
は
）
遠
罪
等
（
返
）
を
犯
せ
る
を
は
礼
（
待
）
（
せ
）
不
、
十
▲
三
難
の
人
、
被
－
撃
、
滅
－
残
、
應
－
滅
－
残
（
の
）

t

等
き
な
り
。
四
（
に
は
）
一
切
（
の
）
非
法
の
語
（
返
）
（
を
）
説
（
く
）
者
（
返
）
（
を
）
礼
（
せ
）
不
、
▲
賓
梁
経
（
に
）
云
（
く
）
。
若
（
し
）
破

戒
（
の
）
比
丘
、
他
（
の
）
持
戒
（
の
）
者
の
恭
敬
礼
拝
（
返
）
（
を
）
受
（
け
）
は
、
八
軽
▲
法
（
返
）
（
を
）
得
、
一
（
に
）
愚
痴
（
返
）
（
を
）
作
（
す
）
、

二
（
に
）
ロ
痔
痺
す
。
三
（
に
）
顔
貌
醜
幡
（
す
）
。
四
（
に
）
其
（
の
）
面
側
－
戻
し
て
、
見
る
▲
都
噴
笑
（
す
）
。
五
（
に
）
持
（
し
て
）
女
身
（
返
）

（
を
）
受
（
け
）
て
、
貧
窮
脾
使
（
返
）
と
作
（
る
）
、
六
（
に
）
形
饉
歳
癖
に
し
て
▲
寿
命
（
返
）
を
天
－
損
す
、
七
（
に
）
人
、
所
と
し
て
敬
（
返
）
（
せ
）

ひ
と

不
、
常
（
に
）
悪
名
（
返
）
有
（
り
）
、
八
（
に
）
彿
世
（
返
）
に
値
（
は
）
不
、
此
（
の
）
破
戒
の
者
は
、
乃
▲
至
大
地
に
喋
唾
（
す
る
）
虚
（
返
）
無

’

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヰ

（
し
）
、
飴
（
は
）
上
篇
（
の
）
如
（
し
）
、
二
（
に
）
礼
（
返
）
（
す
）
應
き
を
二
（
返
）
（
に
）
分
（
ち
）
、
初
に
▲
線
（
返
）
と
し
て
無
（
き
）
は
、
敬
（
返
）

唐
招
提
寺
蔵
四
分
律
行
事
紗
巻
下
之
三
院
政
期
点
訓
読
文
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鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（
を
）
合
し
き
、
律
中
小
沙
弥
尼
は
大
沙
弥
尼
（
返
）
（
を
）
礼
せ
よ
、
是
（
の
）
如
（
く
）
展
持
し
て
乃
至
如
▲
爽
及
（
ひ
）
塔
ま
て
せ
よ
、
飴
（
は
）

’

後
（
に
）
説
（
返
）
（
く
か
）
如
（
し
）
、
四
分
（
に
は
）
十
種
非
威
儀
を
は
礼
（
返
）
（
す
）
應
（
か
ら
）
不
、
大
小
行
と
裸
▲
身
と
、
若
（
し
）
は
剃

髪
と
、
若
（
L
は
）
説
法
と
、
楊
枝
（
返
）
（
を
）
囁
（
む
）
と
、
口
（
返
）
（
を
）
洗
（
ふ
）
と
、
若
（
L
は
）
飲
（
む
）
と
、
若
（
L
は
）
食
（
ふ
）

と
、
若
（
L
は
）
果
（
返
）
（
を
）
嘲
（
ふ
）
と
な
り
、
▲
増
一
（
に
）
云
（
く
）
、
塔
中
に
し
て
は
礼
（
返
）
（
す
）
應
（
か
ら
）
不
、
五
分
に
は
相
旗
と
、

屏
虚
と
に
礼
（
す
る
）
こ
と
得
（
返
）
不
（
れ
と
）
い
ふ
、
十
諦
（
に
は
）
、
睦
と
縫
▲
衣
と
大
衆
の
中
と
路
（
返
）
（
に
）
在
（
り
）
て
行
せ
む
と
病
時

（
あ
）
し

と
を
は
礼
（
返
）
（
す
る
こ
と
）
得
不
（
れ
）
、
僧
祇
泥
を
作
り
、
衣
（
返
）
を
浣
ヒ
、
▲
及
（
ひ
）
手
足
を
洗
浴
し
、
一
衣
（
返
）
を
着
タ
ラ
ム
時
、
疾

く
行
（
か
）
む
か
等
き
を
は
礼
（
返
）
（
す
）
應
（
か
ら
）
不
、
十
諦
（
に
は
）
僻
の
塔
、
聾
間
の
塔
の
▲
前
に
は
自
他
互
（
に
）
礼
（
返
）
（
す
る
）
こ

と
得
（
待
）
不
、
五
百
間
（
に
）
云

▲
礼
し
、
経
（
返
）
（
を
）
諦
（
し
）
、

（
す
る
こ
と
）
得
不
（
と
）
　
い
ふ
、

（
を
）
立
（
す
る
）
儀
式
。
三
（
返
）

（
く
）
、
僻
塔
の
前
に
し
て
比
丘
（
返
）
（
を
）
礼
す
る
ハ
、
堕
（
返
）
を
犯
（
す
）
、
僧
祇
（
に
は
）
、
塔
（
返
）
（
を
）

経
（
導
（
を
）
讃
（
み
）
、
経
（
返
）
（
を
）
寓
（
し
）
、
経
（
返
）
（
を
）
授
（
け
）
、
闇
中
に
し
て
は
近
（
に
）
礼
（
返
）

＊

皆
（
な
）
謂
（
く
）
別
に
▲
敬
（
返
）
（
す
る
）
所
有
（
る
か
）
故
に
（
と
）
い
ふ
［
也
］
。
三
（
に
は
）
敬
（
返
）

（
に
）
分
（
つ
）
、
初
（
に
）
傭
（
返
）
（
を
）
敬
（
す
る
）
法
。
二
（
に
）
僧
（
返
）
（
を
）
敬
（
す
る
）
法
。
三
（
に
）

＊

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＊

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の

猿
▲
大
小
、
礼
（
返
）
（
を
）
致
す
法
な
り
。
初
中
條
塔
（
返
）
（
を
）
敬
（
す
る
）
法
と
い
は
、
若
（
し
）
は
塔
廟
と
支
提
と
受
用
之
物
と
乃
▲
至
殿
堂
、

す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も

の

休
座
（
返
）
に
造
（
せ
）
む
と
擬
る
材
石
等
、
巳
に
傭
像
の
受
用
（
返
）
に
経
た
る
者
を
は
縦
－
使
（
ひ
）
風
に
▲
吹
（
か
）
れ
、
雨
に
破
（
れ
）
タ
リ

と
も
、
昔
に
之
（
返
）
を
奉
敬
（
待
）
（
す
）
［
普
］
（
再
説
）
（
し
）
。
形
像
（
返
）
の
如
く
、
異
（
返
）
（
な
る
こ
と
）
無
（
き
か
）
故
（
な
り
）
。
四
分
（
の
）

ウ

中
（
に
）
王
、
園
（
返
）
を
以
（
て
）
悌
（
返
）
に
施
せ
L
に
、
▲
僻
、
受
（
返
）
（
け
）
タ
マ
ハ
不
し
て
、
昔
に
僧
（
返
）
に
奉
（
待
）
ヶ
令
（
め
）
た
り
、

何
（
を
）
以
（
て
の
）
故
に
、
著
（
し
）
是
（
の
）
僻
の
園
及
（
ひ
）
園
の
物
二
房
含
。
房
▲
合
の
物
。
衣
寧
坐
具
、
鍼
筒
は
便
（
ち
）
是
、
塔

廟
な
り
二
切
の
諸
天
、
世
人
の
沙
門
、
魔
▲
梵
の
受
用
（
返
）
（
す
る
こ
と
）
能
（
へ
）
不
、
恭
敬
（
返
）
（
す
）
應
き
こ
と
塔
（
返
）
（
の
）
如
し
、
《
若

（

は

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＊

（
し
）
僧
（
返
）
（
に
）
施
（
さ
）
者
、
／
我
、
僧
中
（
返
）
（
に
）
在
（
り
）
》
増
一
（
に
）
云
（
く
）
。
諸
比
丘
（
返
）
（
に
）
告
（
く
）
、
▲
彿
（
返
）
（
を
）



礼
し
て
承
事
す
る
に
五
（
の
）
功
徳
（
返
）

律
な
。
、
二
▲
都
好
許
（
な
。
）
。
形
像
（
返
）

い
ふ
に
由
　
（
る
）
　
な
り
、
三
　
（
は
）
　
財
報

632

7

32

8

3

2

（
の
）
家
に
生
（
る
）
。
形
（
を
）
見
▲
巳

命
終
（
り
て
）
　
天
（
に
）
生
　
（
る
）
。
此
、

（は）

有
（
り
）
、
一
者
端
正
（
な
り
）
。
俳
優
（
返
）
を
見
て
歓
喜
心
（
返
）
を
せ
（
待
）
（
す
る
を
）
以
（
て
す
る
）

4

を
見
て
三
（
た
）
ヒ
自
（
ら
）
号
（
返
）
を
稀
（
し
）
て
、
南
無
如
来
無
所
着
至
眞
等
▲
正
餐
（
返
）
（
と
）

°

（
の
）
多
（
き
な
り
）
、
華
香
（
返
）
（
を
）
以
（
て
）
供
施
す
る
に
由
（
る
か
）
故
な
り
。
四
（
は
）
長
者

（
り
）
て
、
心
（
に
）
染
着
（
返
）
無
（
く
）
し
て
志
心
礼
（
返
）
す
る
に
由
（
る
か
）
故
（
な
り
）
。
五
（
は
）

＊

即
（
ち
）
諸
僻
の
常
の
法
な
り
、
昔
に
是
（
返
）
（
の
）
▲
如
（
く
）
畢
す
［
普
］
（
再
説
〉
（
し
）
。
智
論
（
に

は
）
法
（
返
）
（
を
）
礼
（
す
る
に
）
三
（
返
）
有
（
り
）
、
一
都
口
を
も
て
礼
す
る
。
二
（
は
）
膝
（
返
）
（
を
）
屈
（
め
）
て
頭
を
▲
地
（
返
）
に
至
（
待
）

932042142242342

舶2

（
さ
）
不
る
、
三
（
は
）
頭
を
地
（
返
）
に
至

を
作
（
待
）
（
す
）
［
営
］
〈
再
讃
）
（
し
）
、
阿
含

五
條
を
地
（
返
）
（
に
）
投
（
く
る
に
）
は
、

（
の
）
膝
（
返
）
を
屈
（
め
）
て
、
巳
（
り
）

て
後
に
頂
礼
し
て
、
後
に
▲
起
（
ち
て
）
、

＊

（
せ
）
不
［
也
］
》
智
論
（
に
）
　
云
　
（
く
）
、

一
切
衆
生
の
中
に
徳
、
過
上
（
返
）
無
（
待
）

ヰ

（
し
）
て
、
是
を
上
礼
（
返
）
（
と
）
鳥
、
地
持
に
は
、
営

（
に
）
云
（
く
）
、
▲
二
の
肘
、
二
の
膝
、
頂
を
五
輪
（
返
）

先
（
つ
）
正
立
（
し
）
巳
（
り
）
て
掌
（
返
）
（
を
）
合

て
次
（
に
）
両
肘
（
返
）
を
屈
（
め
）
　
て
、
手
（
返
）
（
を
）

先
（
つ
）
頭
（
返
）
を
頂
（
し
て
）
、
次
に
肘
、
次
（
に
）

若
（
し
）
諸
彿
（
の
）
功
▲
徳
（
返
）
（
を
）
聞
（
き
）
て
、

（
し
）
と
知
（
る
）
か
故
（
に
）
。
▲
尊
（
返
）
と
言
（
ふ
）

（
に
）
五
輪
、
地
（
返
）
（
に
）
至
（
し
）
て
礼
（
返
）

（
と
）
名
（
つ
く
）
　
［
也
］
。
亦
（
た
）
云
（
く
）
、

（
せ
）
て
、
▲
右
の
手
に
衣
（
返
）
を
塞
ケ
て
、
二

カ
ヽ

以
（
て
）
足
（
返
）
を
承
（
け
）
て
、
然
（
し
）

せ

膝
を
以
（
て
）
次
第
（
返
）
と
鳥
よ
、
《
相
／
乱

心
に
敬
ヒ
、
尊
重
し
、
恭
敬
し
、
讃
歎
し
て
、

［
也
］
。
敬
畏
（
の
）
　
［
之
］
心
。
父
母
、
師
長
、

542642

よ
り

君
主
（
返
）
於
（
待
）
過
（
き
）
た
り
、
利
益
、
重
（
き
）
か
故
（
な
り
）
。
故
（
に
）
重
（
返
）
（
と
）
云
（
ふ
）
▲
［
也
］
。
謙
－
遜
し
て
畏
（
り
）
難

（
き
）
か
故
（
に
）
。
恭
（
返
）
（
と
）
云
（
ふ
）
、
其
（
の
）
智
徳
（
返
）
（
を
）
推
（
す
）
か
故
（
に
）
。
敬
（
返
）
（
と
）
云
（
ふ
）
、
其
（
の
）
功
徳
（
返
）

（
を
）
美
す
る
を
▲
讃
（
返
）
と
篤
、
之
（
返
）
（
を
）
讃
す
る
こ
と
足
（
返
）
（
ら
）
不
し
て
、
又
（
た
）
之
（
返
）
（
を
）
稀
揚
す
る
を
歎
（
返
）
（
と
）
鳥
、

（
い
は
）

又
（
た
）
云
（
く
）
、
俳
の
福
田
（
返
）
に
殖
（
う
）
と
者
。
殖
と
い
は
謂
（
く
）
▲
心
（
返
）
（
を
）
専
（
ら
に
）
し
て
堅
着
（
す
る
な
り
）
［
也
］
。
随

（
ひ
）
て
、
墓
ロ
へ
返
）
（
を
）
以
（
て
）
礼
諭
し
、
香
華
等
を
も
て
彿
（
返
）
（
に
）
至
（
し
）
て
轟
（
返
）
（
す
こ
と
）
無
（
か
れ
）
、
智
、
勝
（
返
）
（
り
）

唐
招
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寺
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行
事
紗
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ホ
（
は
）
ヰ

た
る
に
由
（
る
か
）
▲
故
（
に
）
。
毘
尼
母
、
革
屏
（
返
）
（
を
）
着
（
き
）
て
塔
（
返
）
（
に
）
入
（
り
）
、
塔
（
返
）
（
を
）
遠
（
待
）
（
る
こ
と
）
得
不
（
れ
）
、

ま
も
の

冨
羅
し
て
塔
（
返
）
（
に
）
入
（
待
）
（
る
こ
と
）
得
（
待
）
不
と
い
は
［
者
〓
ィ
、
不
（
と
い
）
卦
］
。
▲
彼
（
の
）
士
の
諸
人
、
着
ク
者
は
皆
（
な
）
、
慢

（
は
）
（
は
）
ハ

心
（
返
）
（
を
）
起
す
故
（
に
）
、
着
（
返
）
（
く
）
こ
と
聴
（
待
）
（
さ
）
不
、
寒
雪
多
き
虚
に
は
、
▲
靴
と
冨
羅
（
返
）
と
を
着
（
待
）
（
く
）
こ
と
聴
（
す
）
、

°三
千
（
に
）
云
（
く
）
。
塔
（
返
）
（
を
）
邁
（
る
）
五
法
、
一
（
は
）
頭
（
返
）
（
を
）
低
（
れ
）
て
備
（
返
）
（
を
）
視
（
る
）
、
二
（
は
）
虫
（
返
）
（
を
）

（
と
）
イ

路
（
待
）
（
む
こ
と
）
得
（
待
）
不
、
三
（
は
）
左
右
に
視
（
返
）
（
る
こ
と
）
得
▲
不
、
四
（
は
）
地
（
返
）
に
唾
（
待
）
（
せ
）
不
、
五
（
は
）
人
（
返
〉
与
語

ハ
不
。
又
（
た
）
営
（
に
）
併
恩
の
大
（
に
）
し
て
▲
報
（
返
）
（
し
）
難
（
待
）
き
（
こ
と
）
念
ヒ
、
債
の
智
慧
（
返
）
（
を
）
念
（
ひ
）
、
彿
（
の
）
経

°戒
（
返
）
（
を
）
念
（
ひ
）
、
彿
（
の
）
功
徳
（
返
）
（
を
）
念
（
ひ
）
、
僻
の
精
進
、
乃
至
▲
準
担
（
返
）
（
を
）
念
（
ふ
）
へ
し
、
又
（
た
）
僧
（
の
）
恩
、

師
（
の
）
恩
、
父
母
（
の
）
恩
、
同
畢
（
の
）
恩
（
返
）
を
念
へ
、
又
（
た
）
一
切
（
の
）
人
を
皆
（
な
）
解
脱
し
、
苦
（
返
）
（
を
）
離
（
待
）
（
れ
）

▲
使
（
待
）
め
む
と
念
（
へ
）
、
又
（
た
）
憲
（
返
）
（
を
）
撃
し
て
其
（
の
）
三
毒
（
返
）
を
除
き
、
出
要
道
（
返
）
（
を
）
求
（
待
）
め
む
こ
と
念
（
へ
）
、

塔
の
上
の
▲
草
（
返
）
を
見
て
は
手
（
を
）
も
て
之
（
返
）
（
を
）
去
れ
は
、
捉
（
り
）
て
抜
（
返
）
（
く
）
こ
と
得
（
待
）
不
（
れ
）
、
不
浄
（
返
）
有
（
ら
）

ハ
ラ
は
、
即
（
ち
）
之
（
返
）
（
を
）
分
（
け
）
除
へ
、
若
（
し
）
天
、
雨
（
る
）
に
は
普
（
に
）
▲
履
を
塔
（
の
）
下
（
返
）
に
脱
（
き
）
て
乃
至
上
（
り
）

＿て
併
（
返
）
を
礼
（
し
）
タ
テ
マ
ツ
ル
へ
し
、
五
百
間
（
に
）
云
（
く
）
。
比
丘
、
塔
（
返
）
（
を
）
適
（
ら
）
む
に
女
衆
随
者
は
得
（
返
）
▲
不
れ
、
優
婆

塞
（
返
）
有
（
ら
）
は
犯
（
返
）
（
さ
）
不
（
れ
）
、
大
論
（
に
は
）
如
法
に
供
養
す
る
法
は
必
（
す
）
右
に
遠
（
返
）
（
る
）
應
（
し
）
、
▲
賢
愚
に
、
舎
利

弗
、
併
（
返
）
に
軒
（
し
）
て
膝
行
し
て
適
（
る
）
こ
と
百
市
し
き
［
也
］
。
善
見
（
に
）
云
（
く
）
。
備
（
返
）
（
に
）
軒
す
る
法
は
▲
彿
（
返
）
（
を
）
適

（
る
こ
と
）
三
市
し
て
四
方
に
礼
（
返
）
を
作
（
し
）
て
［
而
］
去
れ
。
十
指
爪
掌
（
返
）
を
合
せ
手
（
返
）
を
叉
（
へ
）
頂
上
（
返
）
に
於
て
却
き
行
（
し
）

すて
▲
絶
（
え
）
て
如
来
（
返
）
（
を
）
見
（
待
）
不
、
更
（
に
）
復
（
し
）
て
礼
（
返
）
を
作
（
し
）
て
廻
り
前
（
み
）
て
［
而
］
去
れ
。
雑
含
（
に
）
云

（
く
）
。
僑
陳
知
久
、
僻
（
返
）
（
を
）
▲
見
（
待
）
不
し
て
後
、
束
（
り
）
て
便
（
ち
）
面
（
返
）
（
を
）
以
て
僻
足
の
上
（
返
）
（
を
）
掩
（
ひ
）
て
礼
（
返
）
を

致
し
き
二
（
に
）
正
（
し
く
）
相
（
返
）
（
を
）
明
（
す
）
郡
）
。

l
ま
肘
▲
像
脛
（
に
）
、
教
は
住
持
の
要
儀
な
り
。
票
に
）
是
れ
我
等
か
尊
敬
（
返
）
（
す

t
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す

る
）
所
の
則
至
眞
と
脅
（
し
）
く
観
せ
よ
。
今
▲
流
－
俗
の
僧
尼
、
多
（
く
）
傭
法
（
返
）
を
奉
（
待
）
（
ら
）
不
、
泣
（
に
）
愚
に
し
て
網
（
返
）
に
教

カ
ク

（
へ
）
内
に
正
信
（
返
）
無
く
、
見
（
る
に
）
高
遠
（
返
）
（
な
ら
）
不
し
て
、
大
節
（
返
）
を
戯
（
待
）
ル
こ
と
を
▲
致
す
、
或
は
形
像
（
の
）
［
之
＝
別
（
返
）

ロ

ウ

好

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

　

　

　

　

ア

（
に
）
在
（
り
）
て
更
（
に
）
祁
（
ひ
）
戯
－
拝
し
て
非
法
の
語
（
返
）
を
出
（
す
）
、
目
（
返
）
（
を
）
畢
け
▲
皆
（
返
）
を
旗
ケ
て
遍
（
に
）
聖
儀
（
返
）

を
指
す
、
或
は
端
1
坐
据
丁
徹
し
て
情
、
畏
悍
（
返
）
す
る
こ
と
無
し
、
経
像
（
返
）
を
見
（
待
）
（
る
）
と
堆
（
も
）
起
（
ち
）
て
▲
迎
丁
奉
（
返
）
（
せ
）
不
、

俗
人
を
し
て
軽
笑
し
正
法
（
返
）
を
損
滅
（
返
）
（
せ
）
令
（
待
）
（
む
る
こ
と
）
致
（
す
か
）
故
に
。
僧
祇
の
中
（
に
）
人
（
返
）
（
を
）
礼
す
る
に
、
▲
［
於
］

併
法
（
返
）
に
封
す
る
こ
と
得
（
待
）
不
、
乃
至
播
蓋
（
返
）
を
懸
施
（
せ
）
む
に
像
（
返
）
を
蹟
（
待
）
（
む
こ
と
）
得
（
待
）
不
、
別
（
に
）
梯
橙
（
返
）
を

施
す
、
此
の
文
（
退
）
を
以
（
て
）
讃
▲
明
す
る
に
敬
－
虚
別
（
な
り
）
と
い
ふ
こ
と
を
、
既
（
に
）
知
（
り
）
ぬ
、
多
1
過
弥
（
よ
）
大
に
慎
（
返
）

（
む
）
須
し
、
堂
殿
塔
廟
（
返
）
に
至
（
り
）
て
は
氷
（
返
）
（
を
）
履
（
み
）
て
▲
深
（
返
）
（
き
に
）
臨
（
待
）
（
む
）
か
如
（
し
）
、
形
像
経
教
（
返
〉
（
を
）

’

観
て
は
必
（
す
）
席
然
（
と
）
し
て
敬
（
返
）
（
を
）
加
（
ふ
）
、
此
、
則
（
ち
）
道
俗
通
（
し
）
て
奉
法
（
返
）
を
知
れ
る
な
り
、
賢
聖
、
其
（
の
）
信

サ
ト

心
（
返
）
を
↓
達
（
し
）
て
且
（
つ
）
王
臣
（
返
）
（
に
）
封
（
す
る
か
）
如
き
ス
ラ
長
事
（
返
）
（
せ
）
令
（
む
）
、
亦
（
た
）
含
（
返
）
ヌ
可
し
、
凡
－
情
、

ホ
コ
ノ
コ
ロ

聖
↓
法
（
返
）
に
任
（
待
）
（
せ
）
難
（
し
）
、
比
　
（
の
）
世
の
中
（
返
）
に
遵
（
待
）
〈
ふ
）
宜
（
し
）
、
多
く
下
林
の
上
に
在
（
り
）
て
併
（
返
）
（
を
）
礼

ひ
と

す
る
者
（
返
）
有
り
、
此
、
全
く
楷
摸
（
返
）
（
す
る
）
こ
と
無
（
し
）
、
▲
人
（
返
）
を
敬
（
ひ
）
、
尚
（
ほ
）
自
（
ら
）
責
〈
返
）
を
被
る
、
併
（
返
）
を
敬

ひ
と

（
ふ
）
に
、
自
心
に
慢
（
返
）
を
存
せ
む
や
、
心
に
道
（
返
）
を
存
（
待
）
す
る
こ
と
有
（
る
）
者
は
。
必
（
す
）
、
之
（
返
）
（
を
）
行
（
待
）
（
せ
）
不
れ
、

余
（
の
）
↓
親
、
天
竺
の
諸
僧
（
返
）
（
に
）
間
（
ふ
）
、
諸
国
に
此
の
法
（
返
）
有
（
待
）
（
る
）
こ
と
無
し
、
此
（
の
）
方
（
返
）
に
来
〈
り
）
て
見
（
る
）

と
い
へ
り
、
又
（
た
）
三
千
威
儀
（
に
）
▲
云
（
く
）
。
自
（
ら
）
は
高
き
虚
（
返
）
に
在
り
、
及
（
ひ
）
上
座
は
前
（
返
）
に
在
す
（
る
）
に
、
自
（
ら
）

ヰ

は
後
（
返
）
に
於
て
礼
（
返
）
を
作
る
、
亦
（
た
）
座
の
上
に
し
て
▲
礼
（
返
）
を
作
（
待
）
（
る
こ
と
）
得
（
待
）
不
、
十
詞
に
香
櫨
、
伎
柴
（
返
）
を
持

（
し
）
て
、
僧
と
僻
と
の
前
（
返
）
に
在
（
り
）
て
行
（
ふ
）
こ
と
聴
（
す
）
。
和
上
の
信
（
返
）
を
俸
（
待
）
（
ふ
る
）
か
爵
そ
、
和
上
（
返
）
に
▲
代
（
り
）

て
、
礼
（
返
）
（
す
る
）
こ
と
得
、
併
（
返
）
に
封
（
し
）
て
蜘
鉄
坐
（
返
）
す
る
こ
と
得
、
僧
祇
（
に
）
云
（
く
）
。
欒
（
返
）
を
作
（
り
）
て
、
彿
（
返
）
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に
供
す
る
に
、
欲
心
着
（
返
）
す
る
こ
と
有
（
ら
）
は
▲
即
（
ち
）
須
（
く
）
捨
（
て
）
去
れ
。
欲
人
華
（
返
）
（
を
）
借
結
（
し
）
、
香
（
返
）
を
破
（
り
）

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ネ

　

ホ

て
、
彿
（
返
）
（
に
）
供
（
せ
）
者
、
飴
の
一
切
不
合
（
を
）
得
。
大
▲
論
と
持
世
脛
と
に
汝
に
云
（
く
）
。
衆
生
（
返
）
（
の
）
鳥
（
の
）
故
に
、
身
（
返
）

を
砕
（
く
）
こ
と
麻
米
（
返
）
（
の
）
如
く
、
又
（
た
）
芥
子
（
返
）
の
如
く
シ
タ
マ
フ
、
衆
▲
生
（
を
）
し
て
恭
敬
（
返
）
（
せ
）
令
（
む
る
か
）
故
（
な

‘

り
）
。
捏
輿
（
返
）
に
入
（
待
）
（
る
こ
と
）
得
タ
マ
フ
、
僧
紙
に
は
、
僻
の
生
日
、
乃
至
淫
楽
の
日
、
大
衆
（
返
）
の
馬
に
▲
説
法
し
。
傭
徳
（
返
）
（
を
）

稀
揚
す
（
と
）
い
ふ
、
薩
婆
多
（
に
）
云
（
く
）
。
二
月
の
八
日
に
、
彿
（
返
）
と
成
（
り
た
ま
ふ
）
、
亦
（
た
）
此
の
日
（
返
）
を
以
（
て
）
生
（
れ
）

タ
マ
フ
二
八
月
の
八
日
に
法
輪
（
返
）
を
縛
（
し
）
タ
マ
フ
、
亦
（
た
）
此
（
の
）
日
（
返
）
を
以
（
て
）
捏
架
（
返
）
を
取
（
り
た
ま
ふ
）
、
若
（
し
）

瑞
應
等
の
経
（
返
）
に
俵
（
ら
）
は
、
▲
多
（
く
）
云
（
く
）
。
四
月
八
日
に
生
（
れ
）
タ
マ
フ
。
浬
輿
、
初
に
は
二
一
月
十
五
日
、
捏
輿
（
返
）
（
に
）

臨
（
待
）
（
み
）
タ
マ
フ
と
云
（
ふ
）
、
後
に
は
▲
十
仙
（
返
）
を
度
し
て
云
（
く
）
、
三
月
（
返
）
を
過
（
き
）
巳
（
り
）
て
淫
楽
（
返
）
に
入
（
り
た
ま
ふ
）

と
い
へ
り
、
月
徳
太
子
脛
（
に
は
）
八
月
の
十
五
日
に
▲
滅
（
返
）
に
入
（
り
た
ま
ふ
）
と
い
へ
り
、
此
、
恵
に
衆
生
の
見
聞
の
不
同
（
返
）
に
由
（
る
）

か
故
に
。
時
節
、
等
（
返
）
（
L
か
ら
）
未
（
る
）
な
り
、
智
論
（
に
）
云
（
く
）
。
王
舎
▲
城
に
十
二
億
（
の
）
家
あ
り
。
舎
婆
提
城
に
は
九
億
の
家

あ
り
。
尚
（
は
）
三
億
、
見
、
或
（
は
）
聞
く
、
慢
業
（
返
）
に
由
（
る
）
か
▲
故
（
な
り
）
。
彿
世
、
猶
（
ほ
）
ホ
な
り
。
何
（
に
）
況
（
や
）
末

法
持
（
し
）
て
軽
心
の
業
、
最
も
重
き
や
。
四
分
（
に
）
云
（
く
）
、
何
（
そ
）
▲
正
法
（
の
）
久
（
し
く
）
住
（
返
）
（
す
る
）
こ
と
知
（
待
）
（
る
）

こ
と
得
む
、
併
（
の
）
言
く
。
若
（
し
）
比
丘
、
彿
法
僧
戒
（
返
）
（
を
）

上
（
返
）
に
姦
打
は
、
則
（
ち
）
滅
（
し
）
ぬ
、
次
（
に
）
僧
（
を
）

ヰ

し有無脛

て
、

ま

随
従
▲
泣
（
に
）
是
れ
弟
子
ナ
ラ
者
、
縦
ヒ
十
人
廿
人
（
返
）
有

（
待
）
（
る
）
こ
と
無
し
、
侍
に
▲
云
（
く
）
。
僻
、
僧
の
乗
（
返
）
（
る
）

敬
（
は
）
　
は
、

敬
（
す
る
）

（
り
）
　
と
も
、

を
見
て
、
便

是
（
返
）
を
以
（
て
の
）
故
に
。

法
（
返
）
を
明
（
す
）
、
若
（
し
）

ま

立
　
（
ち
）
　
て
、
奉
敬
せ
者
、
亦

（
ち
）
　
立
　
（
ち
）

タ
マ
ハ
　
（
む
）

し

正
法
、
滅
（
返
）
（
せ
）
不
、

衆
主
、
是
、
和
上
闇
梨
に

（
た
）
違
（
返
）
（
ふ
）
こ
と

ヰ

　

は

と
せ
者
、
此
、
正
教
（
返
）

し
、理

若
（
し
）
師
僧
、
僧
残
巳
下
の
罪
（
返
）
（
を
）
犯
せ
ら
む
▲
都
。

（
し
）
、
亦
（
た
）
須
（
く
）
恭
敬
礼
拝
（
返
）
（
す
）
［
須
］
（
再
演
）

必
（
す
）
別
住
（
返
）
を
行
（
待
）

（
し
）
、
僧
（
返
）
（
の
）
鳥
（
に
）

（せ）

せ
む
と
欲
は
、
僻
、
弟
子
（
返
）
を
制
し
て
、

▲
礼
（
返
）
を
設
（
く
る
）
な
り
、
弟
子
（
返
）
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2

・
ポ

（
を
）
礼
（
す
る
）
に
は
非
（
す
）
、
《
是
（
の
）
如
（
き
は
）
／
之
（
を
）
例
（
と
す
）
》
、
　
次
（
に
）
大
小
の
礼
（
返
）
を
設
（
く
る
）
法
（
返
）
を

°

明
（
す
）
、
毘
尼
母
に
云
く
。
吾
、
世
（
返
）
を
去
（
り
）
て
▲
後
に
は
、
普
（
に
）
波
羅
提
木
叉
（
返
）
に
依
（
待
）
る
［
普
］
（
再
説
〉
（
し
）
、
行
法
、
昔

に
各
各
（
の
）
謙
」
早
し
て
［
ィ
、
齢
郎
リ
テ
］
之
（
返
）
を
行
せ
よ
、
僑
慢
（
返
）
を
除
去
し
て
心
を
浮
法
（
返
）
に
▲
安
せ
よ
、
下
座
は
上
座
（
返
）
を
稀

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

せ

　

　

．

．

’

（
し
）
て
尊
者
（
返
）
と
鳥
、
上
座
は
下
座
（
返
）
を
稀
（
し
）
て
藩
命
（
返
）
と
篤
よ
、
四
▲
分
は
、
五
衆
の
相
礼
い
如
来
と
［
及
］
塔
と
を
は
通
（
し
）

て
礼
（
せ
）
よ
、
初
に
は
小
沙
弥
尼
は
大
沙
弥
尼
と
▲
沙
弥
と
式
叉
と
比
丘
尼
と
比
丘
と
如
来
と
［
及
〓
ハ
の
塔
（
返
）
と
を
礼
せ
よ
、
二
に
（
は
）

’

小
沙
弥
は
大
沙
▲
弥
尼
と
沙
弥
と
乃
至
如
来
及
（
ひ
）
六
の
塔
（
返
）
と
を
は
礼
（
す
）
へ
し
、
三
に
は
小
式
叉
摩
都
は
大
式
叉
と
乃
▲
至
如
来
及
（
ひ
）

四
の
塔
（
返
）
を
礼
す
（
へ
し
）
、
四
に
は
小
尼
は
大
尼
と
比
丘
と
如
来
と
の
三
人
と
三
の
塔
（
返
）
を
礼
す
（
へ
し
）
、
五
（
に
は
）
▲
小
比
丘
（
は
）

’

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

t

大
比
丘
と
［
及
］
如
来
と
の
二
人
及
（
ひ
）
二
（
の
）
塔
（
返
）
を
礼
す
（
へ
し
）
、
五
首
間
（
に
）
云
（
く
）
、
師
（
の
）
家
（
返
）
を
礼
（
す
る
こ

2

9

9

と

）

3

0

0

て

か

3
0
1
　
（
た
）

得
、

向

▲
還
（
り
）
て
自
問
（
し
）
て
日
く
、
生
（
き
）
し
時
は
是
、
師
な
り
、
死
（
し
）
て
は
枯
骨
（
返
）
と
成
（
り
）
ぬ
、
何
（
に
）
由
（
り
）

°

（
ひ
）
て
礼
（
せ
む
）
。
答
（
ふ
）
、
僻
、
在
世
の
時
に
は
▲
應
（
に
）
供
養
（
返
）
（
す
）
須
（
待
）
（
し
）
、
泥
担
（
し
）
巳
（
り
）
ぬ
れ
は
、
亦

是
、
枯
骨
な
り
。
師
も
亦
（
た
）
是
（
返
）
（
の
）
如
（
し
）
、
須
く
恩
（
返
）
を
報
（
待
）
（
す
る
）
故
に
。
▲
塚
（
返
）
（
を
）
礼
（
す
る
こ
と
）
得

ヰ

サ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ネ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

［
也
］
。
死
屍
の
茎
（
返
）
（
せ
）
未
る
に
、
義
を
も
て
准
（
し
）
て
之
（
返
）
を
礼
せ
よ
、
四
分
に
、
沙
弥
は
昔
に
生
年
（
返
）
を
以
て
次
第
（
返
）
と
鳥
、

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す

　

　

　

　

　

ヰ

招
▲
若
（
し
）
生
年
等
（
し
）
く
者
。
出
家
の
年
（
返
）
を
以
て
次
第
（
返
）
と
篤
應
（
し
）
、
間
（
ふ
）
、
沙
弥
、
大
沙
弥
▲
尼
（
返
）
を
礼
（
待
）
す
る
こ
と

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

穏

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＿

得
す
、
男
女
位
別
な
り
。
今
、
礼
（
返
）
（
す
る
こ
と
）
許
（
さ
）
考
答
（
ふ
）
、
非
（
返
）
と
い
ふ
こ
と
美
し
、
未
（
た
）
具
の
惣
名
に
し
て
、
勝

403503603

徳
と
し
て
▲
彰
（
返
）
す
可
（
待
）
き
こ
と
無
く
、
又
（
た
）
師
積
（
返
）
に
非
（
す
）
、
但
（
し
）
向
（
ひ
）
て
礼
し
、
屍
塚
（
返
）
に
及
－
以
（
待
）
（
ふ
）

°

こ
と
得
て
（
む
）
［
也
］
。
四
分
（
に
）
云
（
く
）
、
上
座
（
の
）
前
（
返
）
に
至
（
り
）
て
は
、
草
履
（
返
）
を
▲
脱
（
き
）
て
、
偏
に
右
一
層
（
返
）
を
祖

ト
ー
フ

（
き
）
て
掌
（
返
）
（
を
）
合
（
せ
）
て
、
手
に
雨
足
（
返
）
を
執
へ
て
云
へ
。
和
南
《
義
（
に
）
云
（
く
）
／
我
（
を
）
度
（
す
）
》
、
而
（
て
）
礼
（
返
）

（を）

ホ
　
　
（
と
い
）
は

作
（
す
）
▲
［
也
］
。
出
要
律
儀
（
に
）
云
（
く
）
、
和
南
者
　
恭
敬
（
返
）
（
を
）
鳥
（
す
）
［
也
］
。
聾
論
に
云
（
く
）
。
欒
那
麻
、
此
に
番

唐
招
提
寺
蔵
四
分
律
行
事
紗
巻
下
之
三
院
政
期
点
訓
読
文
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36

1

3

71

38

1

39

1

30

2

3

12

3

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（
し
）
て
▲
礼
（
返
）
を
鳥
（
す
）
、
五
分
に
は
、
若
（
し
）
人
多
（
く
は
）
、
但
（
た
）
、
別
し
て
師
（
返
）
を
礼
し
、
惣
し
て
鎗
人
（
返
）
（
を
）
礼
し
て

ヰ

［
而
］
去
（
る
）
。
中
含
（
に
）
云
（
く
）
、
俗
▲
人
（
の
）
家
（
返
）
に
至
（
り
）
て
は
、
先
（
つ
）
坐
（
し
）
巳
（
り
）
て
後
に
礼
敬
（
返
）
を
設
け

よ
、
餞
（
は
）
康
（
く
）
。
彼
の
恭
敬
経
（
に
）
説
（
返
）
（
け
る
）
か
如
（
し
）
、
毘
尼
母
に
云
（
く
）
。
無
夏
（
返
）
▲
従
（
り
）
九
夏
（
返
）
（
に
）
至

（
る
）
ま
て
に
是
、
下
座
な
り
。
十
夏
よ
り
十
九
夏
（
返
）
に
至
（
る
）
ま
て
を
中
座
（
返
）
と
名
（
つ
く
）
、
廿
夏
（
よ
り
）
柵
九
夏
（
返
）
（
に
）
▲
至

（
る
ま
て
を
）
上
座
（
返
）
と
名
（
つ
く
）
、
五
十
夏
よ
り
巳
去
は
、
一
切
の
沙
門
、
国
王
（
の
）
［
之
］
尊
▲
敬
（
返
）
（
す
る
）
所
、
是
、
者
曹
長
老
な

ヰ

り
（
と
）
い
ふ
。
僧
紙
に
無
歳
の
比
丘
は
三
歳
（
返
）
と
共
に
坐
（
返
）
す
る
こ
と
得
（
よ
）
、
乃
至
七
歳
は
十
歳
（
返
）
（
と
）
共
に
坐
（
返
）
す
る
こ
と

▲
得
（
よ
）
、
若
（
し
）
臥
－
淋
な
ら
は
、
三
人
坐
（
返
）
す
る
こ
と
得
（
よ
）
、
坐
林
な
ら
は
二
人
坐
す
。
長
（
さ
）
一
肘
半
休
に
は
、
三
歳
（
返
）
に

▲
相
（
ひ
）
降
（
し
て
）
二
人
共
に
坐
（
返
）
す
る
こ
と
待
（
よ
）
、
若
（
し
）
減
併
（
な
ら
は
）
上
座
（
返
）
に
与
（
へ
）
よ
。
若
（
し
）
臥
休
、
三

肘
（
返
）
に
過
（
せ
る
）
な
ら
は
、
四
歳
（
返
）
に
降
（
し
）
て
共
に
坐
（
す
る
こ
と
）
▲
得
（
よ
）
、
若
（
し
）
減
（
せ
は
）
得
（
返
）
不
（
れ
）
、
若
（
し
）

大
集
合
淋
座
少
く
は
休
（
返
）
を
連
（
ね
）
接
▲
繋
（
返
）
（
す
る
）
こ
と
得
（
よ
）
、
動
（
返
）
（
か
）
令
（
待
）
使
（
む
る
こ
と
）
勿
（
れ
）
、
同
坐
（
返
）
（
す

ま

る
）
こ
と
得
（
よ
）
、
若
（
し
）
方
啓
の
長
（
さ
）
三
肘
（
な
ら
）
は
四
歳
（
返
）
（
と
）
共
に
坐
（
返
）
（
す
る
こ
と
）
得
（
よ
）
、
減
せ
者
得
（
返
）
▲
不

（
れ
）
、
若
（
し
）
草
（
返
）
を
散
－
敷
し
て
地
に
共
坐
（
す
る
）
に
罪
（
返
）
無
（
し
）
と
い
は
、
伽
論
（
に
）
云
（
く
）
、
地
（
に
）
敷
（
く
）
に
末

ツ
ヽ

受
具
▲
人
（
返
）
と
共
に
坐
（
す
る
こ
と
）
得
（
よ
）
。
薩
婆
多
（
に
は
）
長
休
の
相
（
ひ
）
接
ク
は
但
（
た
）
席
（
返
）
（
を
）
異
（
な
ら
）
令
め
て
岸

（と）

（
を
）
異
（
に
す
）
。
磐
（
を
）
異
（
に
す
）
。
中
空
く
各
（
の
）
異
（
返
）
（
な
る
こ
と
）
▲
絶
工
令
め
て
女
人
与
（
待
）
坐
（
返
）
（
す
る
こ
と
）
得
む
と

ヽ

い
へ
り
、
僧
裾
に
人
の
礼
拝
（
返
）
を
受
（
く
る
）
に
は
唖
羊
（
返
）
の
如
（
く
）
し
て
語
（
退
）
（
ら
）
不
（
待
）
（
る
）
こ
と
得
（
待
）
不
、
▲
営
（
に
）
相

（
い
な
）

（
ひ
）
間
訊
（
返
）
（
す
）
［
普
］
（
再
説
）
（
し
）
、
病
悩
（
返
）
は
少
（
き
）
や
、
安
楽
な
り
や
不
や
、
道
路
に
疲
苦
（
返
）
（
せ
）
不
（
る
）
や
、
（
と
の
）
等

ヽ

く
イ
フ
、
上
座
（
返
）
（
と
）
共
に
語
（
る
）
に
は
亦
（
た
）
憲
命
（
返
）
と
云
（
待
）
（
ふ
）
こ
と
▲
得
む
、
　
二
（
に
）
造
俳
優
塔
寺
（
の
）
法
（
返
）

を
明
（
す
）
、
初
に
は
俳
優
（
返
）
（
を
）
造
る
法
（
返
）
を
明
（
す
）
、
▲
意
都
。
如
来
、
世
（
返
）
に
出
（
る
）
に
二
益
（
返
〉
有
（
り
）
、
二
に
は
）
現

▼

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ
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在
の
生
身
に
法
（
返
）
を
説
（
待
）
（
か
）
む
か
鳥
（
な
り
）
、
二
（
に
は
）
未
来
に
経
▲
像
を
流
布
し
て
諸
の
衆
生
を
し
て
弥
勒
彿
（
返
）
の
ミ
（
も
と
に
）

し於
て
法
（
返
）
を
聞
（
待
）
（
き
）
悟
解
し
超
昇
し
離
生
（
返
）
（
せ
）
令
め
（
む
）
と
な
り
、
此
は
大
▲
意
（
な
り
）
［
也
］
。
後
生
（
に
）
像
（
返
）
（
を
）

’

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

造
（
る
）
に
表
彰
（
返
）
す
る
所
（
待
）
無
（
待
）
か
（
ら
）
む
と
恐
（
る
る
）
故
（
な
り
）
。
日
蓮
、
窮
（
ら
）
匠
工
（
返
）
を
牌
て
天
（
返
）
に
上
（
り
）

て
野
▲
取
（
。
）
き
、
是
（
返
）
（
の
）
如
（
く
）
三
反
し
て
方
に
乃
（
し
）
眞
（
返
）
に
近
け
り
、
［
干
］
天
よ
り
下
（
待
）
（
り
）
L
に
至
（
。
）
て

ヲ

此
（
の
）
像
、
地
（
返
）
（
に
）
重
り
て
世
尊
（
返
）
を
来
迎
（
し
）
タ
マ
ヒ
き
、
▲
命
（
し
て
）
日
（
く
）
、
汝
、
来
世
（
返
）
於
廣
（
く
）
僻
事
（
返
）
を

ク

タ

　

　

ノ

タ

マ

ハ

作
（
ら
）
む
、
因
（
り
）
て
勅
（
返
）
を
垂
シ
て
云
　
く
、
我
、
滅
度
後
に
は
形
▲
像
（
を
）
道
立
し
て
二
、
彿
（
返
）
に
似
て
見
む
者
を
し
て
法

身
の
儀
則
（
返
）
を
得
（
待
）
使
（
め
）
む
、
乃
至
、
壁
宰
供
養
せ
む
ハ
皆
（
な
）
来
世
（
返
）
▲
於
l
念
併
三
昧
（
返
）
を
得
む
、
諸
（
の
）
相
好
（
返
）
を

具
（
せ
し
）
め
む
、
是
（
返
）
（
の
）
如
（
く
）
道
立
す
る
、
是
れ
俳
優
の
鰭
な
り
、
▲
《
此
（
の
）
像
は
中
国
の
僧
、
漠
（
の
）
地
に
婿
て
来
（
り
）

L
に
諸
閲
、
許
（
返
）
（
さ
）
不
し
て
各
（
の
）
愛
護
し
て
出
境
（
返
）
（
せ
）
令
（
待
）
（
め
）
不
（
り
）
き
、
王
、
本
（
返
）
に
俵
（
り
）
て
之
（
返
）
を

も
の

寓
し
留
（
待
）
（
め
）
令
（
め
）
て
／
後
（
に
）
博
（
ふ
）
る
者
乃
至
、
四
（
ひ
）
彼
の
本
（
返
）
（
を
）
寓
（
さ
）
令
（
め
）
て
、
今
、
楊
州
（
の
）
長

4

柴
寺
（
返
）
に
在
（
り
）
、
亦
（
た
）
龍
光
瑞
像
（
返
）
と
云
（
ふ
）
是
（
な
り
）
［
也
］
。
》
▲
今
の
人
、
情
（
返
）
に
随
（
ひ
）
て
［
而
］
造
（
り
）
て
各

（
の
）
奇
薄
（
返
）
を
生
し
て
、
本
の
賓
（
返
）
を
追
（
待
）
（
は
）
不
、
競
（
ひ
）
て
世
染
（
返
）
に
封
せ
り
、
所
－
以
（
に
）
中
▲
園
よ
り
停
（
は
）
れ
る

ヰ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ケ

イ

　

　

　

　

　

シ

ク

像
の
嶺
東
（
返
）
に
在
（
待
）
（
る
）
者
。
近
（
に
）
皆
（
な
）
風
骨
、
鞠
ク
壮
に
し
て
儀
錘
ク
シ
ク
．
イ
カ
メ
シ
ク
（
に
し
）
て
隆
し
重
な
り
。
神
▲
瑞
（
返
）
を
費
（
待
）

（
す
る
）
毎
（
に
）
世
（
返
）
を
光
し
、
善
（
返
）
を
生
す
、
《
長
子
の
瑞
像
（
返
）
（
の
）
如
（
き
）
は
、
是
、
阿
育
王
の
第
四
の
女
の
／
脚
鉄
銘
（
返
）
（
を
）

い
へ

作
（
る
）
な
り
と
云
り
。
今
、
京
師
（
返
）
（
に
）
在
（
り
）
て
、
大
（
に
）
塞
相
（
返
）
（
を
）
賛
（
す
）
》
［
干
］
漢
（
の
）
世
（
に
）
逮
（
ふ
ま
て
）

’

彷
密
と
し
て
▲
眞
（
返
）
に
入
（
り
）
き
、
之
を
膏
と
宋
（
返
）
と
に
流
（
へ
）
て
、
頗
（
た
）
皆
（
な
）
賓
（
返
）
に
近
し
、
泣
（
に
）
敬
心
懸
重

に
し
て
、
意
、
景
仰
（
返
）
を
存
（
待
）
（
す
る
）
に
由
（
る
）
な
。
、
▲
聖
の
掛
那
（
返
）
に
准
（
ひ
）
て
、
故
（
に
）
造
（
返
）
（
る
）
所
、
靂
異
な

レ
イ

ヰ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

つ

と

）

メ

り
。
今
、
随
－
世
の
末
よ
り
人
の
務
　
情
の
巧
（
み
）
に
し
て
、
福
敬
（
返
）
（
に
）
在
（
待
）
（
る
こ
と
）
得
た
り
、
法
式
（
返
）
に
在
（
る
こ
と
）
▲
失

唐
招
提
寺
蔵
四
分
律
行
事
紗
巻
下
之
三
院
政
期
点
訓
読
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鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

せ
る
、
但
（
し
）
尺
寸
（
の
）
拉
長
（
返
）
（
を
）
間
（
ひ
）
て
、
耳
目
全
（
く
）
具
（
返
）
（
し
）
た
る
こ
と
を
は
論
（
待
）
（
せ
）
不
、
或
（
は
）
債
の

持
利
▲
鈍
（
返
）
を
寧
ヒ
、
供
の
厚
薄
（
返
）
を
計
（
。
）
て
、
酒
肉
賞
遺
し
貪
嬢
俗
務
し
て
身
に
潔
浮
（
返
）
無
（
し
）
、
心
は
唯
（
た
）
利
（
返
）
に
▲
捗

る
、
尊
像
、
樹
（
返
）
（
つ
と
）
錐
（
も
）
復
（
た
）
成
東
（
返
）
無
（
待
）
（
か
ら
）
使
（
待
）
（
む
る
）
こ
と
（
を
）
致
す
、
菩
薩
の
立
形
は
、
姪
女
（
の
）

キ

3
3
7
▲
［
之
］
像
（
返
）
に
醤
類
し
、
金
剛
の
顆
貌
は
、
遮
炉
婦
（
の
）
［
之
］
儀
（
返
）
に
等
（
し
）
く
、
乃
至
経
巻
（
返
）
（
を
）
抄
寓
（
す
る
）
に
は
、
唯

ヰ

　

　

　

　

　

ヽ

H
（
た
）
務
▲
醸
し
て
、
弱
筆
危
紙
（
返
）
（
を
）
得
、
悪
匠
、
都
養
し
、
前
の
工
、
敬
（
返
）
（
ふ
）
こ
と
無
く
、
自
心
に
▲
慢
（
返
）
有
（
待
）
（
ら
）
使
（
む

夕

る
）
こ
と
致
す
、
彼
此
通
醸
し
て
、
法
儀
滅
し
ぬ
［
臭
］
。
経
1
像
、
世
（
返
）
を
訓
（
し
）
て
、
諸
信
の
首
（
返
）
鳥
（
待
）
ラ
令
（
待
）
（
め
む
）
こ
と

043143243343

ネ

　

　

　

　

（

か

へ

）

致
（
す
）
、
反
（
り
）
て
自
（
ら
）
威
靂
（
を
）
▲
軽
侮
（
す
る
こ
と
）
、
焉
そ
在
（
ら
）
む
。
故
（
に
）
倫
盗
し
て
毀
壊
し
、
私
腐
冶
錆
し
て
脛
（
返
）

（
を
）
焚
（
き
）
て
受
用
▲
多
く
罪
脊
（
返
）
に
陪
（
待
）
（
つ
る
）
こ
と
致
（
す
）
、
並
（
に
）
世
出
世
（
の
）
法
（
返
）
に
違
－
背
（
待
）
（
す
る
に
）
由
（
り

て
）
、
現
在
未
来
（
に
）
無
量
（
の
）
苦
（
返
）
（
を
）
受
（
く
）
、
▲
皆
（
な
）
失
法
（
の
）
［
之
］
所
致
（
返
）
に
由
（
り
）
て

道
俗
に
法
（
返
）
存
（
待
）
（
ら
）
使
め
て
、
造
り
、
眞
儀
（
返
）
（
を
）
得
つ
れ
ハ
、
鳥
獣
ス
ラ
敢
て
汚
践
（
返
）
（
せ
）
▲
不
、
何

（
や
）
　
コ
ノ
コ
ロ

乎
《
近
　
見
れ
は
、
有
（
る
）
賊
、
瑞
像
（
返
）
を
勃
盗
せ
む
と
し
て
、
綾
に
彿
殿
（
返
）
（
に
）
入
（
る
）
に
、
便
（
ち
）

趣
（
返
）
（
を
）
知
（
待
）
（
る
こ
と
）
莫
（
し
）
、
噴
（
返
）
（
に
）
至
（
り
て
）
寺
僧
惟
（
み
）
て
間
（
ふ
）
に
、
久
（
く
し
て
）

（
な
り
）
　
［
也
］
。
若
（
し
）

（
に
）
況
（
や
）
人
（
を
）

忽
（
ち
）
　
迷
／
悶
し
て
所

［
而
］
方
（
に
）
醒
（
め
）

4435436

43743843943

・
ワ

た
り
》
但
（
し
）
▲
能
（
く
）
聖
の
造
れ
る
儀
（
返
）
を
奉
ク
レ
ハ
、
僻
、
亦

（
く
）
。
僻
、
右
の
牙
、
帝
繹
虞
。
▲
右
（
の
）
軟
宜
骨
、
師
千
国
の
中
に
あ
り
。

＿

（
た
）
形
（
返
）
　
（
を
）
垂
れ
、
迩
（
返
）
を
示
（
す
）
、
善
見
（
に
）
云

増
一
（
に
）
云
（
く
）
、
優
填
王
は
栴
檀
（
返
）
を
造
れ
り
、
波
斯
匿

▲
王
、
紫
金
（
返
）
（
を
）
造
れ
り
、
二
億
各
（
の
）
長
（
さ
）
五
尺
な
り
。

ま

▲
舎
利
（
返
）
有
（
る
）
を
は
塔
（
返
）
と
名
（
つ
く
）
、
無
（
き
）
を
者
支
提
（
返
）

ホ
ト
ウ

諭
婆
（
返
）
と
云
（
ふ
）
《
此
、
塚
（
返
）
（
と
）
云
（
ふ
）
［
也
］
／
亦
（
た
）

°

（
な
り
）
［
也
］
》
増
一
阿
含
（
に
）
云
（
く
）
、
初
（
め
）
て
倫
婆
（
返
）
を
起

’

次
（
に
）
造
塔
法
（
返
）
（
を
）
明
（
す
）
、

と
名
（
つ
く
）
、
塔
、
或
（
は
）
塔
婆
（
返
）

方
墳
（
返
）
と
云
（
ふ
）
》
▲
支
提
を
廟
（
返
）

（
て
）
放
き
寺
（
返
）
（
を
）
補
治
す
る
こ
と
、

雑
心
　
（
に
）
　
云
　
（
く
）
、

と
名
（
つ
く
）
、
或
（
は
）

（は）

と
云
　
（
ふ
）
《
廟
者
／
貌

泣
（
に
）
▲
梵
福
（
返
）
を



053153253353453553653753853953063163263363463

受
（
け
）
た
り
、
何
を
か
梵
福
（
返
）
と
云
（
ふ
）
、
閻
浮
提
一
洲
（
の
）
人
（
の
）
功
徳
（
返
）
（
の
）
如
（
き
）
は
一
時
輪
王
の
▲
功
徳
（
返
）
（
に
）
如
（
待
）

（
か
）
不
、
是
（
の
）
如
（
き
）
西
東
北
の
天
下
。
乃
至
四
天
六
欲
。
初
繹
（
は
）
惣
て
多
（
き
）
を
も
て
一
▲
梵
主
の
功
徳
（
返
）
に
比
す
、
此
、
梵

す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

福
量
（
返
）
と
鳥
、
是
（
の
）
如
（
く
）
撃
（
返
）
（
ふ
）
営
（
し
）
、
四
分
に
は
、
若
（
し
）
塔
（
返
）
（
を
）
起
て
は
［
者
］
。
▲
四
方
。
若
（
L
は
）
囲
。

若
（
L
は
）
八
角
（
返
）
に
す
鷹
（
し
）
、
麺
木
（
返
）
（
を
）
以
（
て
）
作
（
り
）
巳
（
り
）
て
、
黒
泥
乃
至
石
灰
、
白
土
▲
等
（
返
）
を
用
（
ゐ
て
）

基
（
返
）
に
安
（
待
）
（
す
）
・
應
（
し
）
、
四
連
に
蘭
欄
（
返
）
を
作
れ
、
華
香
（
返
）
（
を
）
安
し
て
上
（
返
）
に
着
け
、
旛
蓋
（
返
）
を
懸
（
く
）
る
▲
物
（
返
）

を
安
（
待
）
（
す
る
）
こ
と
聴
す
、
塔
（
の
）
上
二
蘭
楯
（
の
）
上
（
返
）
に
上
（
待
）
（
る
こ
と
）
得
（
待
）
不
、
護
塔
神
咲
・
《
大
論
（
に
は
）
密
迩
金
剛

鬼
神
道
の
中
な
り
、
／
又
（
た
）
云
（
く
）
、
執
金
剛
菩
薩
、
常
（
に
）
▲
金
剛
（
返
）
（
を
）
執
（
り
）
て
衛
護
（
す
）
、
五
分
に
は
、
俄
の
／
四
面

（
に
）
は
五
百
の
金
剛
あ
り
（
と
）
い
ふ
［
也
］
。
》
若
（
し
）
取
（
り
）
与
（
返
）
（
ふ
る
）
所
（
待
）
有
る
に
は
、
彼
（
返
）
を
開
（
け
）
、
旛
蓋
（
返
）

（
を
）
安
（
せ
）
む
こ
と
も
、
像
の
▲
上
（
返
）
（
を
）
蹟
（
待
）
（
む
）
こ
と
得
（
待
）
不
れ
、
飴
（
の
）
方
便
（
返
）
（
を
）
作
（
り
）
て
、
鐙
（
り
）
て
、

ヒ

タ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

之
（
返
）
を
安
け
、
若
（
し
）
塔
、
露
地
に
し
て
供
養
の
具
、
雨
に
潰
リ
「
漬
レ
］
、
風
に
諷
り
、
▲
烏
鳥
の
浮
（
く
）
ア
ラ
不
卦
、
種
種
（
の
）

ヌ

舎
（
返
）
を
作
（
り
て
）
之
（
返
）
を
覆
へ
、
地
（
に
）
塵
（
返
）
有
（
ら
）
は
、
種
種
の
泥
（
を
）
も
て
之
（
返
）
に
肺
レ
、
▲
足
（
返
）
（
を
）
洗
フ
器
（
を
）

函

道
の
遽
（
返
）
に
安
（
待
）
ク
須
（
し
）
、
外
に
は
謄
門
（
返
）
を
作
（
り
）
て
安
置
せ
よ
、
若
（
L
は
）
上
美
の
飲
食
を
は
金
賓
等
の
▲
器
（
返
）
（
を
）
用

モ

（
ゐ
）
て
之
（
返
）
を
盛
レ
、
白
衣
を
し
て
伎
欒
供
養
（
返
）
（
せ
）
令
め
よ
、
若
（
L
は
）
飲
食
を
は
昔
に
比
丘
。
沙
弥
。
優
▲
婆
塞
の
。
塔
（
返
）
を

経
－
管
し
て
作
（
ら
）
む
者
（
返
）
に
与
（
待
）
（
ふ
）
［
昔
］
（
再
諌
）
し
、
食
（
返
）
（
す
）
應
（
し
）
、
舎
利
を
は
金
賓
塔
の
中
（
返
）
に
安
け
、
若
（
L
は
）

ヒ
ト

檜
綿
の
▲
中
、
若
（
L
は
）
持
行
せ
む
者
マ
レ
、
若
（
L
は
）
畜
生
マ
レ
、
若
（
L
は
）
頭
上
。
肩
上
に
。
婚
戴
せ
よ
。
若
（
し
）
梯
（
ふ
）
に
は
、

ハ
、
キ

樹
の
▲
葉
。
孔
雀
の
尾
の
梯
（
返
）
を
用
（
待
）
（
ゐ
る
）
應
（
し
）
、
多
（
く
）
香
華
（
返
）
有
（
ら
は
）
、
基
の
上
、
蘭
の
上
、
代
の
上
、
袴
の
中
に

▲
轡
返
）
（
を
）
羅
輿
せ
よ
）
、
貫
（
き
）
て
屋
の
藩
の
前
（
返
）
に
懸
（
け
）
よ
、
香
泥
（
返
）
有
（
。
）
て
（
は
）
、
手
輪
像
（
返
）
に
作
れ
、
乃
至
飴
（
返
）

ヌ

　

　

　

　

　

（

こ

と

）

　

　

　

　

ホ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

い

）

は

有
（
ら
）
は
、
地
（
返
）
に
泥
レ
（
と
の
）
　
等
く
い
ふ
、
▲
僧
祇
（
に
は
）
塔
の
事
と
者
、
僧
伽
藍
（
返
）
（
を
）
起
（
つ
る
）
時
に
は
、
先
（
つ
）
好

唐
招
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巻
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（

お

）

地
（
返
）
を
規
1
度
リ
て
、
塔
（
返
）
（
を
）
作
（
ら
）
む
虚
と
せ
よ
、
其
（
の
〉
塔
、
南
（
返
〉
（
に
）
在
き
、
西
〈
返
）
に
在
（
待
）
（
く
）
こ
と
得
（
待
）
▲
不

（
れ
）
、
東
（
返
）
に
在
き
、
北
（
返
）
に
在
（
く
）
應
（
し
）
、
《
中
開
（
の
）
伽
藍
の
門
、
皆
（
な
）
東
に
向
（
く
）
か
故
（
な
り
）
。
傭
塔
、
廟
字
、

／
皆
（
な
）
東
（
返
）
（
に
）
向
（
き
）
て
開
（
く
）
、
乃
至
厨
廊
亦
（
た
）
西
南
（
返
）
に
在
く
、
▲
彼
（
の
）
固
、
東
北
の
風
多
（
返
）
（
き
）
に
由
（
り
）

ヨ

て
（
の
）
故
（
な
り
）
［
也
］
。
神
州
は
／
南
（
を
）
尚
ヒ
て
正
陽
（
返
）
と
鳥
、
必
（
す
し
）
も
中
土
の
法
（
返
）
に
仇
ラ
不
れ
［
也
］
》
僧
地
を
も
て

僻
地
（
返
）
を
侵
（
待
）
（
す
）
こ
と
得
（
待
）
不
（
れ
）
、
僻
地
を
も
て
僧
▲
地
（
返
）
を
侵
（
待
）
（
す
）
こ
と
得
（
待
）
不
（
れ
）
、
飴
（
は
）
盗
戒
の
随
相

・
T

に
説
（
返
）
（
く
）
か
如
（
し
）
、
善
生
経
（
に
）
云
（
く
）
。
善
男
子
、
如
来
は
、
即
（
ち
）
是
、
一
切
▲
智
蔵
な
り
。
是
（
の
）
故
（
に
）
智
者
（
な

°

り
）
。
昔
に
心
（
近
）
（
を
）
至
（
し
て
）
勤
修
し
て
生
身
。
滅
身
。
形
像
。
塔
▲
廟
（
返
）
を
供
－
給
（
待
）
（
す
）
應
（
し
）
、
若
（
L
は
）
、
［
於
］
空
野

の
塔
、
像
（
返
）
無
（
か
ら
）
む
虚
に
し
て
、
常
（
に
）
念
（
返
）
（
を
）
繋
（
し
）
て
尊
重
讃
歎
（
返
）
（
す
）
普
（
し
）
、
若
（
し
）
は
自
▲
力
を
も
て

モ

作
（
れ
）
。
若
（
L
は
）
人
（
返
）
（
を
）
勤
（
め
）
て
作
（
ら
し
）
め
、
作
（
返
）
（
ら
）
む
（
を
）
見
て
喜
（
返
）
を
生
せ
、
如
シ
其
（
れ
）
、
自
（
ら
）

ま

功
徳
（
の
）
力
（
返
）
有
（
ら
）
考
要
（
す
）
▲
康
（
く
）
衆
多
（
の
）
［
之
］
人
（
返
）
（
を
）
教
（
へ
）
て
［
而
］
共
に
之
（
返
）
（
を
）
作
（
待
）
（
る
）

普
（
し
）
、
既
（
に
）
供
養
（
し
）
巳
（
り
）
て
は
己
（
か
）
身
（
の
）
中
（
返
）
（
に
）
於
て
▲
軽
想
（
返
）
（
を
）
生
（
待
）
（
す
）
こ
と
莫
れ
、
三
賓

（
の
）
所
（
返
）
（
に
）
於
て
も
亦
（
た
）
是
（
返
）
（
の
）
如
（
待
）
（
く
）
す
應
（
し
）
、
凡
（
そ
）
供
養
（
返
）
す
る
所
に
は
人
を
し
て
作
（
返
）
（
ら
）
使

3
7
3
（
め
）
不
れ
、
▲
他
（
返
）
（
に
）
勝
（
待
）
（
ら
）
む
か
鳥
に
（
せ
）
不
（
れ
）
、
作
（
る
）
時
に
悔
（
返
）
（
い
）
不
れ
、
心
に
愁
悩
（
返
）
（
せ
）
不
れ
、
合

描
掌
讃
歎
し
恭
敬
尊
重
せ
よ
。
若
（
L
は
）
一
▲
鏡
一
絨
〓
章
一
香
二
偽
「
礼
一
市
一
時
乃
至
無
量
賓
無
量
▲
市
無
量
時
（
返
）
を
以
（
て
）
せ
よ
、
若

4

（
し
）
は
自
（
ら
）
猫
（
り
）
作
り
、
若
（
L
は
）
他
（
返
）
と
共
に
作
れ
。
善
男
子
。
若
（
し
）
能
く
是
（
返
）
（
の
）
如
（
く
）
心
（
返
）
（
を
）
至
（
し

673

拐973

（は）

て
）
彿
法
僧
（
返
）
（
を
）
▲
供
養
せ
者
。
若
（
L
は
）
我
現
に
在
（
る
）
も
若
（
L
は
）
捏
磐
（
の
）
後
に
も
等
（
し
く
）
し
て
差
別
（
返
）
無
（
し
）
、

若
（
し
）

t

▲
塔
廟
（
返
）
（
を
）
見
て
は
金
銀
銅
繊
細
墳
旛
蓋
伎
柴
香
油
燈
明
（
返
）
（
を
）
以
て
［
而
］
▲
之
（
返
）
（
を
）
供
養
（
待
）
（
す
）
應
（
し
）
、
若

（
し
）
鳥
獣
践
路
毀
壊
（
返
）
（
を
）
見
て
は
、
要
（
す
）
塗
治
掃
除
し
て
浮
（
返
）
（
な
ら
）
令
（
待
）
（
む
）
営
（
し
）
、
暴
風
▲
水
火
。
人
の
所
壕
の
虚
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を
も
亦
（
た
）
自
治
（
返
）
（
す
）
普
（
し
）
、
自
（
ら
）
若
（
し
）
力
（
返
）
無
（
く
）
は
、
人
（
返
）
（
を
）
勧
（
め
）
て
治
（
返
）
（
す
）
普
（
し
）
、
或

（
は
）
金
▲
銀
鋼
鏡
土
木
（
返
）
（
を
）
以
（
て
）
せ
よ
、
若
（
し
）
塵
土
（
返
）
有
（
ら
）
は
滞
掃
除
排
せ
よ
。
若
（
し
）
垢
汚
（
返
）
有
（
ら
）
は
香
水
（
返
）

ヰ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

（
を
）
以
（
て
）
▲
洗
へ
。
若
（
し
）
資
塔
（
返
）
（
を
）
作
り
及
（
ひ
）
賓
像
（
返
）
を
作
（
り
）
て
は
種
種
（
の
）
旛
香
華
（
返
）
（
を
）
以
（
て
）
奉

上
（
す
）
普
（
し
）
。
若
（
し
）
眞
賓
（
返
）
▲
無
（
く
）
し
て
力
、
排
（
返
）
（
す
る
こ
と
）
能
（
待
）
（
は
）
不
は
次
（
に
）
土
木
（
返
）
（
を
）
以
（
て
）

［
而
］
之
（
返
）
（
を
）
造
り
成
（
せ
）
よ
、
成
（
し
）
詑
（
り
）
て
は
亦
（
た
）
営
（
に
）
旛
蓋
▲
香
華
伎
柴
を
も
て
種
種
（
に
）
供
養
（
す
）
へ
し
。

若
（
し
）
是
（
の
）
塔
（
の
）
中
に
草
木
（
の
）
不
浄
、
鳥
獣
（
の
）
死
屍
。
▲
及
（
ひ
）
諸
（
の
）
糞
積
。
萎
華
臭
爛
せ
は
悉
（
く
）
除
去
（
す
）

皆
（
し
）
。
蛇
鼠
の
孔
穴
ア
ラ
バ
▲
之
（
返
）
を
塞
－
治
（
待
）
（
す
）
普
（
し
）
、
銅
像
。
木
像
。
石
像
。
泥
像
。
金
銀
瑠
璃
頗
梨
等
の
像
を
は
常
（
に
）

昔
に
洗
▲
治
（
返
）
す
［
営
］
（
再
讃
）
（
し
）
、
力
（
返
）
（
に
）
任
（
せ
）
て
香
を
塗
れ
。
力
（
返
）
（
に
）
随
（
ひ
て
）
種
種
（
の
）
理
堵
（
返
）
を
造
作
せ

t

よ
、
乃
至
、
猶
（
は
）
特
輪
聖
▲
王
の
塔
精
舎
の
内
（
返
）
の
如
（
く
）
し
て
普
（
に
）
香
（
返
）
（
を
）
以
（
て
）
塗
り
。
若
（
L
は
）
白
土
を
も
て

ヰ

キ

ヤ

ウ

　

サ

塗
（
る
）
へ
し
。
塔
像
（
を
）
作
（
り
）
巳
（
り
）
て
は
、
瑠
▲
璃
頗
梨
眞
珠
綾
絹
錦
綜
鈴
磐
縄
墳
（
返
）
を
以
（
て
〓
而
］
之
（
返
）
を
供
養
（
待
）

ケ

ウ

　

ニ

ウ

ケ

イ

（
す
）
普
（
し
）
、
彿
像
（
返
）
を
書
〓
く
）
▲
時
に
、
綜
の
中
に
膠
　
乳
鶏
子
（
返
）
を
雑
（
待
）
（
へ
）
不
れ
、
種
種
（
の
）
華
貫
。
散
華
。
妙
沸
。
明

〓
カ
ハ

▲
鏡
。
末
香
。
散
香
。
焼
香
。
種
種
（
の
）
伎
契
歌
傭
（
返
）
を
以
（
て
）
供
養
（
す
る
）
こ
と
、
書
夜
に
絶
（
返
）
（
え
）
不
（
待
）
（
る
）
應
（
し
）
、
如
（
返
）

ヰ

（
か
）
せ
▲
不
れ
は
、
外
道
、
蘇
、
大
葬
（
返
）
を
燐
（
き
）
て
［
而
］
之
（
返
）
（
を
）
供
養
（
す
）
、
終
（
に
）
蘇
（
返
）
（
を
）
以
て
塔
、
像
▲
身
（
返
）

t

に
塗
（
待
）
（
ら
）
不
（
れ
）
、
亦
（
た
）
乳
洗
（
返
）
（
せ
）
不
（
れ
）
、
半
身
の
彿
像
（
返
）
を
造
作
（
待
）
（
す
）
應
（
か
ら
）
不
、
若
（
し
）
形
像
（
返
）

有
（
り
）
て
身
、
具
▲
足
（
返
）
（
せ
）
不
は
、
密
（
に
）
蔵
覆
し
て
、
人
（
返
）
（
を
）
勧
（
め
）
て
治
（
返
）
せ
令
（
待
）
（
む
る
）
普
（
し
）
、
治
、
具

足
（
し
）
己
（
り
）
て
、
然
（
し
て
）
後
、
顆
示
し
て
。
毀
壕
の
▲
像
（
返
）
（
を
）
見
（
て
）
、
菖
（
に
）
心
（
返
）
（
を
）
至
（
し
）
て
、
供
養
、
恭
′

ヰ

敬
す
る
こ
と
、
完
（
返
）
き
か
如
（
く
）
、
別
（
返
）
に
す
る
こ
と
無
（
待
）
（
か
る
）
應
（
し
）
、
是
（
返
）
（
の
）
如
（
く
）
供
養
（
せ
よ
）
。
要
（
す
）
身

ツ

カ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

▲
自
（
ら
）
作
れ
。
自
（
ら
）
若
（
し
）
力
（
返
）
無
（
く
）
は
他
（
返
）
（
か
）
鳥
（
に
）
使
ハ
レ
、
亦
（
た
）
他
人
（
返
）
（
を
）
勧
（
め
）
て
之
（
返
）

唐
招
提
寺
蔵
四
分
律
行
事
砂
巻
下
之
三
院
政
期
点
訓
読
文
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．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

L

．

　

．

　

1

（
を
）
作
助
（
せ
）
令
（
待
）
（
む
）
普
（
し
）
、
若
（
し
）
人
、
能
（
く
）
四
天
下
（
の
）
賓
（
返
）
（
を
）
▲
以
（
て
）
如
来
（
返
）
に
供
養
せ
む
に
、
人

ヰ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

（
返
）
有
（
り
て
）
應
（
に
）
種
種
（
の
）
功
徳
（
返
）
（
を
）
以
（
て
）
尊
重
讃
▲
歎
せ
む
、
是
、
二
の
福
徳
は
等
（
し
く
し
て
）
差
別
（
返
）
無
（
し
）
、

無
垢
清
信
女
閉
経
（
に
）
云
（
く
）
、
知
（
返
）
（
ら
）
和
、
備
▲
塔
地
（
返
）
（
を
）
掃
（
く
）
に
は
何
（
の
）
善
報
（
返
）
（
か
）
有
（
る
）
、
四
相
を
も

＿

て
塗
治
す
（
る
）
、
華
香
供
養
す
る
、
復
（
た
）
何
（
の
）
福
報
か
あ
る
、
▲
繹
（
返
）
（
に
）
入
（
り
）
て
梵
行
（
返
）
（
を
）
修
し
、
三
蹄
五
戒
に
復

（
た
）
何
（
の
）
福
（
返
）
を
か
得
（
む
）
、
僻
、
女
（
返
）
（
に
）
告
（
け
て
）
言
（
く
）
。
僻
地
（
返
）
（
を
）
掃
（
く
）
に
、
▲
五
福
（
返
）
（
を
）
得
（
む
）
、

・
ギ

一
（
に
は
）
自
心
清
浄
な
り
、
他
人
、
見
巳
（
り
）
て
、
亦
（
た
）
挿
心
（
返
）
を
生
す
、
二
（
に
は
）
他
（
返
）
（
か
）
鳥
（
に
）
愛
せ
ら
る
二
二
（
に

は
）
天
▲
心
に
歓
喜
す
。
四
（
に
は
）
端
正
の
業
（
返
）
を
集
（
む
）
。
五
（
に
は
）
命
終
（
し
て
）
、
善
道
天
中
（
返
）
に
生
（
る
る
）
な
り
、
若
（
し
）

4

人
、
彿
（
返
）
（
を
）
信
（
し
）
て
、
▲
囲
輪
の
形
（
返
）
を
作
り
、
塔
地
（
返
）
（
を
）
塗
（
り
）
、
華
（
返
）
（
を
）
散
（
し
）
、
香
（
返
）
（
を
）
焼
（
か
は
）
、

ヰ

是
（
返
）
（
の
）
如
（
き
）
供
養
巳
（
り
）
て
、
彼
（
の
）
人
、
命
終
し
て
、
▲
弗
婆
提
（
返
）
（
に
）
生
（
れ
）
て
、
冨
楽
自
在
な
ら
む
、
後
（
に
）
化

・

ポ

　

　

　

ヰ

楽
天
（
返
）
に
生
（
れ
）
む
、
若
（
し
）
人
、
悌
（
返
）
を
信
（
し
）
て
、
半
月
形
（
返
）
を
作
（
り
）
て
、
▲
僻
塔
地
（
返
）
（
を
）
塗
り
、
華
（
返
）
（
を
）

ヰ

　

　

　

　

（

は

）

散
（
し
）
、
香
（
返
）
（
を
）
焼
（
か
）
者
、
豊
陀
尼
（
返
）
（
に
）
生
（
れ
て
）
、
後
（
に
）
兜
率
天
（
返
）
（
に
）
生
（
れ
）
む
、
若
（
し
）
人
、
彿
〈
返
）

（
を
）
信
（
し
）
て
、
彿
▲
塔
邁
（
返
）
に
於
（
て
）
、
四
方
に
地
（
返
）
を
塗
り
、
華
（
返
）
（
を
）
散
（
し
）
、
香
（
返
）
（
を
）
焼
（
か
は
）
、
彼
終
（
り
）

ヽ

て
、
鬱
畢
越
（
返
）
（
に
）
生
（
れ
）
て
、
後
に
炎
摩
▲
天
（
返
）
に
生
（
れ
）
む
、
若
（
し
）
人
、
併
（
返
）
（
を
）
信
（
し
）
て
、
人
の
面
の
形
（
退
）
を

’

　

　

’

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、

作
り
、
併
塔
地
（
返
）
（
を
）
塗
（
り
）
、
華
香
供
養
せ
む
、
所
有
（
の
）
善
根
果
▲
報
、
是
（
返
）
（
の
）
如
（
し
）
、
若
（
し
）
人
、
繹
〈
返
）
（
に
）
入

（
り
て
）
、
四
聖
行
（
返
）
（
を
）
修
（
し
）
、
併
法
僧
（
返
）
（
に
）
蹄
（
し
）
、
五
戒
（
返
）
を
受
持
（
せ
）
は
彼
（
の
）
人
、
▲
無
量
無
数
の
善
根
福
報
、

ヰ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

’

窮
（
返
）
（
り
）
無
し
、
後
（
に
）
浬
架
（
返
）
を
得
む
、
淫
楽
（
に
）
云
（
く
）
、
僧
▲
借
物
（
返
）
（
を
）
犯
（
さ
）
不
、
僻
僧
地
（
返
）
を
塗
－
掃
し
、
像
ハ

’

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

’

若
（
L
は
）
彿
塔
（
返
）
（
を
）
造
（
り
）
、
常
（
に
）
歓
喜
の
心
（
返
）
（
を
）
生
（
す
）
、
智
論
▲
沙
弥
戒
に
は
、
香
、
身
（
返
）
に
塗
（
待
）
（
ら
）
不
、

°

云
（
く
）
、
何
（
に
）
し
て
か
三
賓
（
返
）
を
供
養
セ
ム
、
答
（
ふ
）
、
物
（
返
）
（
を
）
貴
（
ふ
）
所
、
時
（
返
）
に
随
（
ふ
）
所
須
（
返
）
を
以
（
て
）
▲
［
而
］
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ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

用
（
ゐ
）
て
供
養
す
。
或
（
は
）
以
（
て
）
地
及
（
ひ
）
壁
、
井
に
行
来
坐
虚
等
（
返
）
に
塗
（
る
）
な
り
、
十
輪
（
に
）
云
（
く
）
、
若
（
し
）
寺
（
返
）

せ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と

ヽ

ラ

を
▲
破
し
比
丘
（
返
）
（
を
）
殺
害
せ
む
（
に
）
、
其
（
の
）
人
終
（
返
）
（
ら
む
）
と
欲
む
（
に
）
、
支
節
、
皆
（
な
）
　
痺
き
、
多
目
語
（
返
）
（
ら
）
不
、

阿
鼻
▲
獄
（
返
）
に
堕
（
し
）
て
具
（
に
）
諸
苦
（
返
）
を
受
（
け
）
む
（
と
）
い
ふ
、
二
（
に
）
造
寺
の
法
。
邸
徳
法
師
（
返
）
有
（
り
）
、
寺
（
返
）

（

あ

ら

は

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ネ

を
造
（
り
）
て
十
篇
（
返
）
を
詰
（
し
）
、
▲
具
（
に
）
造
寺
の
方
法
、
祇
桓
の
園
様
（
返
）
を
明
せ
り
、
所
造
（
返
）
有
（
待
）
（
ら
）
む
に
随
（
ひ
）
て

ホ

よ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

必
（
す
）
正
教
（
返
）
に
准
（
れ
り
）
、
井
（
て
）
護
十
持
、
▲
酎
－
衆
、
僧
－
綱
、
綱
要
等
（
の
）
事
、
繁
（
く
）
し
て
具
（
返
）
に
せ
不
、
宗
（
返
）

ホ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

　

　

　

　

ネ

　

　

　

　

　

　

ホ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ネ

カ

タ

ハ

ラ

を
略
引
（
す
）
へ
し
、
造
寺
の
一
法
（
返
）
を
科
（
つ
）
、
謂
（
く
）
、
虚
▲
所
に
讃
渉
（
返
）
を
避
（
待
）
（
く
）
須
し
、
［
於
］
尼
寺
及
（
ひ
）
市
の
傍
、

ホ

ホ

ト

リ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ワ

ツ

カ

府
の
側
等
（
返
）
を
離
（
る
）
菖
（
し
）
、
彿
殿
、
経
坊
を
は
極
て
清
潔
（
返
）
に
せ
▲
令
め
よ
、
僧
院
、
厨
倉
を
は
趣
二
事
（
返
）
に
充
（
待
）
（
す
る
）

’

こ
と
得
よ
、
此
（
返
）
（
の
）
如
（
く
）
し
て
則
（
ち
）
後
に
壊
（
返
）
（
す
る
）
所
無
（
し
）
、
今
時
、
末
▲
法
に
は
、
寺
（
返
）
（
を
）
造
（
る
）
こ
と
唯

ひ
と

（
た
）
虚
所
（
返
）
の
み
有
（
り
）
て
事
、
受
用
（
返
）
す
る
こ
と
得
、
亦
（
た
）
掲
磨
法
（
返
）
（
を
）
用
（
す
る
）
者
（
返
）
有
（
り
）
、
而
も
恨
（
む
）

（

も

）

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ネ

ラ
く
は
▲
外
に
儀
式
と
し
て
相
（
返
）
を
表
し
て
人
に
知
（
返
）
（
ら
）
令
（
む
る
）
者
（
返
）
無
（
き
か
）
故
に
、
祇
桓
圏
中
に
凡
（
そ
）
木
石
、
土
宇
（
返
）

▼

を
立
（
つ
る
）
に
、
▲
近
（
に
）
所
表
（
返
）
有
（
り
）
て
、
人
天
（
を
）
し
て
相
（
返
）
を
識
（
待
）
（
ら
）
令
む
、
以
（
て
）
繹
門
は
法
（
返
）
多
（
待
）

エ
イ

（
き
）
こ
と
を
知
せ
し
む
（
る
）
な
り
、
故
に
、
能
（
く
）
影
、
邪
術
（
返
）
を
覆
ヒ
、
▲
禽
獣
、
威
（
返
）
を
畏
り
、
儀
形
、
憶
丁
映
し
て
世
（
返
）
（
の
）

ツ

ー

シ

　

　

　

　

ヰ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

サ

鳥
（
に
）
欽
ミ
仰
ク
、
但
（
し
）
、
歴
代
、
綿
に
積
（
み
）
て
教
（
返
）
（
を
）
乗
ル
こ
と
陵
遅
し
、
▲
事
存
し
て
法
は
隠
れ
、
唐
、
旨
－
意
（
返
）
を
翠

（
さ
と
）

メ
た
り
、
俗
人
、
既
に
法
（
返
）
を
噴
（
待
）
（
ら
）
不
、
衆
僧
、
示
導
（
返
）
を
解
（
待
）
（
せ
）
末
、
▲
但
（
し
）
、
相
ビ
伽
輿
し
）
、
「
彷
鞍
ヒ
］
、
虚

マ
ネ

（
し
）
く
財
物
（
返
）
を
費
す
、
心
を
精
妙
（
返
）
に
競
ヒ
、
力
を
も
て
他
（
返
）
に
勝
（
待
）
（
ら
）
む
こ
と
（
を
）
志
サ
ス
、
房
廊
、
喜
観
を
は
▲
務
（
め
）

ヽ

て
高
蘇
（
返
）
（
せ
）
令
め
て
、
彼
（
返
）
に
過
（
き
）
た
る
を
は
便
（
ち
）
止
（
め
）
て
都
て
法
（
返
）
存
（
瞥
（
せ
）
不
、
又
（
た
）
還
（
り
）
て
自

や

（
ら
）
騰
－
践
し
て
己
か
荘
宅
（
返
）
の
如
（
く
）
す
、
▲
衆
僧
の
房
堂
を
は
諸
俗
受
用
し
、
毀
－
壊
損
－
辱
し
て
情
に
塊
（
返
）
（
つ
る
）
所
（
待
）
無
（
し
）
、

道
（
返
）
（
に
）
屈
し
、
俗
（
返
）
に
承
け
、
奴
の
主
（
返
）
に
事
（
待
）
（
ふ
）
る
か
▲
如
（
く
）
す
、
是
を
寺
法
滅
（
返
）
と
名
（
つ
く
〓
也
］
、
《
其
（
の
）

唐
招
提
寺
蔵
四
分
律
行
事
砂
巻
下
之
三
院
政
期
点
訓
読
文
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（は）

甚
（
し
き
）
者
、
衆
僧
（
返
）
を
打
罵
し
、

に
従
　
（
ひ
）
　
て
強
力
を
も
て
抑
－
奪
し
、

な
り

種
種
（
の
）
非
法
あ
り
「
非
法
し
］
、
要
（
返
）
（
を
）
取
（
り
て
）
之
（
返
）
（
を
）
／
言
（
は
は
）
、
僧
（
返
）

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

貸
借
し
、
乞
請
し
、
乃
▲
至
屍
を
僧
院
（
返
）
に
停
め
畢
喪
し
、
寺
内
に
塚
（
返
）
を
／
置
き
、
操
浴
す
る

（
き
し
か
た
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ク
ス
へ
　
　
　
　
　
　
ヲ
サ

（
か
）
等
（
き
）
は
並
（
に
）
非
法
也
。
》
若
（
し
）
往
　
（
返
）
を
改
め
乗
　
（
返
）
を
修
メ
、
法
（
返
）
を
追
（
ひ
）
て
更
（
に
）
新
（
し
）
く
憤
敬
し
て
、

ま

犯
（
返
）
（
す
）
こ
と
無
（
く
）
▲
脅
是
、
則
（
ち
）
持
－
寺
の
法
（
返
）
を
護
る
［
也
］
、
《
俗
人
、
寺
（
返
）
（
を
）
造
す
る
本
（
は
）
、
福
（
返
）
（
を
）

4

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

求
（
待
）
（
め
む
）
か
篤
な
り
、
出
家
（
の
）
良
因
。
得
道
（
の
）
良
縁
（
返
）
（
を
）
作
せ
む
（
に
は
）
、
／
唯
（
た
）
礼
拝
供
養
（
を
）
法
（
返
）
（
と
）

篤
鷹
（
し
）
、
諮
話
し
、
時
主
に
）
覿
間
し
、
如
法
▲
往
来
し
て
彼
此
利
益
し
、
自
／
他
悩
（
返
）
（
む
）
こ
と
無
（
き
）
を
護
法
（
返
）
と
名
（
つ
）
く

＿

［
也
］
。
》
故
（
に
）
増
一
（
に
）
云
（
く
）
、
阿
閣
世
王
。
信
（
を
）
得
て
巳
1
後
に
国
中
の
人
（
返
）
（
に
）
勅
（
し
）
て
彿
（
返
）
に
事
る
［
之
］
家
、

に

柴
輸
迎
送
（
返
）
（
せ
）
▲
令
（
待
）
（
む
る
）
こ
と
無
（
し
）
、
豊
（
に
）
僧
、
正
法
（
返
）
を
俸
（
へ
）
て
、
信
を
人
（
返
）
於
得
（
待
）
し
む
る
に
非
（
ら

す
）
響
▲
酢
（
り
）
て
、
即
（
ち
）
明
敬
（
に
）
随
（
ひ
）
て
三
衣
一
切
（
の
）
衆
具
（
返
）
を
護
（
る
）
こ
と
は
、
泣
（
に
）
塔
の
想
（
返
）
（
の
）

如
（
く
し
て
）
、
尊
敬
し
撮
持
せ
よ
、
乃
▲
至
、
髪
（
返
）
（
を
）
剃
（
り
）
、
衣
（
返
）
（
を
）
染
（
む
る
）
は
、
戒
鰭
の
眞
旨
な
り
、
行
来
（
し
て
）
僻
－

仰
（
し
て
）
は
、
威
1
億
（
返
）
を
整
－
赦
（
す
と
）
い
ふ
、
飲
食
を
も
て
▲
施
作
せ
む
に
ハ
、
心
に
常
（
に
）
法
（
返
）
を
念
へ
、
憶
し
て
［
而
］
奉

ま

　

　

　

　

　

　

　

カ

ロ

／

＼

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

行
す
れ
静
、
俗
人
に
終
に
軽
－
ホ
シ
ク
陵
慢
し
、
▲
非
法
に
干
乱
（
返
）
す
る
こ
と
得
不
、
俄
－
令
ヒ
世
中
の
賢
人
の
内
心
、
堅
正
に
し
て
外
に
威
儀
（
返
）

す

有
（
る
）
ス
ラ
、
猶
（
ほ
）
見
て
は
▲
敬
粛
し
て
、
敢
（
て
）
侮
－
拝
（
返
）
タ
ラ
不
と
い
へ
り
、
《
文
侯
（
の
）
千
木
（
を
）
敬
（
す
る
か
）
如
（
く
）
、

劉
氏
（
の
）
孔
明
（
を
）
重
（
す
る
に
）
似
（
れ
り
と
の
）
等
（
く
い
へ
り
）
》
況
（
や
）
出
世
の
道
士
は
、
僻
の
法
衣
（
返
）
を
娠
て
、
▲
彿
（
の
）

行
虚
（
返
）
に
遊
ヒ
、
威
儀
、
摩
序
（
に
）
し
て
、
見
（
る
）
者
い
善
（
返
）
を
生
す
、
誰
（
か
）
尊
敬
（
返
）
（
せ
）
不
（
ら
）
む
、
若
（
し
）
軽
笑
（
返
）

す
る
こ
と
有
（
ら
）
は
、
皆
（
な
）
自
（
ら
）
の
失
（
返
）
に
▲
由
（
る
）
な
り
、
故
に
敬
（
返
）
（
せ
）
不
（
待
）
と
い
ふ
こ
と
無
（
き
こ
と
）
知
（
り
）
ぬ

［
也
］
、
敬
は
則
（
ち
）
儀
（
返
）
有
り
て
、
呈
（
に
）
唯
（
た
）
恭
摸
し
て
冥
に
利
▲
養
（
返
）
を
招
か
む
や
、
《
田
は
必
（
す
）
良
美
に
し
て
種
子
（
返
）

を
求
（
待
）
（
め
）
不
し
て
［
而
］
、
種
子
を
自
（
ら
）
投
（
す
）
、
／
道
、
必
（
す
）
純
－
備
し
て
利
養
（
す
）
須
（
か
ら
）
不
（
し
て
）
［
而
］
、
利
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ホ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

ロ

　

　

　

ホ

ル

　

　

　

ま

養
潜
托
（
す
）
》
此
（
返
）
（
に
）
由
（
り
て
〓
而
］
観
（
せ
）
は
、
俗
人
（
返
）
（
の
）
鳥
に
薄
（
返
）
マ
所
、
こ
と
卑
他
の
脊
（
返
）
に
▲
非
（
す
）
［
也
］
、

の
み

法
（
返
）
を
以
（
て
）
［
於
］
身
（
返
）
を
滅
す
る
に
、
貴
鰻
の
見
（
返
）
（
る
）
所
（
を
）
し
て
侵
陵
（
返
）
（
せ
）
使
（
待
）
（
む
る
）
こ
と
得
る
耳
、
若
（
し
）

（や）

能
く
法
（
返
）
を
▲
識
（
り
）
て
、
護
持
す
れ
は
人
皆
（
な
）
宗
－
伸
す
。
誰
（
か
）
敢
て
之
（
返
）
を
侮
－
慢
せ
む
哉
、
《
道
（
返
）
を
以
（
て
）
貴
人
（
返
）

（
を
）
敬
（
し
）
タ
テ
マ
ツ
ル
者
に
は
、
／
起
（
ち
）
て
迎
へ
賂
て
送
（
返
）
（
る
）
こ
と
得
（
待
）
不
は
亦
（
た
）
、
休
（
返
）
（
を
）
同
（
し
く
）
し
て

▲
共
（
に
）
坐
（
返
）
（
せ
）
不
れ
、
唯
（
た
）
、
大
坐
（
返
）
（
を
）
得
て
、
之
（
返
）
（
を
）
鎮
す
る
に
、
道
（
返
）
（
を
）
以
（
て
）
せ
よ
、
／
又
亦
（
た
）

［
於
］
悸
慢
（
返
）
を
生
（
待
）
（
す
）
應
（
か
ら
）
不
［
也
］
》

4
▲
訃
請
設
則
篇
第
廿
三

ヽ

す▲
夫
（
れ
）
昏
俗
、
務
（
返
）
多
（
く
）
し
て
、
憲
観
、
修
（
返
）
（
し
）
難
し
、
福
分
（
返
）
（
を
）
螢
（
待
）
（
む
）
こ
と
を
制
（
し
）
て
、
愚
惑
（
返
）
を

用
接
す
、
而
（
も
）
施
（
せ
）
は
乃
（
ち
）
▲
雑
繁
に
し
て
、
皆
（
な
）
多
（
く
）
食
供
（
返
）
を
設
（
け
）
た
る
毎
に
、
請
（
返
）
に
訃
（
待
）
（
す
る
）

ヽ

に
於
て
、
教
法
（
返
）
に
違
（
待
）
（
ふ
こ
と
）
有
れ
は
、
外
に
議
畢
返
）
を
生
し
、
内
（
に
）
痛
憤
（
返
）
を
▲
長
す
、
反
（
り
）
て
苦
趣
（
返
）
を
招
（
き
）

，

　

　

　

　

　

　

で

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

－

．

．

1

J

　

　

．

、

‥

て
、
師
誘
（
返
）
を
成
（
待
）
さ
未
、
故
（
に
）
経
訓
（
返
）
を
撮
1
略
し
て
、
試
（
み
）
に
論
す
る
こ
と
別
（
返
）
の
如
（
し
）
、
▲
中
（
返
）
（
に
）
就
（
き

て
）
十
（
返
）
（
に
）
分
（
つ
）
、
一
（
に
）
請
（
返
）
（
を
）
受
（
く
る
）
法
。
二
（
に
）
往
き
訃
く
法
。
三
（
に
）
諸
家
（
返
）
に
至
（
る
）
法
。
四
（
に
）

°

座
（
返
）
（
に
）
就
き
客
（
返
）
に
命
す
る
法
。
▲
五
（
に
）
食
の
浮
汚
（
返
）
（
を
）
観
（
す
る
）
、
六
（
に
）
香
呪
願
（
を
）
行
（
す
る
）
。
．
七
（
に
）
食

ヰ

方
（
を
）
受
（
く
る
）
法
。
八
（
に
）
食
（
し
）
寛
（
り
）
て
収
赦
す
る
、
九
（
に
）
職
布
施
（
に
）
▲
達
（
す
る
）
。
十
（
に
）
諸
家
（
返
）
よ
り
出

ネ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

と

い

l

ま

）

　

ホ

（
つ
る
）
法
を
い
ふ
、
　
初
（
に
）
受
講
（
返
）
を
明
（
す
）
者
、
十
諭
に
は
請
（
返
）
（
を
）
知
（
ら
）
む
か
鳥
の
▲
故
（
に
）
。
維
那
（
返
）
を
立
（
待
）

（
つ
）
須
し
、
出
要
律
儀
に
は
番
（
ひ
）
て
寺
護
（
返
）
と
篤
、
又
（
た
）
は
悦
衆
（
返
）
と
云
（
ふ
）
、
本
の
正
音
は
▲
婆
選
な
り
、
此
に
は
次
第
（
返
）

・－よ

と
云
（
ふ
）
、
僧
祇
（
に
）
云
（
く
）
、
若
（
し
）
来
（
り
）
て
比
丘
を
明
日
の
食
（
返
）
に
請
せ
者
、
定
（
め
）
て
▲
答
（
へ
）
て
、
決
（
し
）
て
束
（
返
）

（
ら
）
む
と
云
（
ふ
）
こ
と
得
（
待
）
不
れ
、
語
（
返
）
（
る
）
應
（
し
）
、
若
（
し
）
緑
事
（
返
）
無
（
く
）
は
、
之
（
返
）
（
を
）
訃
（
待
）
（
す
）
普
L
と
、

唐
招
提
寺
蔵
四
分
律
行
事
紗
巻
下
之
三
院
政
期
点
訓
読
文
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’

若
（
し
）
僧
（
を
）
請
（
待
）
す
る
こ
と
有
（
ら
）
考
姓
▲
名
。
客
人
。
菖
住
。
巷
讐
返
）
を
間
（
待
）
（
ふ
）
應
（
し
）
、
轍
（
く
）
往
（
返
）
（
く
）

こ
と
得
（
待
）
不
れ
、
先
つ
一
人
を
し
て
、
若
（
し
）
は
月
－
直
、
園
－
民
、
▲
沙
弥
を
前
（
返
）
に
在
（
き
）
て
、
訪
ヒ
間
（
返
）
（
は
）
令
（
待
）
（
む
）

ナ
フ

應
（
し
）
、
比
丘
（
返
）
を
試
ミ
拝
（
待
）
ラ
ム
［
ィ
、
試
拝
せ
む
］
こ
と
を
恐
（
れ
）
及
（
ひ
）
留
難
〈
返
）
有
（
ら
）
は
、
僧
、
食
（
返
〉
（
を
）
失
（
待
）

・
T

せ
む
こ
と
恐
（
る
る
）
か
故
な
り
、
五
▲
分
（
に
は
）
、
白
衣
の
家
に
合
せ
む
に
ハ
、
僧
の
臥
具
（
返
）
（
を
）
借
（
る
）
應
（
し
）
、
僧
祇
に
は
、
比

（と）

丘
、
俗
家
の
曾
（
返
）
を
設
け
む
か
鳥
（
に
）
、
▲
幌
（
返
）
を
張
り
、
及
（
ひ
）
諸
の
供
具
（
返
）
を
す
る
こ
と
得
、
唯
（
た
）
女
人
（
返
）
与
共
に
馨
け
、

《
及
以
（
ひ
）
食
（
返
）
（
を
）
7
作
（
待
）
（
す
こ
と
）
》
得
（
待
）
不
（
れ
）
、
四
分
に
は
、
菩
提
王
子
、
彿
（
返
）
（
を
）
▲
請
せ
L
に
、
［
於
］
階
陛
（
返
）

ワ
タ

従
（
り
）
衣
（
返
）
を
布
（
き
）
て
、
僻
を
し
て
指
（
み
）
て
上
（
を
）
過
（
返
）
ラ
令
（
め
）
き
、
世
尊
、
受
（
返
）
（
け
）
不
、
之
（
返
）
（
を
）
却
（
待
）

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

（
さ
）
令
め
▲
未
来
比
丘
（
返
）
（
の
）
鳥
の
故
（
な
り
）
。
増
一
（
に
）
云
（
く
）
、
如
来
は
請
（
返
）
（
を
）
許
（
す
）
に
、
或
（
は
）
黙
然
し
、
或
（
は
）

ウ

ナ

ツ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヰ

僚
－
頭
キ
タ
マ
ヒ
、
或
（
は
）
弾
－
指
（
し
）
タ
マ
フ
、
五
▲
百
聞
（
に
）
云
（
く
）
、
彿
（
返
）
を
作
（
り
）
て
、
物
（
返
）
を
得
て
、
比
丘
（
導
（
を
）

コ

請
せ
は
、
食
（
に
）
（
返
）
合
（
待
）
（
は
）
不
、
若
（
し
）
先
に
三
の
合
（
返
）
を
許
テ
1
、
後
（
に
）
一
の
▲
含
（
返
）
を
作
（
ら
）
は
、
三
（
ひ
）
行
－

す

香
し
、
三
（
ひ
）
施
せ
よ
、
了
（
返
）
（
ら
）
不
は
、
還
（
り
）
て
願
せ
よ
、
若
（
し
）
鬼
子
母
の
食
を
は
呪
頗
し
て
取
（
り
）
て
食
せ
よ
。
清
酒
の

t

▲
家
の
門
に
は
一
切
の
時
に
入
（
返
）
（
る
）
こ
と
得
（
待
）
不
れ
、
更
（
に
）
飴
の
門
（
返
）
有
（
ら
）
は
得
よ
。
若
（
し
）
比
丘
の
合
（
返
）
（
を
）
請

（
す
る
）
に
は
、
営
（
に
）
一
▲
日
（
の
）
戒
（
返
）
（
を
）
持
（
ち
）
て
、
一
日
、
清
酒
（
返
）
（
せ
）
不
は
、
往
（
返
）
（
く
こ
と
）
得
へ
し
、
屠
家

（

な

）

ラ

　

ス

　

は

も
亦
（
た
）
ホ
（
な
り
）
。
若
（
し
）
師
（
返
）
と
共
に
並
へ
坐
へ
者
、
更
（
に
）
別
の
▲
虚
（
返
）
無
（
く
）
は
得
よ
。
同
察
し
て
、
食
（
返
）
す
る

＿

　

　

　

　

　

　

　

　

　

t

こ
と
得
（
待
）
不
、
四
分
に
は
、
請
に
二
種
（
返
）
有
（
り
）
、
即
（
ち
）
僧
次
と
別
請
と
（
な
り
＝
也
］
。
律
に
は
▲
別
請
（
返
）
を
開
せ
り
、
然
も
諸
経

（

は

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

も

）

の

は

論
に
制
す
る
こ
と
者
少
（
返
）
（
か
ら
）
不
、
梵
網
（
に
）
云
く
、
別
請
の
物
者
、
即
（
ち
）
四
方
（
の
）
僧
の
▲
物
（
返
）
を
盗
（
む
）
な
り
、
仁
王

＿

脛
（
も
）
亦
（
た
）
別
請
の
過
（
返
）
（
を
）
呵
責
せ
り
、
十
詞
と
善
生
（
返
）
と
に
云
く
、
別
に
債
と
五
百
▲
羅
漢
（
返
）
と
を
請
（
待
）
（
す
と
）
錐
（
も
）

（な）

猶
－
故
（
ほ
）
僧
の
福
田
（
返
）
を
講
（
待
）
（
す
）
と
名
（
く
）
こ
と
得
（
待
）
不
、
若
（
し
）
能
（
く
）
僧
中
（
返
）
に
於
て
、
一
（
の
）
似
－
像
極
▲
悪
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の
比
丘
（
返
）
を
請
（
せ
）
は
、
猶
（
ほ
）
無
量
の
果
報
（
返
）
を
得
（
む
）
、
増
一
成
論
（
に
）
云
（
く
）
。
海
水
（
返
）
（
を
）
飲
（
む
）
に
、
即
（
ち
）

衆
▲
流
（
返
）
（
を
）
飲
（
待
）
（
む
）
か
如
（
し
）
、
僧
次
に
僧
（
返
）
を
請
す
る
も
亦
（
た
）
布
（
な
り
）
。
五
分
（
に
は
）
但
（
た
）
解
脱
（
返
）
の
鳥

ひ
と

（
に
）
出
家
せ
る
者
を
僧
次
（
返
）
と
鳥
（
待
）
（
る
）
こ
と
得
、
唯
（
た
）
意
戒
（
返
）
を
▲
犯
せ
る
人
（
返
）
を
は
除
く
、
五
百
間
（
に
）
云
（
く
）
。
別

ヰ

ク

ル

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

請
（
返
）
（
を
）
受
（
け
）
巳
（
り
）
て
、
人
を
し
て
代
去
（
返
）
（
せ
）
遣
め
む
に
、
主
人
の
意
に
苦
（
返
）
ム
こ
と
無
（
き
）
▲
卦
得
よ
。
若
（
し
）
犯

ホ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

堕
（
返
）
を
嫌
（
は
）
者
既
（
に
）
僧
次
は
福
大
な
り
、
憑
り
請
（
返
）
（
す
る
）
こ
と
有
（
ら
）
脅
［
應
］
僧
次
の
▲
功
能
（
返
）
（
を
）
説
（
き
）
て
、

俗
の
心
（
返
）
を
開
1
倍
し
［
ィ
、
説
（
き
て
）
、
俗
（
の
）
心
（
を
）
開
悟
（
す
）
應
し
］
、
別
請
（
返
）
（
せ
）
令
（
む
る
）
こ
と
勿
れ
、
別
請
（
の
）

°

法
、
随
相
（
の
）
中
（
返
）
の
如
（
し
）
、
今
俗
の
有
の
▲
名
（
返
）
を
執
（
り
）
、
話
者
（
返
）
（
を
）
逝
（
し
）
、
然
（
し
て
）
口
に
は
往
（
返
）
（
く
こ
）

ツ

ク

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

と
許
（
待
）
（
す
と
）
錐
（
も
）
、
必
（
す
）
筆
註
（
返
）
す
須
（
し
）
、
有
（
る
）
人
、
赴
（
の
）
字
（
返
）
を
書
き
篤
ル
は
［
者
］
、
此
（
れ
）
字
撃
（
返
）

の
み

を
知
（
待
）
（
ら
）
▲
未
（
る
）
耳
。
必
（
す
）
斯
拳
（
返
）
有
（
ら
）
は
、
・
註
（
し
）
て
訃
の
字
（
返
）
を
鳥
（
待
）
（
る
）
可
（
し
）
、
《
下
（
の
）
［
之
］

赴
は
上
（
返
）
赴
の
字
（
返
）
に
鳥
（
る
）
の
み
／
上
の
［
之
］
訃
（
は
）
下
（
返
）
訃
（
の
）
字
（
に
）
鳥
（
る
の
み
）
》
此
（
れ
）
▲
乃
（
し
）
細
（
く
）

タ

ス

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

砕
（
く
）
と
も
、
甚
（
た
）
高
－
望
（
返
）
を
補
ク
、
故
に
諺
（
に
）
云
（
く
）
、
借
（
ら
）
む
に
は
時
に
還
（
返
）
（
さ
む
）
と
念
へ
、
賃
サ
ム
に
は
時

ツ

ク

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヰ

に
償
（
返
）
ハ
ム
（
と
）
念
へ
、
事
ハ
▲
都
栖
（
返
）
な
り
と
錐
（
も
）
、
廉
－
恥
（
の
）
［
之
］
本
な
り
。
薩
婆
多
、
請
（
返
）
（
せ
）
被
（
る
る
）
人

（

と

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

は
僧
（
返
）
与
同
（
し
く
）
去
け
、
白
（
返
）
（
さ
）
不
し
て
先
（
つ
）
入
ラ
賛
▲
堕
（
つ
）
。
主
人
明
日
に
食
（
返
）
を
作
（
る
）
に
、
今
日
日
（
ら
）

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

［

往

］

　

　

ま

往
か
者
堕
（
つ
）
。
主
人
の
喚
（
返
）
（
を
）
除
（
け
）
、
若
（
し
）
食
（
し
）
て
後
、
主
▲
人
喚
ヒ
留
（
返
）
め
不
（
ら
）
む
に
、
自
（
ら
）
住
（
か
）
者

974

ま

堕
（
つ
）
。
経
努
の
知
事
の
人
は
、
僧
の
後
（
返
）
（
に
）
在
（
り
）
て
到
ラ
者
堕

ま

飴
（
の
）
人
、
私
に
行
（
す
る
）
に
は
直
に
同
筆
（
返
）
に
報
せ
者
l
［
ィ
、
報

（
も
）
、
白
衣
の
家
な
り
と
白
（
返
）
（
さ
）
不
は
、
亦
（
た
）
犯
（
な
り
）
。
若

吉
羅
（
な
り
）
。
善
見
に
▲
檀
越
、
比
丘
（
返
）
（
を
）
話
せ
は
、
沙
弥
、
具
（
返
）

唐
招
提
寺
蔵
四
分
律
行
事
砂
巻
下
之
三
院
政
期
点
訓
読
文

・
ユ

（
つ
）
。
食
し
て
▲
臓
（
返
）
（
さ
）
末
る
に
、
去
ラ
卦
亦
（
た
）
堕
（
つ
）
。

°

（
せ
）
は
［
者
］
］
。
得
。
大
界
の
内
の
近
き
▲
寺
（
返
）
（
な
り
と
）
錐

ヲ

ソ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

（
し
）
白
し
て
還
（
る
）
こ
と
晩
ク
し
て
僧
を
惰
（
返
）
（
ま
）
令
め
者
、

を
受
（
待
）
（
け
）
未
（
待
）
（
と
）
雄
（
も
）
亦
（
た
）
比
丘
の
教
（
返
）

一
九
九
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（
に
）
入
（
る
）
　
へ
し
、
　
淫
楽
乃
▲
至
十
戒
（
返
）
（
を
）
受
（
待
）
（
け
）
末
と
も
、
亦
（
た
）
請
（
返
）
を
受
（
待
）
（
く
る
こ
と
）
得
（
む
）
、
僧
祇

（
に
は
）
、
若
（
し
）
道
行
（
せ
）
む
に
は
、
念
（
返
）
（
を
）
作
（
り
）
て
、
某
精
舎
（
返
）
に
至
（
。
）
て
、
食
（
返
）
す
▲
訃
カ
ラ
ム
二
、
若
（
し
）
飴

ま

（
の
）
虚
（
返
）
に
過
（
り
）
て
、
食
せ
者
、
悔
－
過
（
す
）
　
へ
し
、
若
（
し
）
彼
（
の
）
僧
（
返
）
（
に
）
値
（
ひ
）
て
、
請
（
返
）
（
を
）
受
（
け
）
て
、

随
（
ひ
）
て
去
ラ
は
、
罪
（
返
）
無
（
し
）
、
▲
十
諦
（
に
は
）
請
（
返
）
（
せ
）
不
（
る
）
に
、
自
（
ら
）
来
（
り
て
）
食
す
る
ハ
、
吉
羅
（
返
）
を
犯

．
こ

（
す
）
、
五
百
間
（
に
）
云
（
く
）
。
但
（
た
）
健
槌
（
返
）
を
打
（
ち
）
て
即
（
ち
）
▲
食
供
（
返
）
（
す
る
）
こ
と
得
、
請
と
非
請
（
返
）
与
（
待
）
を
間
（
待
）

（
は
）
不
れ
、
何
（
を
）
以
（
て
の
）
散
（
に
）
擦
槌
（
返
）
（
を
）
打
（
つ
）
こ
と
は
本
（
よ
り
）
僧
（
返
）
（
を
）
集
（
待
）
（
め
む
か
）
鳥
（
の
）
故
（
な

り
）
。

’▲
二
（
に
）
は
往
き
計
（
く
）
法
。
四
分
（
に
）
云
（
く
）
、
若
（
し
）
請
（
返
）
（
を
）
受
（
待
）
（
け
）
む
と
欲
む
は
、
衆
僧
の
常
の
小
食
大
食
の

ま

　

　

　

　

　

サ

イ

タ

　

　

　

　

ツ

ラ

↓
虚
（
返
）
に
往
（
き
）
て
住
（
返
）
す
應
（
し
）
、
若
（
し
）
檀
越
、
時
到
（
返
）
（
り
）
ぬ
（
と
）
白
（
さ
）
者
l
、
上
座
、
在
1
前
て
、
鷹
の
行
（
返
）
ノ

如
（
く
）
し
て
［
而
］
、
去
（
る
）

應

彿
法
僧
病
比
丘
（
の
）

事

へ
し
、
命
梵
難
（
返
）

有

二
返
）
有
（
ら

は

（
ら
）
　
者
。
若

（し）。
ま

）者、（し）

（
り
）
て
、
大
小
便
（
の
）
虞
（
返
）
に
行
か
は
、

諸
（
の
）
比
▲
丘
は
偏
に
右
肩
（
返
）
を
祖
（
き
）

昔
（
に
）
▲
上
座
（
返
）
（
に
）
白
（
し
）
て
在
－
前

間
（
ひ
）
　
間
（
は
）
　
不
（
れ
は
）
去
（
る
こ
と
）

来
（
返
）
（
る
）
を
待
（
ち
）
て
然
（
し
て
）
後
、

ヲ

　

ク

て
、
在
－
後
レ
て
行
（
返
）
く
應
（
し
）
、
若
（
し
）

（
ち
）
て
、
必
（
す
）
　
［
於
］
中
（
返
）
に
去
（
る
）

聴
（
す
）
。
若
（
し
）
上
▲
座
、
道
（
返
）
（
に
）
在

前
（
返
）
（
の
）
如
（
く
）
去
（
る
）
應
（
し
）
。

’

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

三
（
に
は
）
請
▲
家
（
返
）
（
に
）
至
（
る
）
法
。
若
（
し
）
併
像
及
（
ひ
）
聖
僧
（
の
）
座
（
返
）

よ
り

先
（
つ
）
虚
▲
分
し
て
像
（
返
）
（
を
）
安
（
し
）
て
、
極
（
て
）
清
潔
に
し
て
僧
の
座
（
返
）
於
勝
（
待
）

ホ

　

　

　

　

　

　

　

（

は

）

　

　

　

　

　

　

ひ

と

（
を
）
安
置
（
待
）
（
せ
）
未
者
、
上
座
有
徳
の
者
、

（
ら
）
令
（
め
）
よ
、
乃
チ
覆
障
高
額
の
虚
（
返
）

に
在
き
託
（
り
）
て
、
然
（
し
て
）
▲
後
、
聖
僧
の
座
（
返
）
（
を
）
布
置
せ
よ
、
其
（
の
）
法
、
五
番
（
返
）
有
（
り
）
、
梁
武
帝
、
中
国
三
蔵
（
返
）
（
に
）

封
（
ひ
て
）
▲
之
（
返
）
（
を
）
出
せ
り
、
具
（
に
は
）
録
（
返
）
（
す
）
可
（
か
ら
）
不
、
請
賓
頭
慮
法
経
（
に
）
説
（
返
）
（
け
る
か
）
如
（
し
）
、
預
め

ヨ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

せ

請
（
返
）
（
に
）
宿
ル
（
こ
と
せ
）
令
む
、
空
静
▲
虞
（
返
）
（
に
）
在
（
り
）
て
、
敷
設
虚
－
軟
に
し
て
、
座
（
返
）
と
鳥
よ
、
我
若
（
し
）
来
（
ら
）
む
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005105205

時
に
は
、
坐
虚
、
相
（
返
）
有
（
り
）
、
今
の
世
に
、
時
（
返
）
（
に
）
臨
（
み
）
て
、
虚
（
し
）
く
▲
設
（
く
）
と
も
亦
（
た
）
法
式
（
返
）
無
し
、
既

（
に
）
易
（
返
）
（
か
ら
）
不
（
待
）
（
る
）
こ
と
知
（
り
）
ぬ
、
門
－
師
の
比
丘
、
経
（
返
）
（
に
）
依
（
り
て
）
預
め
示
せ
、
必
（
す
）
預
め
修
（
返
）
（
せ
）

ホ

　

　

　

　

　

　

　

　

（

は

）

不
（
れ
）
は
、
粛
（
返
）
に
▲
臨
（
み
）
て
上
座
。
普
（
に
）
新
（
し
）
く
軟
（
か
）
な
る
布
、
綿
、
衣
服
の
鮮
潔
（
返
）
な
る
を
索
め
て
者
、
［
於
］
僧

ユ
タ
カ

の
首
（
返
）
に
在
（
く
）
へ
し
、
▲
髭
裾
の
上
（
返
）
に
在
（
き
）
て
廣
（
く
）
鋪
設
（
返
）
を
張
（
り
）
て
、
足
に
大
坐
（
の
〓
之
］
虚
（
返
）
を
得
（
待
）

令
頃
然
（
し
て
）
後
、
上
座
、
次
（
返
）
に
於
て
乃
（
し
）
坐
せ
よ
、
坐
（
し
）
託
（
り
）
て
、
方
（
に
）
乃
（
し
）
僧
僻
二
座
（
返
）
を
分
虚
（
待
）

t

（
す
）
▲
須
（
待
）
（
か
ら
）
不
、
又
（
た
）
、
坐
虚
、
進
狭
（
返
）
な
る
を
以
（
て
）
排
盛
し
て
［
ィ
、
排
シ
壁
メ
テ
］
▲
地
（
返
）
に
在
（
待
）
（
か
）
不
れ
、

ヲ

　

　

　

セ
ノ

或
（
は
）
彿
前
（
返
）
（
に
）
安
置
せ
よ
、
或
（
は
）
虚
坐
（
返
）
と
錐
（
も
〓
而
］
、
狭
小
に
位
（
返
）
を
野
ヘ
ム
、
此
（
返
）
の
如
（
き
）
上
座
は
、
▲
其

の
可
（
返
）
を
見
（
待
）
未
、
既
（
に
）
自
（
ら
）
敬
信
、
勝
線
（
返
）
無
（
し
）
、
亦
（
た
）
、
俗
士
を
し
て
三
賓
（
返
）
（
を
）
敬
（
せ
）
不
（
待
）
（
ら
）

ホ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぬ

令
（
む
）
、
此
、
乃
（
ち
）
滅
法
▲
上
座
な
り
。
僧
祇
に
は
、
若
（
し
）
檀
越
、
僧
（
返
）
を
請
（
せ
む
に
）
法
（
返
）
（
を
）
知
（
待
）
（
ら
）
不
（
を
）
も

ぬ

て
好
（
返
）
（
き
）
に
（
あ
ら
）
不
敷
具
を
上
座
（
返
）
に
与
へ
、
好
（
き
）
▲
休
敷
（
返
）
を
以
て
年
少
（
返
）
に
与
へ
は
、
上
座
、
教
（
へ
）
て
云
（
返
）

ぬ

（
ふ
）
鷹
（
し
）
、
好
（
返
）
（
き
に
あ
ら
）
不
着
（
返
）
を
以
（
て
）
年
少
（
返
）
に
与
（
ふ
る
）
こ
と
、
若
（
し
）
施
主
、
▲
知
識
の
比
丘
（
返
）
（
の
）

（

こ

と

さ

ら

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

　

は

　

　

　

　

　

ヰ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

篤
に
故
　
に
好
（
き
）
駄
祷
（
返
）
（
を
）
敷
か
者
、
共
（
に
）
等
（
返
）
（
ふ
）
こ
と
得
（
待
）
不
（
れ
）
、
施
主
（
の
）
意
（
返
）
（
に
）
随
へ
、
乃
至
飲

鵠
▲
食
等
（
も
）
亦
（
た
）
ホ
（
な
。
）
。
若
（
し
）
施
主
、
僧
（
返
）
（
を
）
請
（
す
る
）
法
（
返
）
を
知
（
待
）
（
ら
）
未
は
、
知
識
の
尼
も
形
▲
像
（
返
）
を

50560570580

5

安
置
し
、
食
（
導
を
益
す
法
（
返
）
を
教
（
待
）
（
ふ
る
）
こ
と
得
巳
（
り
）
て
然
（
し
て
）
後
、
坐
（
せ
）
よ
。
別
虞
（
返
）
に
在
（
る
）
應
（
し
）
、
又

＿

（
た
）
、
僧
（
の
）
所
（
返
）
に
勝
（
る
こ
と
）
得
（
待
）
不
れ
、
長
含
（
に
）
云
（
く
）
。
▲
世
尊
、
合
（
返
）
（
に
）
訃
（
き
）
タ
マ
フ
に
、
常
（
に
）
衆

t

の
中
（
返
）
（
に
）
在
（
り
）
て
坐
（
さ
）
レ
き
、
左
面
に
は
比
丘
、
右
面
に
は
清
信
士
あ
り
き
、
▲
四
に
（
は
）
座
（
返
）
に
就
（
き
）
て
客
（
返
）
を

（

を

し

）

　

　

　

　

　

　

ホ

命
（
ふ
る
）
法
。
彼
（
の
）
上
座
、
彿
僧
二
座
（
返
）
を
置
き
設
け
己
（
り
）
て
然
（
し
て
）
後
、
聖
僧
の
▲
座
（
返
）
に
去
（
る
）
こ
と
一
尺
許
（
に
）

＿

し
て
、
尼
師
檀
（
返
）
を
敷
け
、
敬
（
返
）
（
を
）
表
（
待
）
（
せ
む
か
）
篤
（
な
り
〓
也
］
。
四
分
に
は
、
食
虚
（
返
）
（
に
）
往
（
き
）
て
は
錯
乱
▲
雑
衆

唐
招
提
寺
蔵
四
分
律
行
事
紗
巻
下
之
三
院
政
期
点
訓
読
文



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

し
て
［
而
］
住
（
返
）
す
應
（
待
）
（
か
ら
）
不
、
次
（
返
）
に
随
（
ひ
）
て
坐
（
返
）
す
應
（
し
）
、
上
座
、
坐
（
し
）
己
（
り
）
て
中
座
、
下
座
（
返
）
を

5
0
9
看
（
待
）

5
1
0
若
（
し
） （

る
）
應
（
し
）
、
法
（
返
）
（
の
）
▲
如
（
く
せ
）
不
し
て
、
善
く
身
（
返
）
を
覆
（
待
）
（
は
）
不
（
待
）
（
ら
）
令
（
待
）
（
む
る
）
こ
と
勿
（
れ
）
、

ま

有
（
ら
）
卦
、
弾
指
し
て
党
（
返
）
（
ら
）
令
（
め
）
よ
、
若
（
し
）
は
人
（
を
）
し
て
語
ヒ
知
（
返
）
（
ら
）
遣
め
て
好
（
く
）
▲
法
（
返
）
（
の
）

115215315415515615715815915025
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＿

如
く
坐
（
せ
）
し
め
よ
。
中
座
、
坐
（
し
）
己
（
り
）
て
上
下
（
の
）
座
（
返
）
を
看
て
、
非
法
（
返
）
ナ
ラ
令
（
待
）
（
む
る
）
こ
と
勿
（
れ
）
、
下
座
、

キ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す

坐
（
し
）
巳
（
り
）
て
亦
（
た
）
、
互
に
▲
上
中
（
返
）
（
を
）
看
（
る
）
こ
と
亦
（
た
）
ホ
な
り
と
い
へ
り
。
僧
紙
に
は
、
好
く
覆
身
坐
（
返
）
（
せ
）
不

と

い

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

夕

ヽ

者
、
謂
（
く
）
、
細
く
生
－
疎
な
る
衣
（
返
）
を
着
、
形
健
、
露
▲
現
し
て
摩
討
羅
坐
せ
は
不
正
な
り
と
イ
フ
、
語
（
ひ
）
て
汝
か
衣
（
返
）
を
正
（
待
）

ま

セ
ト
云
へ
、
若
（
し
）
覚
（
ら
）
不
着
語
（
ひ
）
て
云
（
ふ
）
　
へ
し
、
汝
か
▲
形
（
返
）
を
覆
へ
と
、
尼
の
坐
、
正
（
返
）
（
L
か
ら
）
不
（
ら
）
む
を

°

は
語
（
ひ
）
て
知
（
返
）
（
ら
）
令
（
待
）
（
む
る
）
こ
と
得
不
（
れ
）
、
其
（
の
）
恵
恥
（
返
）
せ
む
こ
と
恐
（
る
る
）
な
り
、
方
便
（
返
）
（
を
）
作
（
り
）

て
、
遣
（
り
）
て
物
（
返
）
を
取
（
ら
）
令
（
む
）
應
（
し
）
、
▲
若
（
し
）
姪
女
の
故
ラ
に
作
る
者
な
ら
は
、
普
（
に
）
自
（
ら
）
起
（
ち
）
て
避

e

り
去
（
返
）
（
り
）
ぬ
［
普
］
（
再
説
）
（
し
）
、
四
分
に
、
請
（
す
る
）
家
（
返
）
に
至
（
り
て
）
、
彼
此
、
年
▲
歳
の
大
小
（
返
）
を
相
（
ひ
）
間
ヒ
託
（
り
）

す

て
坐
（
せ
）
よ
。
若
（
し
）
日
時
、
過
（
返
）
（
き
）
ナ
ム
と
欲
（
待
）
る
を
恐
（
れ
）
は
、
上
座
八
尼
は
次
第
（
に
）
坐
（
返
）
（
せ
）
し
む
る
こ
と
聴

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ネ

　

　

　

　

　

ヰ

イ

タ

シ

ハ

　

ホ

（
す
）
、
給
費
▲
随
（
ひ
）
て
坐
（
せ
し
）
め
よ
。
僧
、
須
く
此
（
返
）
に
准
・
（
待
）
（
る
）
［
須
］
〈
再
譲
）
（
し
）
、
僧
祇
に
は
、
努
　
ク
食
（
返
）
を
間
し

t

て
云
（
ふ
）
　
へ
し
。
家
中
、
何
－
如
そ
生
活
す
る
こ
と
好
（
き
）
や
不
や
（
と
の
）
等
（
く
い
へ
り
）
、
▲
四
分
に
、
故
ラ
に
後
（
返
）
に
在
（
り
）

て
、
往
（
き
）
て
食
上
に
諸
比
丘
を
し
て
起
（
返
）
（
た
）
令
（
待
）
（
む
）
應
（
か
ら
）
不
、
亦
（
た
）
、
来
（
返
）
（
る
）
を
見
（
待
）
（
る
）
こ
と
得
と

す
は

も
、
▲
起
（
返
）
（
つ
）
こ
と
須
（
待
）
（
ゐ
）
不
、
若
（
し
）
、
来
（
返
）
（
ら
）
未
者
。
比
座
、
虚
（
返
）
を
開
け
（
と
）
い
ふ
、
僧
祇
に
、
若
（
し
）
可

ヰ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ

シ

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ア

ラ

（

は

）

嘆
の
事
（
返
）
有
（
ら
は
）
、
上
座
、
言
（
返
）
（
ふ
）
鷹
（
し
）
、
云
（
く
）
、
▲
何
そ
聖
毘
尼
の
中
に
断
（
返
）
を
出
（
し
）
、
歯
（
返
）
を
現
　
に
し
て
珂

ヰ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と

（

の

こ

と

）

　

　

　

　

ナ

呵
と
し
て
［
而
］
嘆
フ
。
皆
に
之
（
返
）
を
忍
（
ひ
）
て
無
常
苦
空
▲
無
我
死
想
（
返
）
を
起
（
待
）
（
す
）
［
営
］
（
再
議
）
（
し
）
等
　
ク
イ
へ
、
由
ヲ
止
（
返
）

す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

フ

サ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

（
む
）
可
（
か
ら
）
不
（
は
）
皆
（
に
）
衣
の
角
（
返
）
を
以
て
口
（
返
）
を
遮
イ
て
、
徐
－
徐
く
制
止
せ
よ
。
身
、
不
定
ナ
ラ
▲
者
。
普
（
に
）
手
足
（
返
）
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（
を
）
動
（
待
）
（
す
）
［
芭
（
再
洩
）
（
し
）
、
乃
至
草
〈
返
）
を
折
（
り
）
て
漸
漸
（
く
）
自
制
せ
よ
。
義
（
を
）
も
て
准
（
ら
）
は
、
死
喪
と
請
虜
と

［
及
］
↓
凡
食
家
（
返
）
と
に
至
（
ら
）
む
に
は
、
並
に
僧
祇
（
返
）
に
准
（
る
）
、
慎
（
み
）
て
喧
咲
し
「
賢
咲
ヒ
］
、
［
及
］
頭
（
返
）
を
交
（
へ
）

’

て
雑
説
し
、
世
論
（
返
）
を
妄
談
（
待
）
（
す
る
）
こ
と
無
（
か
）
れ
、
五
分
に
、
▲
若
（
し
）
請
の
虚
に
外
客
の
比
丘
、
入
（
返
）
（
る
）
こ
と
得
〈
待
）
不

ま

は
、
主
人
（
返
）
に
語
（
ひ
）
て
入
（
返
）
（
る
）
こ
と
を
聴
せ
、
許
〈
返
）
（
さ
）
不
者
語
（
ひ
）
て
云
（
ふ
）
へ
し
、
我
（
か
）
▲
食
分
（
返
）
を
与
（
へ
）

は

て
自
（
ら
）
共
に
等
食
（
せ
）
む
、
又
（
た
）
許
（
返
）
（
さ
）
不
考
鷹
（
に
）
自
（
ら
）
語
（
ひ
）
て
僧
坊
に
食
（
返
）
有
（
り
）
と
委
－
知
（
せ
）

し
め
て
往
（
き
）
↓
彼
に
去
（
返
）
（
せ
）
し
む
可
（
し
）
、
然
（
し
て
）
後
、
乃
（
ち
）
食
せ
よ
。
薩
婆
多
、
門
外
の
比
丘
を
一
庭
（
返
）
に
通
集
（
し
）

4

て
一
大
者
（
返
）
を
喚
ヒ
↓
入
れ
よ
。
若
（
L
は
）
更
に
餞
の
集
（
返
）
（
ら
）
不
（
る
）
者
を
も
亦
（
た
）
喚
ヒ
之
〈
返
）
（
を
）
入
（
れ
）
よ
、
健
槌
（
返
）

を
打
（
つ
）
と
錐
（
も
）
、
終
（
に
）
遮
（
返
）
（
せ
）
不
（
る
）
を
も
て
、
方
（
に
）
▲
清
浄
（
返
）
な
る
（
こ
と
）
得
須
（
し
）
、
随
想
（
返
）
（
の
）
如

（
し
）
［
賢
　
訂
（
に
は
）
食
（
返
）
（
を
）
観
す
る
法
。
四
分
（
に
）
、
上
座
、
前
（
め
）
て
間
（
ひ
て
）
言
（
返
）
（
ふ
）
應
（
し
）
、
果
▲
菜
を
は

浮
フ
や
不
や
、
若
（
し
）
未
（
返
）
（
た
）
L
と
言
〈
は
）
は
語
（
ひ
）
て
浮
（
は
）
令
（
め
）
よ
、
僧
祇
に
空
座
、
醤
（
に
）
知
〈
返
〉
（
る
＝
営
］
（
再

4

ま

マ
ホ

譲
）
（
し
）
、
誰
か
房
（
返
）
を
看
ル
、
誰
（
か
）
病
す
る
。
▲
語
（
ひ
）
て
食
（
返
）
（
を
）
与
（
待
）
（
ふ
）
應
（
し
）
、
若
（
し
）
檀
越
惜
マ
者
、
語
（
返
）

ク

　

は

（
ふ
）
應
（
し
）
、
長
寿
の
法
な
り
、
与
（
返
）
（
ふ
）
應
（
し
）
、
与
（
返
）
（
へ
）
不
（
る
）
こ
と
得
不
れ
と
、
若
（
し
）
日
▲
晩
レ
者
、
先
（
つ
）
取

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

（
り
）
て
笠
し
て
去
（
返
）
（
ら
）
令
（
待
）
（
む
）
應
（
し
）
、
六
（
に
は
）
行
香
呪
願
の
法
。
四
分
の
中
に
食
（
し
）
▲
尭
（
り
）
て
、
方
に
鳥

（
る
）
な
り
、
呪
願
し
説
法
せ
よ
、
而
も
此
（
の
）
土
に
盛
に
行
（
す
る
）
こ
と
遠
（
に
）
食
の
前
（
返
）
に
在
（
り
）
て
道
安
法
師
、
此
（
の
）
法
（
返
）

（

に

）

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

（
を
）
布
－
↓
置
（
す
る
）
こ
と
、
依
（
り
）
て
［
而
］
之
（
返
）
（
を
）
用
（
ゐ
る
）
に
理
（
返
）
於
失
（
返
〉
無
（
し
）
、
若
（
し
）
諸
家
（
返
）
に
至
（
ら
）

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

せ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

む
に
は
、
施
主
、
諸
鐙
（
返
）
（
せ
）
令
め
脅
語
（
返
）
に
▲
依
（
り
）
て
之
（
返
）
を
爵
よ
、
主
人
、
口
に
言
（
返
）
（
は
）
不
者
。
輯
く
間
（
返
）
（
ふ
）

ヰ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も

の

須
（
か
ら
）
不
、
邪
－
命
（
返
）
に
類
す
る
に
同
し
、
増
二
に
）
云
（
く
）
。
供
（
返
）
（
を
）
▲
設
（
待
）
（
く
る
こ
と
）
有
（
ら
）
む
者
は
。
手
に
香

煙
（
返
）
（
を
）
執
（
。
）
て
［
而
］
時
、
至
（
り
）
ぬ
（
と
）
白
せ
。
誓
く
、
香
を
は
僻
の
使
（
返
）
と
鳥
（
す
）
か
故
（
に
）
。
之
（
返
）
（
を
）
須

唐
招
提
寺
蔵
四
分
律
行
事
紗
巻
下
之
三
院
政
期
点
訓
読
文
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ヒ

（
ゐ
）
る
［
也
］
。
賢
▲
愚
脛
に
は
蛇
、
金
（
返
）
（
を
）
施
（
し
）
巳
（
り
）
て
人
を
し
て
香
（
返
）
を
行
イ
テ
僧
の
手
の
中
（
返
）
に
置
（
待
）
（
か
）
令

t

（
め
）
た
り
、
乃
至
香
煙
（
返
）
を
執
（
り
）
て
造
（
か
）
に
彿
僧
（
返
）
を
▲
請
す
、
冨
那
奇
中
の
説
（
返
）
（
の
）
如
し
、
若
（
し
）
行
香
は
［
者
］
、
婦

ソ

　

ホ

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ

ナ

　

ネ

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

は

人
の
指
を
し
て
掌
の
▲
中
（
返
）
に
経
ケ
令
（
め
）
不
れ
、
語
（
ひ
）
て
懸
（
く
る
）
に
、
放
夕
令
（
め
よ
）
、
必
（
す
）
肯
（
返
）
（
せ
）
不
者
。
便

シ

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヒ

（
ち
）
手
（
返
）
を
縮
メ
テ
皆
に
過
き
去
（
返
）
（
ら
）
使
（
待
）
（
む
）
可
（
し
）
、
若
（
し
）
男
子
（
返
）
有
（
ら
）
は
▲
幸
に
之
（
返
）
を
行
（
待
）
ヵ
遣
め

マ
ホ

よ
、
尼
の
法
は
前
（
返
）
に
反
（
す
）
　
へ
し
、
深
（
く
）
罪
（
返
）
（
を
）
防
（
待
）
ラ
ム
（
か
）
鳥
（
の
）
故
（
に
）
。
五
百
間
及
（
ひ
）
三
千
（
に
）
云

ヰ
フ

（
く
）
、
立
（
ち
）
て
香
（
返
）
を
受
（
待
）
（
く
る
）
こ
と
▲
得
（
待
）
不
、
因
（
り
）
て
比
丘
の
香
（
返
）
を
受
け
し
女
、
其
（
の
）
手
（
返
）
に
腐
れ
シ
に

ヤ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

欲
－
賛
し
て
道
（
返
）
（
を
）
罷
ム
、
僻
、
言
（
く
）
、
若
（
し
）
立
（
ち
）
て
▲
受
（
け
）
者
吉
薙
。
行
－
香
の
時
に
唄
す
る
経
文
（
返
）
を
見
（
待
）
未

（
し
て
〓
而
］
諸
（
の
）
脛
律
に
多
（
く
）
唄
匿
の
比
▲
丘
有
（
り
）
。
十
諦
（
に
は
）
諸
天
、
唄
（
返
）
を
聞
（
き
）
て
心
に
喜
（
返
）
（
は
む
か
）
鳥

ホ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

せ

（
の
）
故
に
唄
（
返
）
を
開
（
き
）
て
、
四
分
に
、
若
（
し
）
檀
越
、
布
▲
施
（
返
）
を
聞
（
き
）
て
（
む
と
）
欲
は
布
施
を
歎
（
返
）
（
す
）
應
（
し
）
、
檀

せ

越
の
法
（
返
）
を
聞
（
待
）
か
む
（
と
）
欲
は
鳥
（
に
）
檀
越
の
法
（
返
）
（
を
）
歎
せ
よ
、
乃
至
過
▲
去
の
父
祖
（
返
）
を
説
（
待
）
（
か
）
む
こ
と
を
聞
（
待
）

せ

（
か
む
と
）
欲
は
鳥
に
父
祖
（
返
）
を
歎
（
す
）
應
（
し
）
、
乃
至
彿
法
僧
（
返
）
（
を
）
讃
（
す
る
）
こ
と
亦
（
た
）
ホ
（
な
り
と
）
い
ふ
。
僧
祇
（
に
）

云
（
く
）
。
上
座
、
前
の
人
の
施
（
返
）
（
す
る
）
所
（
待
）
（
を
）
知
（
る
）
▲
應
（
し
）
、
皆
に
馬
に
時
（
返
）
に
應
（
ひ
）
て
呪
願
す
。
若
（
し
）
能
（
返
）

ま

（
へ
）
不
は
次
の
座
、
説
（
返
）
（
く
）
應
（
し
）
、
又
（
た
）
▲
畢
返
）
へ
不
考
乃
（
し
）
下
座
（
返
）
に
至
れ
［
ィ
、
乃
至
下
座
（
に
し
）
て
］
都
壬
）

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ネ

コ

ノ

コ

ロ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ウ

ル

ハ

無
く
者
辻
に
罪
（
返
）
（
を
）
得
、
比
世
流
布
し
て
競
（
ひ
）
て
華
シ
キ
酢
（
返
）
を
飾
（
り
）
て
▲
言
（
ふ
）
こ
と
其
の
賓
（
返
）
に
過
（
く
）
と
、
凡

ホ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヒ

ラ

（
そ
）
竪
（
な
る
）
を
は
貴
挨
（
返
）
と
褒
メ
揚
し
き
、
貧
餞
を
は
鼎
－
食
（
返
）
に
途
（
待
）
（
え
）
た
り
（
と
）
讃
む
、
言
（
返
）
を
せ
ク
に
必
（
す
）
虚

妄
（
導
に
▲
成
（
り
）
て
事
（
返
）
（
を
）
畢
（
く
る
）
に
唯
（
た
）
詑
請
（
返
）
を
増
す
（
か
）
故
（
な
り
）
、
成
案
（
に
）
云
（
く
）
。
是
、
経
法
（
返
）

な
り
（
と
）
錐
（
も
）
説
（
く
）
こ
と
時
（
返
）
に
應
（
待
）
（
は
）
不
は
、
▲
名
（
け
）
て
綺
語
（
返
）
と
麓
、
況
（
や
）
浮
－
雑
（
返
）
に
於
て
（
せ
む
）

も

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

や

）

　

　

　

　

ホ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

憲
、
言
（
返
）
（
ふ
）
可
け
む
哉
。
今
、
正
候
（
返
）
を
立
（
て
）
て
永
（
く
）
准
用
（
返
）
（
せ
）
し
む
可
（
し
）
、
僧
▲
祇
（
に
は
）
若
（
し
）
亡
人
（
返
）
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（
の
）
鳥
に
福
（
返
）
を
施
せ
む
者
に
は
、
是
の
呪
願
（
返
）
を
作
（
待
）
（
す
）
應
（
し
）
、
一
切
の
衆
生
の
類
、
命
（
返
）
有
（
ら
）
は
▲
皆
（
な
）
死
（
返
）

に
顕
す
、
彼
（
の
）
善
悪
の
行
（
返
）
に
随
（
ひ
）
て
、
自
（
ら
）
其
（
の
）
果
報
（
返
）
を
受
（
く
）
、
悪
を
行
（
ひ
）
て
は
地
獄
（
返
）
に
入
（
る
）
、

ま

善
（
返
）
を
鳥
（
せ
）
▲
考
天
（
返
）
に
生
（
る
）
、
若
（
し
）
能
（
く
）
道
（
返
）
を
修
行
す
る
ハ
漏
義
、
泥
桓
（
返
）
を
得
む
、
若
（
し
）
子
を
（
返
）
生

ま

（
し
）
て
、
福
（
返
）
（
を
）
設
け
む
に
卦
。
▲
云
（
返
）
（
ふ
）
應
（
し
）
、
童
子
、
傭
七
世
の
大
聖
尊
（
返
）
に
蹄
依
す
、
響
（
へ
は
）
人
父
母
の
［
於
］

其
（
の
）
子
（
返
）
を
慈
念
し
て
世
の
［
之
］
欒
具
（
返
）
を
▲
撃
（
け
）
て
、
皆
（
な
）
悉
（
く
）
室
家
の
諸
（
の
）
春
属
、
欒
（
返
）
（
を
）
受
（
け
）

（
き
は
ま
）
n
ソ

む
こ
と
得
（
返
）
令
（
待
）
め
（
む
と
）
欲
（
待
）
（
る
）
か
如
（
し
）
、
亦
（
た
）
極
　
（
返
）
無
（
か
ら
）
む
、
▲
若
（
し
）
新
（
し
）
き
含
、
成
就
し
、

佑
－
客
の
行
（
導
せ
む
（
と
）
欲
ヒ
及
以
（
ひ
）
婦
（
返
）
を
取
り
、
若
（
し
）
復
（
た
）
出
家
せ
む
に
も
各
（
の
）
呪
願
（
返
）
有
（
り
）
、
▲
文
、
彼

’

（
の
）
説
（
返
）
（
の
）
如
（
し
）
、
僧
の
上
座
、
知
（
返
）
（
ら
）
不
は
罪
（
返
）
（
を
）
得
、
廣
（
き
こ
と
）
升
四
巻
中
（
返
）
（
の
）
如
（
し
）
、
長
合
に
は

世
尊
▲
呪
願
し
て
云
く
。
敬
（
返
）
（
す
）
可
（
き
）
に
は
敬
（
返
）
を
知
（
り
）
、
事
（
返
）
フ
可
（
き
）
に
は
事
（
返
）
（
ふ
る
）
こ
と
（
を
）
知
る
、
博

と

と
施
し
兼
（
ね
）
て
は
愛
し
て
慈
慾
の
心
（
返
）
有
（
る
）
は
諸
天
に
歎
（
返
）
（
す
る
）
▲
所
の
常
（
と
）
善
（
返
）
与
合
せ
む
。
五
分
（
に
は
）
僻
、
呪

頗
し
て
人
（
返
）
を
貫
（
し
て
）
云
（
く
）
・
四
足
汝
安
隠
ナ
レ
、
二
足
▲
汝
安
憶
ナ
レ
、
去
（
ら
）
む
時
に
亦
（
た
）
安
障
ナ
レ
、
来
（
ら
）
む
時

（
に
）
亦
（
た
）
安
隠
ナ
レ
、
田
（
返
）
（
を
）
耕
（
す
）
に
望
（
返
）
有
り
、
種
（
返
）
（
を
）
下
（
す
）
に
亦
（
た
）
望
（
返
）
▲
有
（
待
）
（
る
）
か
如
（
し
）
、

汝
、
今
、
海
（
返
）
に
入
（
り
）
て
望
ミ
果
（
返
）
（
を
）
獲
む
こ
と
亦
（
た
）
是
（
返
）
（
の
）
如
（
し
）
、
義
も
て
此
の
言
（
返
）
に
准
（
せ
）
は
、
僻
は

夕

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ソ

ウ

　

　

　

　

イ

カ

四
舞
（
返
）
無
（
待
）
（
か
る
）
可
け
む
や
、
緑
（
返
）
に
▲
封
（
ひ
）
て
止
、
前
法
（
返
）
を
施
（
し
）
タ
マ
フ
、
自
飴
の
愚
貨
亦
（
た
）
安
（
に
）
［
ィ
、

（
や
）
　
ヰ

安
　
ン
ソ
］
強
（
返
）
（
ふ
）
可
け
む
平
。
雑
資
蔵
に
は
舎
利
▲
弗
、
次
（
き
）
て
上
座
（
返
）
と
鳥
し
て
施
主
に
諸
の
慶
を
大
集
（
返
）
（
せ
）
し
む
る

ィ

ト

コ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヒ

（
を
）
以
（
て
の
）
故
（
に
）
。
食
（
し
）
巳
（
り
）
て
水
（
返
）
を
行
テ
長
者
（
返
）
（
に
）
封
（
ひ
）
て
呪
▲
願
し
て
言
く
。
今
日
の
良
時
に
好
賓
（
返
）

（
こ
の
か
）
夕

を
得
て
財
－
利
柴
事
。
一
切
集
れ
り
。
踊
躍
歓
喜
し
て
心
に
悦
▲
欒
す
。
信
心
勇
発
し
て
十
力
（
返
）
を
念
せ
よ
、
今
日
（
返
）
（
よ
り
）
如
－
似
、
後
に

ホ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ユ

ル

も
常
に
然
（
る
）
へ
し
と
、
時
（
に
）
摩
－
甲
遠
、
（
報
。
。
に
▲
講
習
（
を
）
求
（
む
）
。
舎
利
弗
免
（
返
）
サ
不
し
て
意
に
之
（
返
）
を
授
く
、
便
（
ち
）

唐
招
提
寺
蔵
四
分
律
行
事
紗
巻
下
之
三
院
政
期
点
訓
読
文
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五
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亡
人
（
返
）
（
の
）
鳥
（
に
）
呪
頗
す
る
と
［
及
］
胡
麻
（
返
）
（
を
）

ハ
ウ

驚
（
か
）
シ
テ
盗
め
る
に
と
譲
り
、
七
（
た
）
ヒ
樺
打
（
返
）
（
さ
）

▲
言
く
。
諸
比
丘
、
若
し
説
法
し
呪
願
せ
む
に
皆
（
に
）
時
の
宜

’

説
（
返
）
（
す
る
）
こ
と
得
▲
不
（
れ
）
、
　
七
（
に
は
）
食
（
返
）

損
せ
る
と
▲
褒
撃
退
）
を
通
り
、

れ被
て
方
（
に
）
祇
桓
（
返
）
（
に
）

（
し
）
き
憂
悲
喜
柴
を
（
返
）
解

（
を
）
受
（
け
）
食
（
返
）
（
を
）

二
〇
六

塚
の
上
と
婦
（
返
）
を
迎
（
ふ
る
）
と
應
（
返
）
を

至
（
り
）
て
併
（
返
）
（
に
）
白
（
す
）
、
僻
の

（
せ
）
よ
、
時
非
時
（
返
）
（
を
）
知
（
り
）
て
妄

ヒ

　

　

　

　

　

　

ネ

行
ク
雑
法
。
四
分
律
（
の
）
中
に
は
妙
（
返
）
を

375475575675775875

す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

せ

　

　

　

　

　

も

の

受
（
け
）
巳
（
り
）
て
然
（
し
て
）
▲
後
に
呪
願
す
。
今
此
の
方
に
は
行
（
返
）
（
か
）
不
、
五
分
に
は
徐
方
（
返
）
に
於
て
清
浄
と
鳥
（
待
）
不
る
者
を

は
、
亦
（
た
）
▲
之
（
返
）
を
行
（
待
）
（
か
）
不
れ
（
と
）
い
ふ
、
今
、
締
意
長
者
子
経
（
返
）
に
依
（
り
て
）
い
は
は
、
受
食
の
前
に
呪
願
せ
り
。
四

分
（
に
）
云
（
く
）
・
若
（
し
）
利
（
返
）
（
の
）
篤
の
故
（
に
）
▲
施
せ
は
此
（
の
）
利
、
必
（
す
）
昔
に
得
（
返
）
［
賞
（
再
讃
）
し
、
若
（
し
）
欒
（
返
）

一

（
の
）
鳥
の
故
に
施
せ
は
後
に
必
（
す
）
快
楽
（
返
）
を
得
む
（
と
）
い
ふ
、
三
千
（
に
は
）
威
儀
所
－
▲
以
（
に
）
衣
（
返
）
を
浮
（
く
せ
）
し
め
据
坐
し

（
と
い
）
は

て
食
す
る
者
。
僻
、
始
（
め
）
て
道
（
返
）
を
成
（
し
）
て
乳
靡
（
返
）
を
受
（
け
）
て
諸
俳
の
法
（
返
）
を
観
（
る
）
、
皆
（
な
）
浮
▲
衣
（
返
）
（
を
）
着
、

据
坐
（
し
）
て
［
而
］
食
（
し
）
タ
マ
フ
。
若
（
し
）
出
家
の
弟
子
（
返
）
有
（
ら
）
は
是
の
法
（
返
）
の
如
（
待
）
く
（
す
）
應
（
し
）
、
能
（
く
）
衆

戒
（
返
）
を
防
（
待
）
（
く
）
を
以
（
て
）
の
故
（
に
）
。
▲
躍
坐
し
て
衣
（
返
）
を
浮
に
せ
む
（
か
）
鳥
（
の
）
故
（
に
）
。
俗
法
（
返
）
に
異
す
る
か
故
（
に
）
。

亦
（
た
）
、
草
座
食
易
（
返
）
ヵ
鳥
（
の
）
故
な
り
。
躍
坐
（
返
）
に
因
（
り
て
）
▲
九
法
（
返
）
を
制
す
（
と
い
）
は
、
一
（
に
は
）
脚
前
め
却
く
、
二
（
に

ヒ
ロ

は
）
脚
（
返
）
を
閥
ク
ル
、
三
（
に
は
）
揺
動
す
る
、
四
（
に
は
）
竪
（
つ
る
）
、
五
（
に
は
）
交
ル
、
六
（
に
は
）
三
衣
（
返
）
（
を
）
垂
（
れ
）
て

ク

ハ

タ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

モ

ー

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

▲
足
（
返
）
（
を
）
覆
フ
、
七
（
に
は
）
勉
ツ
ル
、
八
（
に
は
）
脚
（
返
）
を
累
る
、
九
（
に
は
）
脾
（
返
）
を
累
る
、
並
に
吉
羅
（
返
）
を
犯
す
、
二
（
に
）

衆
生
の
食
（
返
）
　
（
を
）
出
（
待
）
（
す
）
こ
と
を
明
（
さ
）
は
或
（
は
）
食
前
（
返
）
に
▲
在
（
り
）
て
等
得
（
返
）
と
唱
（
へ
）
巳
（
り
）
て
、
之
（
返
）

＿

を
出
（
す
）
、
或
（
は
）
食
後
（
返
）
に
在
（
り
）
、
経
論
（
に
）
文
（
返
）
無
（
し
）
、
情
（
返
）
に
随
（
ひ
）
安
▲
置
せ
よ
。
浬
架
に
は
境
野
鬼
（
返
）
に
因

（
り
）
て
鳥
に
不
殺
戒
（
返
）
を
授
（
け
）
巳
（
り
）
て
鬼
（
返
）
に
告
（
け
て
）
言
（
く
）
。
我
今
昔
に
聾
▲
間
の
弟
子
（
返
）
に
勅
（
し
）
て
彿
法
（
返
）

有
（
ら
）
む
虚
（
返
）
に
随
（
ひ
）
悉
（
く
）
汝
か
食
（
返
）
を
施
（
す
）
　
へ
し
、
若
（
し
）
住
虚
（
返
）
に
有
（
り
）
て
施
（
返
）
（
す
る
こ
と
）
能
（
待
）



5
7
9
（
は
）
不
は

紺
を
立
（
つ
）

に
皆
（
な
）

ま

［
者
〓
ィ
、
不
者
］
。
▲
即
（
ち
）
是
天
魔
の
徒
寛
な
り
、
我
か
弟
子
（
返
）
に
非
（
す
）
、
四
分
（
に
は
）
僧
伽
藍
の
中
に
鬼
神
の
廟
屋
（
返
）

とと
い
は
、
▲
侍
に
云
く
、
中
国
の
僧
寺
に
は
鬼
の
廟
伽
藍
、
神
の
廟
、
賓
頭
虜
の
廟
（
返
）
を
設
く
、
二
▲
食
（
返
）
に
至
（
待
）
（
る
）
毎

す

僧
家
よ
り
三
虞
の
食
（
返
）
（
を
）
送
る
、
飴
の
比
丘
は
出
（
返
）
（
さ
）
不
、
愛
道
尼
経
に
は
出
（
返
）
（
さ
）
令
（
む
る
）
こ
と
刑
の
▲
大
（
返
）

385485585685

（
さ
）
の
如
（
く
）
せ
（
よ
）
、
今
、
亡
人
（
返
）
の
篤
（
に
）
食
（
返
）
（
を
）
設
（
く
）
る
者
（
返
）
有
り
、
中
含
（
返
）
（
に
）
依
（
り
）
て
云
（
く
）
。

ま

　

　

　

　

　

ホ

　

　

　

　

　

ヰ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も

の

若
（
し
）
死
人
に
布
施
し
祭
祀
す
る
▲
考
若
（
し
）
入
l
虚
（
の
）
餓
鬼
の
中
（
返
）
に
生
（
れ
む
）
者
得
（
む
）
。
飴
趣
は
得
（
返
）
不
、
各
の
活

命
の
食
（
返
）
有
（
る
）
に
由
（
る
か
）
故
な
り
。
▲
雑
合
の
中
に
廣
（
く
）
此
の
事
（
返
）
を
明
（
に
）
せ
り
、
若
（
し
）
親
族
、
入
－
虚
の
中
（
返
）
に

ま

生
（
待
）
（
れ
）
不
者
。
但
（
し
）
施
心
を
も
て
、
其
（
の
）
▲
自
得
功
徳
（
返
）
を
施
す
れ
は
云
云
　
　
　
乃
至
施
主
の
六
趣
の
中
（
返
）
に
生

（
れ
）
む
に
施
福
常
（
に
）
随
フ
。
持
▲
戒
は
但
（
た
）
人
身
（
返
）
を
得
（
待
）
（
る
）
を
以
て
必
（
す
）
飴
の
福
を
も
て
報
（
返
）
を
助
く
須
（
し
）

嵩
云
云
　
響
喩
脛
に
。
餓
鬼
五
百
は
▲
歌
僻
し
て
而
も
行
く
。
好
人
数
百
。
噂
笑
し
て
而
も
過
く
・
俳
の
書
く
、
餓
鬼
の
家
の
見
子
孫
親
▲
春
。

9850951

9

52
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5395495595

福
（
返
）
（
を
）
作
（
待
）
（
ら
む
か
）
鳥
（
の
）
故
（
に
）
。
得
解
脱
（
返
）
（
を
）
行
（
し
）
、
是
を
以
（
て
）
歌
傭
（
す
）
。
好
入
谷
属
は
。
唯
（
し
）
殺

害
（
返
）
を
鳥
る
、
福
（
返
）
（
を
）
作
（
待
）
（
る
）
こ
と
有
（
待
）
（
る
）
こ
と
▲
無
（
し
）
、
後
に
大
火
に
逼
（
め
ら
）
る
。
所
－
以
（
に
）
暗
異
す
云
云
、

．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

e

智
論
（
に
）
云
（
く
）
。
鬼
神
は
▲
人
の
二
の
食
（
返
）
を
得
て
［
而
］
千
萬
倍
出
す
と
い
へ
り
［
也
］
。
僧
祇
に
は
普
（
に
）
比
座
の
坐
虚
（
返
）

’
と

を
留
（
待
）
（
む
）
［
普
］
（
再
讃
）
し
、
食
（
返
）
を
行
カ
キ
人
過
き
は
、
黙
然
（
返
）
（
た
る
）
こ
と
得
（
待
）
▲
不
し
て
［
而
］
比
座
（
返
）
（
を
）
看
て
語
（
ひ
）

て
是
（
の
）
人
（
返
）
に
与
（
待
）
（
ふ
）
應
（
L
と
の
）
等
ク
イ
へ
（
り
）
。
若
（
し
）
食
（
返
）
（
を
）
行
（
く
）
こ
と
第
三
の
人
（
返
）
に
至
ラ
は
▲
普

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヒ

（
に
）
先
つ
声
返
）
を
操
（
き
）
て
濠
撃
（
し
）
て
至
（
返
）
（
ら
）
む
を
待
（
つ
）
へ
し
、
四
分
に
は
上
座
に
菓
（
返
）
を
行
（
待
）
ク
を
見
む
時
に
。
若

ま

（
し
）
果
（
返
）
少
（
く
）
し
て
［
而
］
多
く
▲
与
へ
者
l
、
普
（
に
）
間
（
返
）
（
ふ
）
［
普
］
（
再
讃
〉
し
、
誰
（
返
）
か
鳥
（
に
）
送
り
乗
せ
る
と
、
若
（
し
）

イ
　
（
は
）

上
座
（
返
）
の
篤
（
待
）
に
せ
り
（
と
）
言
ハ
者
。
意
（
返
）
に
随
（
ひ
）
て
取
れ
。
若
（
し
）
僧
（
返
）
の
鳥
に
（
せ
り
と
）
一
計
は
は
▲
語
（
ひ
）
て
拭

遍
（
返
）
（
せ
）
令
（
め
）
よ
、
乃
至
種
種
の
美
食
（
も
）
亦
（
た
）
亦
な
り
、
半
果
経
に
云
（
く
）
。
育
王
、
僧
に
半
▲
奄
羅
果
（
返
）
を
施
（
す
る
）

唐
招
提
寺
蔵
四
分
律
行
事
妙
巻
下
之
三
院
政
期
点
訓
読
文
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鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

に
八
高
の
羅
漢
、
同
（
く
）
共
に
之
（
返
）
を
食
（
し
）
き
、
四
分
（
に
は
）
食
（
返
）
を
得
て
便
（
ち
）
俗
（
返
）
（
の
）
鳥
（
に
）
裁
許
を
も
て
し

’

▲
僻
、
等
得
（
返
）
と
唱
（
返
）
（
へ
）
令
（
め
）
己
（
り
）
て
然
（
し
て
）
後
、
食
せ
よ
と
ノ
タ
マ
ヒ
キ
、
僧
祇
に
は
等
共
（
返
）
（
と
）
唱
フ
、
若
（
し
）

せ

　

ヒ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

時
、
過
（
返
）
（
き
）
む
と
欲
は
下
（
返
）
ヵ
ム
に
随
（
ひ
）
て
随
▲
食
（
せ
よ
）
、
罪
（
返
）
無
（
し
）
、
十
諒
に
云
（
く
）
。
等
供
。
五
分
に
は
尼
請

し

慶
し
て
随
意
食
（
返
）
と
唱
（
返
）
（
へ
）
末
は
ロ
ロ
に
▲
提
（
せ
よ
）
。
下
－
衆
は
吉
（
し
）
。
十
諭
に
舎
利
弗
、
上
座
（
返
）
と
鳥
て
純
ラ
好
食
（
返
）
（
を
）

食
（
待
）
（
せ
）
L
に
因
（
り
て
）
羅
侯
、
▲
傭
（
返
）
に
白
（
す
）
、
彿
言
は
く
。
今
（
返
）
従
（
り
）
は
上
座
は
待
（
ち
）
て
遍
（
返
）
を
得
、
等
供
の

’

聾
（
返
）
を
聞
（
き
）
て
一
切
の
僧
と
共
に
食
せ
よ
と
。
五
分
（
に
は
）
▲
正
意
を
も
て
食
（
返
）
を
受
（
け
）
よ
、
左
手
に
一
心
に
鉢
（
返
）
を
撃
け
よ
、

右
手
、

ハ

タ

　

　

　

サ

、

緑
（
返
）
を
扶
へ
よ
、
僧
祇
に
は
営
（
に
）
先
つ
飯
（
返
）
（
を
）
受
（
け
）
て
一
連
に
案
▲
著
し
て
後
に
葉
菜
（
返
）
（
を
）
受
（
け
）
て
和
合
し
て

［
而
］
食
す
。
口
の
中
に
食
（
返
）
（
を
）
廻
（
待
）
（
す
）し

に
落
（
待
）
（
ち
）
令
（
待
）
（
む
る
）
こ
と
得
（
待
）
不
、

ヒ

（
け
）
て
▲
自
手
ラ
食
（
各
を
行
ク
、
庶
民
も
之
（
返
）

し

こ
と
得
（
待
）
不
、
営
（
に
）
一
連
に
囁
ミ
之
（
返
）
を
▲
咽
（
む
）
へ
し
、
一
粒
を
し
て
地
（
返
）

カ
ク

皮
－
核
を
は
脚
の
遵
（
返
）
に
衆
（
め
）
よ
、
増
一
（
の
）
中
に
諸
王
、
供
（
返
）
（
を
）
設

4

に
同
（
し
く
）
す
、
四
分
（
に
は
）
若
（
し
）
二
部
の
僧
（
返
）
（
を
）
請
せ
は
先
（
つ
）
比

（は）

丘
（
返
）
に
与
（
へ
）
よ
、
日
▲
過
（
返
）
（
き
）
む
こ
と
恐
（
れ
）
者
。
一
時
に
之
（
返
）
を
与
（
へ
）
よ
、
梵
摩
難
脛
に
は
夫
（
れ
）
施
（
返
）
せ
む

も

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヒ

ト

（
と
）
欲
は
む
者
は
。
皆
（
な
）
心
（
返
）
を
平
シ
ク
す
應
（
し
）
、
大
小
（
返
）
を
は
間
（
待
）
（
は
）
不
れ
、
▲
僻
、
阿
難
を
し
て
飯
（
返
）
に
臨
（
み
）
て

ほ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

，

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

僧
按
（
返
）
を
説
（
待
）
（
か
）
令
（
め
）
タ
マ
フ
、
僧
故
と
（
い
ふ
）
考
衆
僧
の
飯
、
皆
（
な
）
平
等
な
り
（
と
）
い
ふ
、
僧
祇
に
は
▲
食
時
に
は
左

ヰ
イ

手
（
返
）
を
護
（
待
）
（
る
）
應
（
し
）
、
普
（
に
）
左
の
手
（
返
）
を
以
（
て
）
飲
器
（
返
）
に
受
（
け
）
て
骨
（
返
）
に
注
レ
ム
、
深
（
く
）
椀
の
▲
禦
返
）

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ツ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

を
含
（
待
）
（
む
）
こ
と
得
（
待
）
不
、
額
鼻
（
返
）
に
爛
れ
着
ケ
［
及
］
飲
（
み
）
丞
（
返
）
（
く
す
）
こ
と
得
（
待
）
不
、
普
（
に
）
少
（
し
）
許
（
返
）
（
を
）

留
（
め
）
て
口
に
飲
（
む
）
虚
（
返
）
警
之
（
返
）
を
窯
し
棄
（
つ
）
へ
し
、
次
（
に
）
下
座
（
返
）
に
与
（
へ
）
よ
、
沙
弥
食
上
に
丙
キ
乱
レ
シ
を

サ
ワ

ス

ヽ

　

は

も
て
俗
の
信
（
返
）
を
壊
（
待
）
（
す
る
）
こ
と
恐
る
、
水
（
返
）
を
以
（
て
）
漠
ヒ
酒
力
者
犯
（
返
）
（
せ
）
▲
不
れ
、
水
（
返
）
を
捕
（
せ
よ
）
、
四
分
に
は
、

t
コ

若
（
し
）
食
分
（
返
）
を
得
（
待
）
不
は
比
座
に
篤
に
索
フ
へ
し
、
若
（
し
）
は
半
（
返
）
（
を
）
減
（
し
）
与
（
へ
よ
）
、
若
（
し
）
▲
徐
の
果
菜
（
返
）
有
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（
ら
）
は
、
狼
－
籍
に
地
（
返
）
を
汚
（
待
）
（
す
）
こ
と
得
不
（
れ
）
、
脚
の
連
（
返
）
に
衆
め
て
去
（
る
）
に
、
持
（
ち
）
て
之
（
返
）
を
棄
（
つ
）
應
（
し
）
、

ト

ラ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヰ

鼻
▲
奈
邪
（
に
）
云
（
く
）
。
姦
（
返
）
を
捻
へ
て
大
指
（
返
）
（
を
）
し
て
姦
中
（
返
）
に
入
（
ら
）
令
（
む
る
）
こ
と
得
（
待
）
不
れ
、
十
詞
に
、
食
、

手
（
返
）
（
に
）
着
け
ラ
は
▲
振
（
ひ
）
却
（
返
）
（
く
）
こ
と
得
（
待
）
不
れ
、
之
（
返
）
を
拾
（
ひ
）
取
（
待
）
（
る
）
應
（
し
）
、
僧
祇
に
は
哺
喋
す
る
こ

と
撃
（
返
）
（
を
）
作
（
し
）
て
、
食
（
返
）
（
す
る
）
こ
と
得
不
（
れ
）
、
鼻
奈
耶
（
に
）
云
（
く
）
。
鼻
（
返
）
（
を
）
▲
桁
メ
テ
食
（
返
）
（
す
る
）
こ
と

＿

得
（
待
）
不
（
れ
）
、
五
分
（
に
は
）
。
姦
中
の
飯
を
は
俗
人
の
舎
（
返
）
に
散
（
す
る
）
こ
と
得
不
（
れ
）
、
食
（
返
）
を
益
（
せ
）
む
時
に
口
の
中
に

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す

▲
食
（
返
）
有
（
ら
）
者
。
須
チ
須
（
返
）
（
た
）
不
（
と
の
）
等
（
返
）
く
云
（
ふ
）
こ
と
得
（
る
）
に
過
（
返
）
無
（
し
）
、
僧
祇
（
に
は
）
口
に
食
（
返
）

＿

　

　

　

　

　

　

け

有
（
る
）
に
人
と
共
に
語
ラ
者
。
咽
（
み
）
▲
透
（
し
）
て
方
に
云
へ
、
口
の
内
に
食
（
返
）
有
（
り
）
て
は
即
答
（
返
）
（
す
る
）
こ
と
得
（
待
）
不
、
若

（
し
）
聾
、
異
（
返
）
（
な
ら
）
不
は
食
（
返
）
（
を
）
含
（
み
）
て
も
語
（
返
）
（
る
）
こ
と
得
よ
、
▲
四
分
（
に
は
）
乾
（
き
）
た
る
餅
、
鮎
レ
た
る
餅
、

果
菜
等
を
は
半
（
返
）

衣
の
家
（
返
）
に
菜

摘
▲
〃
（
に
）
食
（
し
）

（
せ
）
不
（
待
）
（
る
）

サ
ク

を
噛
（
待
）
（
む
）
こ
と
得
へ
し
、
善
見
（
に
は
）
姦
中
の
飯
を
は
擦
り
取
（
り
）
て
衆
生
（
返
）
（
に
）
▲
与
（
へ
）
よ
、
水
を
白

ヲ

（
つ
）
る
は
犯
（
返
）
（
に
あ
ら
）
不
、
隠
－
虞
不
－
浮
－
虚
（
返
）
に
着
（
待
）
ク
應
し
（
と
）
い
ふ
、

ホ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ト

ヽ

マ

覚
る
法
と
い
は
僧
祇
に
は
上
座
は
徐
徐
（
く
）
食
（
返
）
す
應
（
し
）
、
速
に
尭
（
り
）
て
住
テ
年
少
の
▲
狼
狽
食
し
飽
満
（
返
）

マ

ホ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヒ

こ
と
を
看
（
る
こ
と
）
得
不
（
れ
）
、
相
（
ひ
）
望
（
み
）
て
之
（
返
）
を
看
（
待
）
ル
應
（
し
）
、
乃
至
水
を
行
（
待
）
ヵ
ム
こ
と

02

6

12

6

226326426

待

（
ち
）
て
随
順
呪
頗
（
し
）
▲
巳
（
り
）
て
然
（
し
て
）
後
（
に
）
乃
（
し
）
止
（
め
よ
）
。
又
（
た
）
云
（
く
）
、
居
士
、
僧
（
返
）
に
飯
（
し
）ヒ

託
（
り
）
て
遺
－
飴
の
食
を
は
料
理
し
て
比
の
合
に
与
（
へ
）
よ
、
▲
賢
愚
の
多
の
虚
の
文
な
り
、
俗
家
（
返
）
に
於
て
も
先
（
つ
）
水
（
返
）
を
行

ヒ

　

　

　

ソ

ウ

（
き
）
て
後
に
食
（
返
）
を
下
キ
操
蠍
（
す
と
の
）
等
く
い
へ
り
、
雑
含
（
に
は
）
。
▲
僻
、
及
（
ひ
）
比
丘
、
俗
家
に
し
て
食
し
尭
（
り
）
て
各
（
の
）

＿

操
噸
し
姦
（
返
）
（
を
）
洗
（
ひ
）
託
（
り
）
て
然
（
し
）
て
後
に
俗
人
（
返
）
（
の
）
鳥
に
説
▲
法
（
し
た
ま
）
ヒ
キ
と
い
へ
り
、
　
九
（
に
）
大
喘
－

サ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

4

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

法
（
と
い
は
）
。
五
分
に
は
食
の
後
に
衣
物
（
返
）
を
施
す
る
を
、
名
（
け
）
て
嘩
嘲
（
返
）
と
鳥
［
也
］
。
画
分
に
は
食
、
尭
（
り
）
て
黙
（
し
）
て
去
（
返
）

（
る
）
に
▲
由
（
り
）
て
、
檀
越
、
疑
（
返
）
を
生
（
し
）
て
食
の
好
と
不
好
と
足
と
不
足
（
返
）
と
を
知
（
待
）
（
ら
）
不
、
又
（
た
）
言
く
、
諸
（
の
）

唐
招
提
寺
蔵
四
分
律
行
事
砂
巻
下
之
三
院
政
期
点
訓
読
文

二
〇
九



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

二
一
〇

捕
▲
外
道
（
の
）
人
皆
（
な
）
布
施
（
返
）
を
稀
歎
し
檀
越
（
返
）
（
を
）
讃
美
す
（
と
の
）
等
く
い
ふ
、
僻
、
上
座
を
し
て
鳥
に
大
槻
（
返
）
を
説
き
、
▲
乃

726826926036136236336436

536636736836936046

（
ち
）
一
偏
《
其
（
の
）
文
／
受
食
法
（
の
）
如
（
し
）
》
（
に
）
至
（
ら
）
令
（
む
）
、
若
（
し
）
上
座
、
能
（
返
）
へ
不
は
語
ラ
へ
、
説
（
返
）
（
く
）

（

は

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す

能
（
へ
）
者
若
（
し
）
語
（
返
）
（
は
）
不
、
受
（
返
）
（
け
）
不
（
は
）
拉
（
に
）
罪
（
を
）
▲
結
（
は
む
）
。
若
（
し
）
大
嚇
（
返
）
を
説
か
む
時
に
は

4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

上
座
四
人
相
（
ひ
）
待
つ
、
飴
の
者
は
去
（
返
）
（
る
）
を
臆
す
、
薩
婆
多
（
に
は
）
▲
要
（
す
）
食
（
し
）
て
後
に
法
（
返
）
を
説
け
、
四
益
（
返
）
有

（
り
）
、
一
（
に
は
）
信
施
（
返
）
（
を
）
消
（
待
）
（
た
む
か
）
鳥
（
の
）
故
（
に
）
二
一
（
に
は
）
恩
（
返
）
（
を
）
報
（
待
）
（
せ
む
か
）
鳥
（
の
）
故
（
に
）
。へ

三
（
に
は
）
歓
喜
の
心
（
返
）
（
を
）
▲
生
（
待
）
（
せ
）
令
め
善
根
成
就
す
る
か
故
（
に
）
。
四
（
に
は
）
在
家
の
人
は
財
施
（
返
）
を
行
（
待
）
（
す
）
應

t

ク
、
出
家
の
人
は
▲
宜
く
法
施
（
返
）
を
行
（
待
）
（
せ
む
か
）
鳥
な
り
、
律
の
中
に
は
契
経
（
返
）
を
説
（
待
）
（
か
）
令
（
め
）
た
り
、
善
見
（
に
）
云

ラ

　

　

　

　

　

下

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

　

　

　

　

ホ

　

　

ま

（
く
）
、
修
多
羅
の
義
の
種
種
の
義
▲
開
発
す
る
等
推
す
。
義
（
返
）
（
を
）
説
か
む
時
に
は
要
す
諸
の
文
（
返
）
を
撮
ル
こ
と
者
l
開
す
、
五
分
に
は
諸
の

も
の

比
丘
、
破
戒
▲
邪
見
諸
根
不
具
の
者
（
返
）
を
請
（
し
）
て
歎
唄
し
説
法
（
せ
）
し
む
。
此
（
返
）
に
因
（
り
）
て
悪
人
、
勢
（
返
）
（
を
）
得
て
又
（
た
）

も
の

能
（
く
）
僧
（
返
）
を
辱
チ
シ
ム
、
▲
僻
、
書
く
、
法
師
三
蔵
諸
根
具
足
せ
る
者
（
返
）
を
請
（
し
て
）
伽
（
せ
し
）
め
よ
（
と
）
云
（
ふ
）
。
若
（
し
）

ひ

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

能
（
く
）
唄
（
返
）
を
諦
す
る
者
（
返
）
無
（
く
）
は
昔
に
▲
次
第
に
差
（
返
）
（
ふ
）
［
普
］
（
再
議
）
し
、
若
（
し
）
都
て
無
（
く
）
考
各
（
の
）
一
偏
（
返
）

夕

を
諭
せ
よ
、
能
へ
タ
ラ
ム
者
の
受
（
返
）
（
せ
）
不
は
倫
蘭
。
半
唄
（
返
）
す
る
こ
と
得
（
待
）
不
れ
、
▲
吉
羅
律
に
諸
悪
一
偏
（
返
）
を
説
（
待
）
（
か
）
令

（
め
）
た
り
、
増
一
（
に
）
解
（
し
）
て
云
く
、
諸
悪
美
作
と
い
は
戒
具
足
し
て
清
▲
白
か
行
あ
る
な
り
。
諸
善
奉
行
と
い
は
心
意
清
浄
な
る
な
り
、

と
い
は

自
浄
其
意
と
い
は
邪
顛
倒
（
返
）
を
除
（
く
）
な
り
、
是
諸
▲
彿
教
と
（
い
は
）
［
者
＝
ィ
、
彿
教
者
　
］
愚
或
の
想
（
返
）
を
去
（
る
）
な
り
、
戒
浮

キ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の

（
の
）
故
に
意
挿
し
、
意
浮
（
す
る
）
か
故
に
倒
（
返
）
無
し
、
倒
（
返
）
無
（
き
か
）
故
に
或
▲
想
滅
す
。
今
此
の
世
に
、
初
よ
り
説
法
之
式
（
返
）
無

（
し
）
、
若
（
し
）
食
売
（
り
）
て
荘
（
に
）
鑓
財
（
返
）
を
婿
て
施
与
（
返
）
す
る
こ
と
有
（
ら
）
は
▲
理
、
五
分
（
返
）
に
准
（
し
）
て
時
（
返
）
（
に
）

随
（
ひ
て
）
璧
大
せ
よ
、
華
（
平
）
伊
煎
す
る
こ
と
得
（
待
）
不
、
贋
（
く
）
前
（
に
）
説
（
返
）
（
け
る
か
）
如
（
し
）
、

ホ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

サ

イ

タ

▲
十
（
に
）
諸
家
（
返
）
よ
り
出
（
つ
る
）
法
（
と
い
は
）
。
五
分
に
は
寺
（
返
）
に
還
り
去
る
時
に
は
上
座
八
人
を
は
相
ヒ
待
（
ち
）
て
飴
人
は
前
テ



146246346

舶6

去
（
る
）
。
▲
鷹
（
に
）
僧
徒
座
（
返
）
従
（
り
）
し
て
［
而
］
起
（
ち
）
て
衣
寧
返
）
（
を
）
整
理
し
て
乃
至
次
第
に
［
而
］

ホ
ト
リ

の
首
（
返
）
ニ
至
（
り
て
）
▲
告
（
け
）
て
云
（
く
）
。
檀
越
厚
施
如
法
な
り
、
莫
逆
、
何
（
の
）
徳
か
あ
る
、
之
（
返
）
に
堪

’

時
（
返
）
に
随
（
ひ
）
語
ヒ
巳
（
り
）
て
▲
便
（
ち
）
去
（
る
）
。
雑
含
（
に
）
云
（
く
）
。
僻
、
及
（
ひ
）
比
丘
、
食
（
し
）

と

渾
室
（
返
）
に
入
（
り
）
て
坐
繹
し
哺
時
に
樺
（
返
）
従
（
り
）
▲
起
（
ち
）
て
［
而
］
法
（
を
）
説
け
と
い
へ
り
［
也
］
。

行
　
（
く
）
　
へ
し
。
轟
門

（
へ
）
む
、
徐
の
言
は
、

尭
　
（
り
）
　
て
皆
　
（
な
）

訓
読
注

5
　
に
ー
コ
ノ
ヲ
コ
ト
鮎
ハ
縦
長
ナ
リ
。

8
　
登
－
コ
ノ
字
二
返
鮎
「
二
」
　
ア
リ
。

9
　
令
－
コ
ノ
字
ノ
右
肩
破
損
二
朱
鮎
ア
リ
。
ヲ
コ
ト
鮎

8142627

2648

54

6

47

679

7

「
し
む
」
　
ハ
　
「
捨
」
字
こ
ア
リ
。

衆
－
右
傍
朱
書
「
頭
陀
」
書
入
。

慮
－
朱
返
鮎
ア
リ
。

慮
－
ヲ
コ
ト
鮎
「
を
」
　
ア
リ
。

通
－
右
傍
朱
書
「
於
傭
法
也
」
書
入
。

染
－
コ
ノ
字
虫
損
、
ヲ
コ
ト
鮎
「
た
る
」
虫
損
。

す
ー
コ
ノ
ヲ
コ
ト
鮎
ノ
位
置
不
審
。

を
ー
コ
ノ
ヲ
コ
ト
鮎
ハ
縦
長
ナ
リ
。

近
－
コ
ノ
字
二
句
鮎
ア
リ
。

七
1
コ
ノ
字
ノ
左
下
二
束
汚
ア
リ
。

時
こ
モ
ー
右
傍
朱
書
補
入
。

不
－
仮
名
「
サ
レ
」
ハ
「
森
」
字
二
ア
リ
、
仮
名
「
レ

0

（UO
487898094959101401701911421

ハ
」
　
ハ
左
訓
。

レ
ー
「
国
」
字
二
ア
リ
。

多
－
下
補
。

＼
　
（
サ
）
－
コ
ノ
償
名
ハ
　
「
復
」
　
字
二
ア
リ
。

患
－
コ
ノ
字
二
ヲ
コ
ト
鮎
　
「
を
」
　
ア
リ
。

腹
－
コ
ノ
字
ノ
　
（
訓
）
　
ハ
字
ノ
中
寄
こ
ア
リ
。

食
－
朱
こ
テ
　
「
貪
」
字
ヲ
訂
セ
リ
。

磨
－
右
傍
二
某
朱
償
名
ア
リ
。

食
－
コ
ノ
字
二
ヲ
コ
ト
鮎
　
「
に
」
　
ア
リ
。

内
－
句
鮎
存
疑
。

不
－
ヲ
コ
ト
鮎
「
す
」
　
ハ
　
「
令
」
字
二
ア
リ
。

敷
－
返
鮎
ア
ル
カ
。

空
－
合
符
ハ
　
「
の
」
　
ノ
ヲ
コ
ト
鮎
ナ
ル
カ
。

入
－
虫
損
。

具
－
返
鮎
ア
ル
カ
。

331531651061161261361461961971081

唐
招
提
寺
蔵
四
分
律
行
事
砂
巻
下
之
三
院
政
期
点
訓
読
文

得
－
左
傍
二
返
鮎
　
「
二
」
　
ア
ル
カ
。

利
－
コ
ノ
字
二
返
鮎
擦
消
ア
リ
。

少
－
「
ハ
」
　
ノ
上
虫
損
。

正
－
右
傍
職
名
「
夕
ヽ
シ
ク
」
　
ハ
虫
損
。

正
－
コ
ノ
字
二
ヲ
コ
ト
鮎
「
か
し
　
ア
リ
。

も
て
ー
コ
ノ
ヲ
コ
ト
鮎
存
疑
。

の
ー
ヲ
コ
ト
鮎
虫
損
。

門
－
右
傍
朱
書
補
入
。

四
－
コ
ノ
字
二
ヲ
コ
ト
鮎
「
に
」
「
は
」
擦
消
ア
リ
。

盛
－
コ
ノ
字
二
ヲ
コ
ト
粘
「
て
」
　
ア
リ
。

張
－
コ
ノ
字
二
返
鮎
ア
リ
。

坐
－
コ
ノ
字
二
ヲ
コ
ト
鮎
　
「
を
」
　
ア
リ
。

食
－
コ
ノ
字
二
ヲ
コ
ト
鮎
　
「
せ
」
　
「
き
」
　
ア
リ
。

句
鮎
－
ヲ
コ
ト
鮎
「
て
」
　
カ
。

僧
－
右
傍
「
〇
二
　
初
篇
目
」
書
入
。

二

一

一
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8
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鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

法
1
右
傍
「
二
本
文
二
　
初
叙
来
意
三
　
初
明
道
俗

義
同
」
書
入
。

景
仰
－
コ
ノ
二
字
ノ
左
肩
こ
　
「
・
」
鮎
ア
リ
。

立
－
コ
ノ
字
二
墨
句
鮎
ア
リ
。

謙
－
コ
ノ
二
字
ノ
左
裾
二
　
「
・
」
鮎
ア
リ
。

章
－
コ
ノ
字
二
塁
句
鮎
ア
リ
。

遜
－
コ
ノ
二
字
ノ
左
裾
こ
「
・
」
鮎
ア
リ
。
右
傍
朱

書
「
随
也
」
番
人
。

コ
ー
墨
償
名
。

耳
－
コ
ノ
字
二
墨
句
鮎
ア
リ
。

故
－
右
傍
「
二
引
繹
誠
置
」
書
入
。

撃
－
コ
ノ
字
二
墨
句
鮎
ア
リ
。

比
時
－
右
訓
「
コ
ノ
コ
ロ
」
、
合
符
ハ
墨
書
。
右
傍

「
三
行
時
願
意
」
書
入
。

亡
－
コ
ノ
字
二
墨
句
鮎
ア
リ
。

奄
－
右
訓
「
タ
チ
マ
チ
エ
」
　
ハ
墨
催
名
。

能
1
コ
ノ
字
二
墨
返
鮎
ア
リ
。

華
－
コ
ノ
字
二
墨
返
鮎
ア
リ
。

斯
－
コ
ノ
字
二
塁
返
鮎
ア
リ
。

誠
－
コ
ノ
字
二
墨
返
鮎
、
句
鮎
モ
ア
リ
。

中
－
右
傍
「
二
開
章
尺
二
　
初
分
章
」
書
入
。

初
－
右
傍
「
二
正
尺
二
〇
　
初
僧
像
本
篇
二
　
初
分

章
」
事
大
。

意
－
コ
ノ
字
二
墨
句
鮎
ア
リ
。

相
1
コ
ノ
字
二
墨
句
鮎
ア
リ
。

初
1
右
傍
「
二
随
尺
三
　
　
初
制
相
敬
二
　
初
敬
併

意
」
　
書
入
。

敬
－
コ
ノ
字
二
墨
返
恕
ア
リ
。

鳥
－
コ
ノ
字
二
墨
待
鮎
ア
リ
。

身
－
コ
ノ
字
二
墨
返
鮎
ア
リ
。

養
－
コ
ノ
字
二
塁
返
鮎
ア
リ
。

天
－
コ
ノ
字
二
墨
返
鮎
ア
リ
。

下
－
コ
ノ
字
二
墨
句
鮎
ア
リ
。

ト
キ
ー
墨
仮
名

中
－
コ
ノ
字
こ
墨
返
鮎
ア
リ
。

常
－
右
傍
二
朱
二
テ
「
苦
」
　
ノ
補
入
ア
リ
。

俳
1
コ
ノ
字
二
墨
返
鮎
ア
リ
。

悌
－
コ
ノ
字
二
塁
返
鮎
ア
リ
。

礼
－
コ
ノ
字
二
塁
句
鮎
ア
リ
。

之
－
コ
ノ
字
二
塁
返
鮎
ア
リ
。

相
敬
－
右
傍
「
二
相
敬
意
三
　
初
相
立
敬
之
意
」
書

入
。

者
－
コ
ノ
字
二
墨
句
鮎
ア
リ
。

句
鮎
－
朱
書
、
墨
書
ア
リ
。
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二
一
二

定
1
右
傍
朱
書
「
空
」
書
入
。

敬
－
コ
ノ
字
二
待
鮎
ア
リ
。

句
鮎
－
朱
書
、
墨
書
ア
リ
。

法
1
コ
ノ
字
二
墨
句
鮎
ア
リ
。

馨
－
コ
ノ
字
二
墨
句
鮎
ア
リ
。

道
－
コ
ノ
字
二
塁
句
鮎
ア
リ
。

送
－
「
逆
」
字
二
重
書
。

訊
－
コ
ノ
字
二
墨
句
鮎
ア
リ
。

大
1
右
傍
「
二
引
医
異
動
修
」
喜
入
。

等
－
コ
ノ
字
こ
墨
句
鮎
ア
リ
。

敬
－
コ
ノ
字
二
墨
句
鮎
ア
リ
。

行
－
コ
ノ
字
二
墨
返
鮎
モ
ア
リ
。

時
－
コ
ノ
字
二
塁
句
鮎
ア
リ
。

拝
－
コ
ノ
字
二
墨
返
鮎
モ
ア
リ
。

彿
－
コ
ノ
字
二
墨
返
鮎
ア
リ
。

中
－
コ
ノ
字
二
墨
返
鮎
モ
ア
リ
。

等
－
コ
ノ
字
二
塁
句
鮎
ア
リ
。

丘
－
コ
ノ
字
二
墨
返
鮎
モ
ア
リ
。

等
－
コ
ノ
字
二
墨
句
鮎
モ
ア
リ
。

智
－
右
傍
「
三
明
坐
立
之
意
」
書
入
。

坐
－
コ
ノ
字
二
墨
返
鮎
モ
ア
リ
。

令
－
コ
ノ
字
ハ
本
行
「
命
」
字
ヲ
右
傍
朱
書
シ
テ
訂
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ス
。

坐
－
コ
ノ
字
二
塁
句
鮎
ア
リ
。

三
道
1
右
傍
朱
書
「
i
者
三
果
以
下
乃
至
凡
夫
遺
」

書
入
。

排
－
コ
ノ
字
二
塁
返
鮎
モ
ア
リ
。

破
－
コ
ノ
字
二
塁
返
鮎
モ
ア
リ
。

故
－
コ
ノ
字
二
墨
句
鮎
モ
ア
リ
。

中
1
コ
ノ
字
二
墨
返
鮎
モ
ア
リ
。

ニ
ー
朱
庵
鮎
ア
リ
。
右
傍
「
二
封
敬
立
線
合
不
二

初
標
章
　
二
正
尺
二
　
初
不
應
礼
二
初
」
書
入
。

賓
－
右
傍
「
二
」
善
人
。

二
－
右
傍
「
二
應
礼
二
　
初
標
分
」
吾
人
。

初
－
右
傍
「
二
随
尺
二
　
初
無
線
合
敬
」
書
入
。

四
－
右
傍
「
二
有
線
不
礼
」
書
入
。

三
－
右
傍
「
三
立
敬
儀
式
二
　
初
標
分
」
書
入
。

初
1
右
傍
「
二
随
尺
三
　
初
敬
彿
法
二
　
初
標
章
」

書
入
。

若
－
右
傍
「
二
随
尺
二
　
初
先
示
敬
儀
六
　
初
受
要

功
勝
」
書
入
。

増
一
－
右
傍
「
二
承
事
感
報
」
善
人
。

諸
－
左
肩
二
墨
鮎
ア
リ
。

聾
－
コ
ノ
字
こ
墨
返
瓢
ア
リ
。
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自
－
右
傍
補
入
。

供
－
左
肩
二
墨
鮎
ア
リ
。

智
－
右
傍
「
三
設
礼
儀
式
」
書
入
。

礼
－
朱
書
右
傍
補
入
。

五
－
朱
書
右
傍
補
入
。

先
－
右
傍
補
入
。

智
－
右
傍
「
四
封
境
用
心
し
番
人
。

毘
－
右
傍
「
五
入
塔
法
」
善
人
。

邁
－
右
肩
二
墨
鮎
擦
消
ア
リ
。

五
－
右
傍
補
入
。

念
－
コ
ノ
字
こ
返
鮎
カ
ス
レ
ア
リ
。

五
－
右
傍
「
六
旋
続
法
」
書
入
。

二
－
右
傍
「
二
正
明
敬
相
　
二
初
標
」
書
入
。

悌
－
右
傍
「
二
尺
二
初
惣
行
非
法
二
　
初
通
行
軽
慢

之
相
二
　
初
行
非
致
毀
」
書
入
。

皆
－
コ
ノ
字
ノ
左
傍
中
央
二
墨
鮎
ア
リ
。

故
－
右
傍
「
二
引
数
伸
誠
」
書
入
。

撮
－
墨
仮
名
「
セ
フ
」
、
墨
入
聾
鮎
ア
リ
。

比
－
右
傍
「
二
別
行
居
床
設
礼
」
書
入
。

十
1
右
傍
「
二
雑
列
敬
相
四
　
初
供
具
等
法
」
書
入
。

得
－
句
鮎
ア
リ
。

大
－
右
傍
「
二
遺
身
利
物
」
書
入
。
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3

故
－
コ
ノ
字
ノ
左
下
角
二
塁
汚
ア
リ
。

僧
－
右
傍
「
三
修
供
時
節
」
書
入
。

四
1
右
傍
「
四
相
敬
遠
益
」
書
入
。

次
－
右
傍
「
二
敬
僧
法
二
　
初
標
章
　
二
正
尺
二

初
衛
衆
開
徒
立
」
書
入
。

せ
ー
コ
ノ
ヲ
コ
ト
鮎
ハ
　
「
者
」
字
二
ア
リ
。

若
－
右
傍
「
二
受
識
須
師
礼
」
善
人
。

理
－
右
傍
二
某
朱
仮
名
ア
リ
。

次
－
右
傍
「
三
大
小
致
礼
法
二
　
初
標
章
」
善
人
。

昆
－
右
傍
「
二
正
尺
六
　
初
制
敬
本
意
」
書
入
。

四
－
右
傍
「
二
五
衆
相
礼
二
」
書
入
。

分
1
右
傍
「
初
通
明
五
衆
二
　
初
次
礼
人
塔
」
書
入
。

小
－
右
傍
補
入
。

二
－
右
傍
朱
書
補
入
。

五
－
右
傍
「
二
礼
師
屍
塚
」
吾
人
。

養
－
左
下
二
墨
鮎
ア
リ

茎
－
朱
二
テ
見
消
シ
テ
上
欄
外
二
朱
書
「
葬
」
書
入
。

四
－
右
傍
「
二
別
示
沙
弥
二
　
初
明
次
第
」
書
入
。

間
－
右
傍
「
二
尺
疑
」
書
入
。

す
ー
ヲ
コ
ト
鮎
マ
マ
。

名
－
コ
ノ
字
二
返
鮎
ア
リ
。

唐
招
提
寺
蔵
四
分
律
行
事
紗
巻
下
之
三
院
政
期
点
訓
読
文
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四
－
右
傍
「
三
致
礼
諸
相
」
書
入
。

和
－
右
傍
補
入
。

礼
1
コ
ノ
字
こ
返
粘
ア
リ
。

昆
－
右
傍
「
四
約
夏
分
位
」
番
人
。

僧
－
右
傍
「
五
共
坐
階
降
二
　
初
明
大
僧
」
書
入
。

伽
－
右
傍
「
二
示
僚
衆
」
書
入
。

僧
－
右
傍
「
六
五
受
礼
慰
努
」
書
入
。

二
－
右
傍
「
〇
二
造
像
法
附
二
　
初
牒
章
」
書
入
。

初
－
右
傍
「
二
正
尺
二
　
初
造
像
塔
法
二
　
初
造
俊

二
　
初
通
叙
脛
像
意
」
書
入
。

傭
－
本
行
「
経
」
　
ヲ
下
欄
二
束
訂
。

恐
－
右
傍
「
二
正
明
造
健
二
　
初
中
回
道
立
天
象
」

書
入
。

窮
－
右
傍
墨
訓
「
ミ
ツ
カ
ラ
」
。

今
1
右
傍
「
二
此
方
制
度
漸
失
三
　
初
前
代
近
眞
」

書
入
。

嶺
－
コ
ノ
字
二
ヲ
コ
ト
鮎
「
に
」
　
ア
リ
。

作
東
1
右
傍
墨
訓
「
ハ
ウ
ヒ
」
　
ア
リ
。

今
－
右
傍
「
二
後
世
失
法
三
　
初
明
非
法
」
書
入
。

致
－
右
傍
「
l
l
示
過
怠
」
書
入
、
抹
消
。

炉
－
右
傍
墨
訓
「
コ
」
、
左
傍
墨
注
示
符
、
下
欄
「
妬
」

書
入
。

833933243
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得
－
右
傍
二
墨
汚
ア
リ
。

匠
－
「
を
」
　
ノ
ヲ
コ
ト
鮎
擦
消
。

致
1
右
傍
「
二
示
過
息
」
書
入
。

若
－
右
傍
「
三
明
應
法
」
書
入
。

善
－
右
傍
「
三
酉
土
室
儀
」
書
入
、
右
傍
朱
汚
ア
リ
。

次
－
右
傍
「
二
造
塔
法
二
　
初
標
章
」
書
入
。

雑
－
右
傍
「
二
正
尺
六
　
初
示
名
」
書
入
。

倫
－
下
欄
朱
こ
テ
「
愈
」
ト
ア
リ
。

増
－
右
傍
「
二
顕
報
」
書
入
。

四
－
右
傍
「
三
敬
譲
」
書
入
。

僧
－
右
傍
「
四
造
慮
」
善
人
。

善
1
右
傍
「
五
供
養
修
治
五
　
初
勧
化
供
養
」
書
入
。

至
－
本
文
「
志
し
　
ヲ
見
消
、
右
傍
朱
書
訂
正
。

至
－
本
文
「
志
」
　
ヲ
見
消
、
右
傍
朱
書
訂
正
。

著
1
右
傍
「
二
見
塔
塗
治
」
書
入
。

若
1
右
傍
「
三
造
立
荘
厳
」
書
入
。

旛
1
コ
ノ
字
ノ
下
二
補
入
符
ア
リ
テ
右
傍
「
蓋
イ
」

書
入
。

王
－
コ
ノ
字
こ
墨
句
鮎
ア
リ
。

撃
－
コ
ノ
字
二
ヲ
コ
ト
鮎
「
を
」
擦
消
ア
リ
。

不
－
右
傍
「
四
接
績
毀
損
」
書
入
抹
消
。

493593693793

00420
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3

亜4胡

二
一
四

不
－
右
傍
「
四
按
績
毀
損
」
書
入
。

像
－
右
傍
墨
鮎
ア
リ
。

完
1
コ
ノ
字
ハ
某
字
二
重
書
。
右
傍
塁
仮
名
「
マ
タ

キ
」
　
ア
リ
。

之
－
墨
旬
鮎
ア
リ
。

作
助
－
コ
ノ
二
字
間
中
央
二
束
合
符
ア
ル
カ
。

若
－
右
傍
「
五
校
量
福
報
」
書
入
。

来
－
墨
返
鮎
モ
ア
リ
。

徳
－
墨
返
鮎
モ
ア
リ
。

歎
－
コ
ノ
字
下
方
二
補
入
符
ア
リ
テ
右
傍
「
至
心
恭

敬
イ
」
書
入
。

別
－
墨
句
鮎
ア
リ
。

無
－
右
傍
「
六
道
毀
二
報
三
　
初
掃
治
善
報
二
　
初

元
垢
女
脛
」
書
入
。

馬
－
返
鮎
擦
消
。

作
り
1
「
圃
」
字
右
傍
二
補
入
。

弗
婆
提
1
　
「
弗
」
　
「
提
」
字
こ
墨
注
示
符
ア
リ
テ
上

欄
「
東
勝
身
州
」
書
入
。

傭
－
上
欄
外
朱
書
補
入
。

地
－
右
傍
朱
書
補
入
。
コ
ノ
字
こ
付
シ
タ
返
鮎
ハ

「
塔
」
字
こ
ア
リ
。

焼
1
右
傍
朱
書
補
入
。
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越
－
右
傍
朱
書
「
臼
イ
」
書
入
。

彿
－
右
傍
補
入
。

地
－
右
傍
朱
書
補
入
。
朱
書
二
墨
書
重
書
。
返
鮎
ハ

「
塔
」
字
二
ア
リ
。

（
先
登
　
r
人

養
－
右
傍
「
彼
人
命
終
生
閻
浮
提
富
柴
自
在
於
彼
人

命
」

命
終
生
三
十
三
天
　
唐
本
無
之
」
書
入
。

淫
－
右
傍
「
二
理
解
偽
」
書
入
。

僻
－
コ
ノ
行
ノ
紙
背
こ
「
私
云
薬
師
浄
土
ハ
中
恒
河

沙
也
／
経
云
於
此
東
方
過
二
十
恒
河
沙
等
世
界
名

目
不
動
○
具
備
号
日
清
月
光
明
如
来
正
文
／
又
偽

云
　
不
犯
僧
髪
物
　
善
守
於
供
物
　
塗
掃
彿
僧
地

則
生
不
動
閲
○
／
造
像
及
俳
塔
　
猶
如
大
海
指

常
生
歓
喜
心
　
則
生
不
動
国
文
」
書
入
。

心
－
右
傍
「
則
生
不
動
囲
」
書
入
。

智
－
右
傍
「
二
随
時
供
養
」
書
入
。

養
セ
ム
ー
右
傍
朱
書
補
入
。

十
－
右
傍
「
三
毀
墳
悪
報
」
番
人
。
左
傍
二
塁
鮎
ア

リ
。

云
－
右
傍
補
入
。

二
－
朱
庵
鮎
ア
リ
、
右
傍
「
二
造
寺
法
二
　
初
標
章

二
正
示
二
　
初
惣
示
所
引
」
書
入
。

有
－
右
傍
二
墨
候
名
「
ル
二
」
　
ア
リ
。

71

49

14

02
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2

4
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准
－
右
傍
二
墨
償
名
「
レ
リ
」
　
ア
リ
。

等
－
右
傍
二
墨
爬
名
「
ヲ
イ
ウ
」
　
ア
リ
。

引
1
右
傍
二
墨
償
名
「
キ
」
　
ア
リ
。

科
－
右
傍
こ
墨
侭
名
「
ワ
カ
ツ
へ
シ
」
　
ア
リ
。

謂
－
右
傍
「
二
正
引
法
式
二
」
書
入
。

所
－
右
傍
「
初
應
法
生
善
」
書
入
。

カ
タ
ハ
ラ
ー
「
側
」
字
ノ
右
傍
二
ア
リ
テ
「
傍
」
字

ノ
右
傍
二
顛
倒
ス
ベ
キ
符
号
ア
リ
。

ホ
ト
リ
ー
「
傍
」
　
字
ノ
右
傍
二
ア
リ
テ
、
「
側
」
字

ノ
右
傍
二
顛
倒
ス
ベ
キ
符
号
ア
リ
。

潔
－
「
素
」
字
二
加
筆
。

壌
－
右
傍
墨
汚
ア
リ
。

凡
－
右
傍
墨
汚
ア
リ
。

以
－
右
傍
朱
書
補
入
。

但
1
右
傍
「
二
元
法
致
損
四
　
初
道
立
非
法
」
書
入
。

教
－
右
傍
「
律
也
」
朱
書
書
入
。

ヒ
ー
左
傍
仮
名
。

又
1
右
傍
「
二
騰
践
毀
壌
」
書
入
。

荘
－
右
傍
「
店
」
朱
書
書
入
。

借
－
右
傍
朱
職
名
「
イ
ウ
シ
」
　
ア
リ
、
不
審
。

喪
1
右
傍
二
墨
俄
名
「
サ
ウ
」
　
ア
リ
。

若
－
右
傍
「
三
引
勒
俗
流
」
書
入
。

82492413443453483
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唐
招
提
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四
分
律
行
事
紗
巻
下
之
三
院
政
期
点
訓
読
文

艮
－
「
之
」
　
二
重
書
シ
テ
訂
正
。

艮
－
「
之
」
　
二
重
書
シ
テ
訂
正
。

人
－
右
傍
朱
書
補
入
。
返
鮎
ハ
　
「
塔
」
字
二
ア
リ
。

因
－
右
傍
「
四
因
誠
道
衆
三
　
初
日
敬
生
信
」
書
入
。

備
－
右
傍
「
二
翠
俗
現
道
」
書
入
。

被
－
「
披
」
字
二
重
書
。

由
－
右
傍
「
三
結
示
自
失
」
　
書
入
。

ル
ヽ
－
コ
ノ
仮
名
ハ
　
「
薄
」
字
二
ア
リ
。

訃
－
右
傍
「
〇
二
初
篇
目
」
書
入
。

夫
－
右
傍
「
二
本
文
二
　
初
叙
意
生
起
」
　
書
入
。

惑
－
コ
ノ
字
二
墨
句
鮎
ア
リ
。

慢
1
コ
ノ
字
二
墨
返
粘
ア
リ
。

誘
－
コ
ノ
字
二
墨
返
鮎
ア
リ
。

中
－
右
傍
「
初
列
章
」
書
入
。

就
1
右
傍
「
二
分
章
解
尺
二
」
書
入
。

就
－
コ
ノ
字
ノ
右
傍
二
　
「
二
」
擦
消
ア
リ
。

欽
1
コ
ノ
字
二
返
鮎
ア
リ
。

初
－
朱
庵
鮎
、
右
傍
「
二
随
尺
十
　
初
受
講
法
二

初
牒
章
」
　
書
入
。

十
－
右
傍
「
二
正
尺
九
　
初
来
請
等
法
」
書
入
。

名
1
コ
ノ
字
こ
返
鮎
モ
ア
リ
。

五
－
右
傍
「
二
俗
家
敷
設
」
書
入
。

二
一
五
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鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

増
－
右
傍
「
三
許
請
之
相
」
善
人
。

五
1
右
傍
「
四
封
諸
口
□
」
善
人
。

丘
－
ヲ
コ
ト
鮎
「
を
」
・
返
鮎
擦
消
ア
リ
。

得
1
返
鮎
擦
消
ア
リ
。

四
－
右
傍
「
五
個
別
二
講
」
番
人
。

云
－
某
字
擦
消
二
重
書
。

苦
－
「
若
」
字
二
重
書
。

堕
－
「
随
」
字
二
重
書
。

今
－
右
傍
「
六
改
正
筆
注
」
書
入
。

字
1
下
補
。

薩
－
右
傍
「
七
往
訃
是
非
」
書
入
。

親
－
コ
ノ
字
こ
墨
注
示
符
ア
リ
テ
、
上
欄
「
喘
唐
本
」

書
入
。
コ
ノ
紙
背
二
　
「
○
資
云
謂
未
施
財
呪
麟

云
、
」
喜
入
。

大
－
コ
ノ
紙
背
二
　
「
○
資
云
口
下
覆
尺
初
側
／
□
□

施
家
此
文
似
是
他
家
」
書
入
。

善
－
右
傍
「
八
下
衆
同
受
」
番
人
。

僧
－
右
傍
「
九
日
往
雑
相
」
書
入
。

二
1
右
傍
「
二
往
訃
法
」
書
入
。

三
－
右
傍
「
三
至
請
家
法
二
　
初
標
章
」
書
入
。

若
－
右
傍
「
二
正
尺
二
」
書
入
。

安
－
右
傍
「
初
安
置
四
醒
位
二
　
初
示
鋪
設
」
書
入
。

594794005205505605705015115315415615715815915

潔
－
「
素
」
字
二
重
書
。

不
－
右
傍
「
二
行
非
法
」
書
入
。

僧
－
右
傍
「
二
敷
床
列
坐
」
書
入
。

幸
－
コ
ノ
字
二
墨
返
鮎
ア
リ
。

意
－
コ
ノ
字
二
墨
返
鮎
ア
リ
。

合
－
コ
ノ
字
二
墨
返
鮎
ア
リ
。

四
－
朱
庵
鮎
、
右
傍
「
四
就
座
命
客
二
　
初
標
章
」

喜
入
。

彼
－
右
傍
「
二
正
尺
六
　
初
人
位
随
座
」
書
入
。

四
1
右
傍
「
二
相
聞
大
小
」
　
墨
書
擦
消
。

上
－
墨
合
符
ア
リ
。

下
－
コ
ノ
字
ノ
左
下
二
塁
汚
ア
リ
。

僧
－
右
傍
「
三
慰
問
施
家
」
墨
書
擦
消
。

其
－
本
行
「
鳥
」
字
ヲ
墨
見
消
シ
右
傍
こ
訂
セ
リ
。

四
－
右
傍
墨
書
擦
消
ノ
上
二
「
二
相
聞
大
小
」
書
入
。

僧
－
右
傍
墨
書
擦
消
ノ
上
二
「
三
慰
問
施
家
」
番
人
。

イ
タ
シ
バ
ク
ー
訓
鮎
ノ
マ
マ
。

食
1
此
字
下
二
補
入
符
、
右
傍
「
家
唐
本
」
書
入
。

四
1
右
傍
「
四
天
象
後
往
」
善
人
。

僧
－
右
傍
「
五
討
止
喧
笑
」
書
入
。

喫
1
　
「
口
」
　
ハ
後
補
。

嘆
－
「
口
」
　
ハ
後
補
。
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二
二
ハ

五
－
右
傍
「
六
外
容
顔
不
」
書
入
。

往
－
コ
ノ
字
こ
ヲ
コ
ト
鮎
「
よ
」
　
ア
リ
。

也
1
コ
ノ
字
二
塁
句
鮎
モ
ア
リ
。

五
－
右
傍
「
五
観
食
挿
行
法
二
　
初
標
章
」
書
入
。

四
－
右
傍
「
二
正
尺
二
　
初
審
間
作
浮
」
書
入
。

僧
－
右
傍
「
二
給
付
不
束
」
書
入
。

六
－
右
傍
「
六
行
香
呪
顧
法
二
　
初
標
章
」
書
入
。

四
－
右
傍
「
二
正
尺
四
　
初
呪
顧
前
後
」
善
人
。

若
1
右
傍
「
二
讃
諦
可
不
」
書
入
。

増
－
右
傍
「
三
行
香
儀
則
三
　
初
引
本
線
」
書
入
。

若
－
右
傍
「
二
示
離
過
」
書
入
。

シ
ー
コ
ノ
償
名
ハ
　
「
控
」
字
二
ア
リ
。

シ
ー
コ
ノ
侭
名
ハ
　
「
放
」
字
二
ア
リ
。

フ
ー
コ
ノ
候
名
重
書
。

行
1
右
傍
「
三
明
作
唄
」
書
入
。

四
－
右
傍
「
四
呪
願
随
機
二
　
初
通
示
随
機
」
書
入
。

比
－
右
傍
「
二
正
示
法
式
四
　
初
行
非
標
示
」
書
入
。

鼎
－
コ
ノ
字
二
墨
傾
名
「
テ
ィ
」
・
墨
平
蟹
鮎
ア
リ
。

條
－
「
修
」
字
二
重
書
。

僧
－
右
傍
「
二
列
示
諸
法
」
書
入
。

長
－
右
傍
「
三
引
聖
況
凡
」
　
書
入
。

雑
－
右
傍
「
四
引
愚
弄
失
」
書
入
。
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摩
河
羅
－
右
傍
朱
書
「
元
智
僧
」
書
入
。

七
－
朱
庵
鮎
、
墨
汚
ア
リ
。
右
傍
「
七
受
方
法
食
二

初
標
章
」
書
入
。

四
－
右
傍
「
二
正
尺
三
　
初
受
食
法
式
二
　
初
呪
願

受
食
」
書
入
。

三
1
右
傍
「
二
据
坐
離
過
」
書
入
。

二
1
右
傍
「
二
明
衆
生
食
二
　
初
示
前
後
」
書
入
。

浬
－
右
傍
「
二
明
所
鳥
三
　
初
引
諸
文
示
法
」
書
入
。

今
－
右
傍
「
二
勒
改
祭
行
施
」
書
入
。

入
－
「
人
」
字
二
重
書
。

餓
－
「
鰊
」
字
二
重
書
。

智
－
右
傍
「
三
明
所
施
非
多
」
書
入
。

僧
－
右
傍
「
三
行
食
雑
法
六
　
初
行
食
法
」
書
入
。

坐
－
コ
ノ
字
二
ヲ
コ
ト
鮎
「
の
」
擦
消
ア
リ
。

ヒ
カ
キ
ー
訓
鮎
マ
マ
。

四
－
右
傍
「
二
唱
□
□
」
擦
消
。

四
1
右
傍
「
二
唱
等
法
」
書
入
。

責
1
コ
ノ
字
ノ
左
下
こ
墨
鮎
ア
リ
。

共
－
コ
ノ
字
二
注
示
符
ア
リ
テ
、
下
欄
「
供
唐
本
」
書

入
。

五
－
右
傍
「
三
正
受
法
」
擦
消
。

五
－
右
傍
「
三
正
受
法
」
書
入
。

306506606906116216416816126326726826036136

四
－
右
傍
「
四
等
施
法
」
書
入
。

僧
－
右
傍
「
五
□
明
等
法
」
書
入
。

左
－
コ
ノ
字
二
注
示
符
ア
リ
テ
、
下
欄
「
右
唐
本
」
書

入
。

注
－
左
傍
朱
書
「
入
也
」
書
入
。

索
－
左
傍
朱
書
「
乞
也
」
書
入
。

十
－
右
傍
エ
バ
喫
食
雑
法
」
書
入
。

耶
－
右
傍
補
入
。

と
ー
コ
ノ
ヲ
コ
ト
鮎
ノ
位
置
不
審
。

八
－
右
傍
「
八
食
尭
収
欽
法
二
　
初
標
章
」
　
書
入
。

僧
－
右
傍
「
二
正
尺
二
　
初
相
待
」
書
入
。

賢
－
右
傍
「
二
行
」
書
入
。

九
－
右
傍
「
九
噂
囁
布
施
法
二
　
初
標
章
」
書
入
。

五
－
右
傍
「
二
正
尺
七
　
初
示
名
」
　
書
入
。

四
－
右
傍
「
二
引
縁
」
書
入
。

黙
－
コ
ノ
字
二
束
注
示
符
ア
リ
テ
、
上
欄
朱
書
「
曝
」

書
入
。

薩
－
右
傍
「
三
後
説
之
意
」
書
入
。

有
－
朱
庵
鮎
ア
リ
。

宜
－
左
傍
二
束
某
書
入
ア
リ
。

律
－
右
傍
「
四
所
説
之
法
」
書
入
。

五
－
右
傍
「
五
能
説
之
人
」
書
入
。

536836936046

に
は
ー
コ
ノ
ヲ
コ
ト
鮎
ハ
　
「
五
」
字
二
加
鮎
。

律
－
右
傍
「
六
尺
一
偏
之
義
」
書
入
。

今
－
右
傍
「
七
明
財
施
之
式
」
書
入
。

移
－
右
傍
二
朱
催
名
ア
リ
。

十
－
朱
庵
鮎
ア
リ
。
右
傍
「
十
出
講
家
法
二
　
初
標

章
」
書
入
。

五
－
右
傍
「
二
正
尺
二
　
初
出
請
家
法
」
書
入
。

雑
－
右
傍
「
二
蹄
本
慮
法
」
書
入
。
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